
第８０回国民スポーツ大会（青森県）各競技実施要項の変更・修正について 

 

競 技 名 第 79 回国民スポーツ大会実施要項 第 80 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

１ 陸上競技 ３ 種別（種目）及び参加人員 

(1) 各都道府県は、監督2名、選手29名（男子選手19名以内、女子選手19名以内）計31名以

内で編成し、種別、種目、参加数は下記のとおりとする。 

   監督、選手の兼務は1名とし、その場合は参加選手を30名とすることができる。 

種 別 種 目 共通種目 合計 

男
子
（
19
名
以
内
） 

成年 

100m 300m 800m 110mH 400mH 

3000mSC 走高跳 走幅跳 砲丸投 

円盤投 やり投（11種目） 

－ 

4×

100m

R 

男女

混合 

4×

400m

R 

56
名
種
目
（
31
名
以
内
） 

少

年 

Ａ 

100m 300m 5000m 300mH 5000mW 

三段跳 円盤投 ハンマー投 

やり投（９種目） 

800m 

110mH 

走高跳 

棒高跳 

（４種目） Ｂ 
100m 3000m 走幅跳 砲丸投 

（４種目） 

女
子
（
19
名
以
内
） 

成年 

100m 300m 800m 100mH 400mH 

10000mW 走高跳 棒高跳 三段跳 

砲丸投 ハンマー投 やり投（12種目） 

－ 

4×

100m

R 
少

年 

Ａ 
100m 300m 800m 3000m 300mH 

2000mSC 5000mW 三段跳（８種目） 100mH 

やり投 

（２種目） 
Ｂ 100m 1500m 走幅跳（３種目） 

※表中「H」は「ハードル」、「SC」は「障害」、「W」は「競歩」、「R」は「リレー」の略。 

 

 

(2) 各都道府県の参加は、下記の出場制限によるものとする。 

イ 都道府県主催の予選会に出場しなかった種目には出場できない。ただし、１種目の予

選のみに出場し、その種目の代表となった者は、予選に出場しなかった他の１種目に

も出場できる。 

ウ 4×100ｍリレーの編成は、男女とも成年、少年Ａ、少年Ｂから各１名、残りの１名

は成年、少年Ａ、少年Ｂのいずれかの種別から選出するものとし、合計８名以内で申込

むこと。 

なお、選手変更については、日本陸上競技連盟競技規則によるものとする。 

エ 男女混合4×400ｍリレーの編成は男女２名ずつとし、合計８名以内で申込むこと。

男女とも少年Ａもしくは少年Ｂから各１名、残りの男女各１名は成年、少年Ａ、少年Ｂ

のいずれかの種別とする。なお、走順は男子-女子-男子-女子とする。 

 

 

ス 少年女子Ａ2000m障害の出場者は、2000m障害の予選会を経た者のみとする。 

※当該種目の公認記録がない場合は、資格記録なしとして番組編成を行う。 

３ 種別（種目）及び参加人員 

⑴ 各都道府県は、監督２名、選手29名（男子選手19名以内、女子選手19名以内）計31名以

内で編成し、種別、種目、参加数は下記のとおりとする。 

   監督、選手の兼務は１名とし、その場合は参加選手を30名とすることができる。 

種 別 種 目 共通種目 合計 

男
子
（
19
名
以
内
） 

成年 

100m 300m 800m 110mH 400mH 

3000mSC 走高跳 走幅跳 砲丸投 

円盤投 やり投（11種目） 

－ 

４×

100m

R 

男女

混合

４×

400m

R 

56
種
目
（
31
名
以
内
） 

少

年 

Ａ 

100m 300m 5000m 300mH 5000mW 

三段跳 円盤投 ハンマー投 

やり投（９種目） 

800m 

110mH 

走高跳 

棒高跳 

（４種目） Ｂ 
100m 3000m 走幅跳 砲丸投 

（４種目） 

女
子
（
19
名
以
内
） 

成年 

100m 300m 800m 100mH 400mH 

10000mW 走高跳 棒高跳 三段跳 

砲丸投 ハンマー投 やり投（12種目） 

－ 

４×

100m

R 
少

年 

Ａ 
100m 300m 800m 3000m 300mH 

2000mSC 5000mW 三段跳（８種目） 100mH 

やり投 

（２種目） 
Ｂ 100m 1500m 走幅跳（３種目） 

※ 表中「H」は「ハードル」、「SC」は「障害」、「W」は「競歩」、「R」は「リレー」の略。 

※ 本大会はWRk 対象大会として実施する。ただし、リレー競技は除く。（追加） 

 

⑵ 各都道府県の参加は、下記の出場制限によるものとする。 

イ 都道府県主催の予選会に出場しなかった種目(DNS含む)（追加）には出場できない。た

だし、１種目の予選のみに出場し(DNF含む)（追加）、その種目の代表となった者は、予

選に出場しなかった他の１種目にも出場できる。 

ウ ４×100ｍリレーの編成は、男女とも成年、少年Ａ、少年Ｂから各１名、残りの１名は

成年、少年Ａ、少年Ｂのいずれかの種別から選出するものとし、合計８名以内で申し込

むこと。 

なお、選手変更については、日本陸上競技連盟競技規則によるものとする。 

エ 男女混合４×400ｍリレーの編成は男女２名ずつとし、合計８名以内で申し込むこと。

男女とも少年Ａ若しくは少年Ｂから各１名、残りの男女各１名は成年、少年Ａ、少年Ｂ

のいずれかの種別とする。走順は男子-女子-男子-女子に指定する。走順における種別は

指定しない。（追加） 

 

ス 少年女子Ａ2000m障害の出場者は、2000m障害の予選会を経た者のみとする。ただし２

種目目の場合は予選会に参加していなくても出場可能とする。（追加） 



第８０回国民スポーツ大会（青森県）各競技実施要項の変更・修正について 

 

競 技 名 第 79 回国民スポーツ大会実施要項 第 80 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

 

※リレーの番組編成について、男子4×100ｍリレーは前年の天皇杯の点数から皇后杯の

点数を引いた順位、女子4×100ｍリレーは前年の皇后杯順位、男女混合4×400ｍリレ

ーは前年の天皇杯順位をもとに番組編成を行う。 

 

４ 競技上の規則及び方法 

2025年度日本陸上競技連盟競技規則によるもののほか、下記の要領で実施する。 

(1) 少年男子Ａ300ｍハードルの、ハードルの高さは、0.914ｍとする。 

 

(2) 少年男子Ａ円盤投の円盤の重さは、1.750kgとする。 

(3) 少年男子Ａハンマー投のハンマーの重さは、6.000kgとする。 

(4) 少年男子Ａやり投のやりの重さは、800ｇとする。 

(5) 少年男子Ｂ砲丸投の砲丸の重さは、5.000kgとする。 

(6) 少年男子共通110ｍハードルの、ハードルの高さ/ハードル間は、0.991ｍ/9.14ｍとす

る。 

(7) 少年女子Ａ300ｍハードルの、ハードルの高さは、0.762ｍとする。 

 

(8) 少年女子共通100ｍハードルの、ハードルの高さ/ハードル間は、0.838ｍ/8.50ｍとする。 

 

(9) 少年女子共通やり投のやりの重さは、600gとする。 

(10) ベースボール・マガジン社が運営する「陸上競技ランキング」に2025年8月26日（火）

時点で反映されている公認記録で番組編成を行う。 

資格記録の有効期間は2025年1月1日（水）から2025年8月24日（日）までとする。 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

(2) 参加資格・所属都道府県 

総則５-(1)(2)に定めるもののほか、次による。 

ア 日本国籍を有しない者〔出入国管理及び難民認定法に定める在留資格のうち、永住者（

日本国との平和条約に基づき、日本国籍を離脱した者等の出入国管理に関する特例法に

定める特別永住者を含む。）を除く〕については、学校教育法第１条に定める学校に在籍

する生徒に限り、少年の種別に各都道府県、男女各１名以内で参加することができる。 

 

 

 

イ 監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく公認陸上競

技コーチ３、公認陸上競技コーチ４（以上、JAAF公認コーチ）、または公認陸上競技コ

ーチ１、公認陸上競技コーチ２（以上、JAAF公認ジュニアコーチ）の資格を有する者と

する。なお、監督、選手兼任の場合も同様とする。 

ウ ふるさと選手制度については、第79回国民スポーツ大会実施要項総則５（別記１を含

む）の規程による。 

＜永住権を有する外国籍競技者の参加＞ 

原則参加申込締切日までに、永住者だとわかる「在留カード」または「在留資格認定証明

書」のコピーを、彦根市実行委員会事務局に提出すること。 

※当該種目の公認記録がない場合は、資格記録なしとして番組編成を行う。 

※リレー競技の番組編成について、男子4×100ｍリレーは前年の男女総合の点数から女子

総合の点数を引いた順位、女子4×100ｍリレーは前年の女子総合順位、男女混合4×400

ｍリレーは前年の男女総合順位をもとに番組編成を行う。 

 

４ 競技上の規程及び方法 

2026年度日本陸上競技連盟競技規則によるもののほか、下記の要領で実施する。 

⑴ 少年男子Ａ300ｍハードルの、ハードルの高さは、0.914ｍとする。（WA規格の第一ハー 

ドルまでの距離50ｍ、ハードルの台数７台で実施する）（追加） 

⑵ 少年男子Ａ円盤投の円盤の重さは、1.750kgとする。 

⑶ 少年男子Ａハンマー投のハンマーの重さは、6.000kgとする。 

⑷ 少年男子Ａやり投のやりの重さは、800ｇとする。 

⑸ 少年男子Ｂ砲丸投の砲丸の重さは、5.000kgとする。 

⑹ 少年男子共通110ｍハードルの、ハードルの高さ/ハードル間は、0.991ｍ/9.14ｍとす

る。 

⑺ 少年女子Ａ300ｍハードルの、ハードルの高さは、0.762ｍとする。（WA規格の第一ハー

ドルまでの距離50ｍ、ハードルの台数７台で実施する）（追加） 

⑻ 少年女子共通100ｍハードルの、ハードルの高さ/ハードル間は、0.838ｍ/8.50ｍとす

る。 

⑼ 少年女子共通やり投のやりの重さは、600gとする。 

⑽ 日本陸上競技連盟エントリーシステムの2026年8月25日（火）時点で反映されている公 

認記録で番組編成を行う。 

資格記録の有効期間は2026年1月1日（木）から2026年8月23日（日）までとする。 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

⑵ 参加資格・所属都道府県 

総則５-⑴⑵に定めるもののほか、次による。 

ア 日本国籍を有しない者〔出入国管理及び難民認定法に定める在留資格のうち、永住者（

日本国との平和条約に基づき、日本国籍を離脱した者等の出入国管理に関する特例法に

定める特別永住者を含む。）を除く〕については、学校教育法第１条に定める学校に在籍

する生徒に限り、少年の種別に各都道府県、男女各１名以内で参加することができる。 

※  日本国籍を有しない競技者については、原則、参加申込締切日までに、永住者だとわ

かる「在留カード」又は「在留資格認定証明書」のコピーを青森市実行委員会事務局に

提出すること。(追加) 

イ 監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく公認陸上競

技コーチ３、公認陸上競技コーチ４（以上、JAAF公認コーチ）、又は公認陸上競技コー

チ１、公認陸上競技コーチ２（以上、JAAF公認ジュニアコーチ）の資格を有する者とす

る。なお、監督、選手兼任の場合も同様とする。 

ウ ふるさと選手制度については、（削除）総則５（別記１を含む）の規定による。 

（削除） 

 

 

 



第８０回国民スポーツ大会（青森県）各競技実施要項の変更・修正について 

 

競 技 名 第 79 回国民スポーツ大会実施要項 第 80 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

９ 参加申込み方法 

(1) 参加申込みは下記の方法に従い、2025年8月27日（水）までに行うこと。なお、イにつ

いては、書留郵便又はレターパックにて送付し、上記期日までに必着とする。 

  申 込 先 必 要 書 類 

ア 

公益財団法人 日本スポーツ協会 

〒160-0013 

東京都新宿区霞ヶ丘町４番２号 

 JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE 

TEL 03-6910-5808 FAX 03-6910-5820 

Ⅰ 参加申込書（所定のWebページ） 

イ 

わたSHIGA輝く国スポ・障スポ 

彦根市実行委員会事務局 

（彦根市スポーツ部国スポ・障スポ競技課） 

〒522-8501 

滋賀県彦根市元町４番２号 

  TEL 0749-30-6155  FAX 0749-23-2660 

Ⅰ 全参加人数分の「参加資格確認書」 

Ⅱ 予選会に出場したことが確認できる

リザルト（提出は該当ページのみで

可） 

注 上記アへの申込みは、所定のWebページ（国民スポーツ大会参加申込システム）へアク

セスし、必要項目を入力の上、所属都道府県スポーツ協会を通じて申込み手続を完了する

こと。締切期限以降は所定のWebページ（国民スポーツ大会参加申込システム）へアクセ

スできなくなるので、締切期限を厳守すること。 

 

 

 

 

(2) 選手・監督の申込みの変更 

参加申込み締切後の変更は認めない。ただし、疾病、傷害等特別な事由で変更の申し出

があった場合、その競技者が申込んだ種目に限り、資格審査のうえ出場を決定する。 

選手・監督の交代する際は、診断書コピーを添えて下記提出先(ｱ)～(ｳ)あてメールにて

提出すること。 

    上記の変更の申し出の書式、期日及び提出先は、次のとおりとする。 

ア 所定書式の文書、都道府県予選会の出場が確認できるリザルト、及び参加資格確認書 

 

９ 参加申込方法 

⑴ 参加申込みは下記の方法に従い、2026年８月25日（火）午後５時までに行うこと。 

   なお、イについては、書留郵便又はレターパックにて送付し、上記期日までに必着とす 

る。 

  申 込 先 必 要 書 類 

ア 

公益財団法人 日本スポーツ協会 

〒160-0013 

東京都新宿区霞ヶ丘町４番２号 

 JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE 

TEL 03-6910-5808 FAX 03-6910-5820 

Ⅰ 参加申込書（所定のWebページ） 

イ 

青の煌めきあおもり国スポ・障スポ 

青森市実行委員会事務局 

（青森市経済部国スポ・障スポ競技課） 

〒038-8505 

青森県青森市柳川二丁目１番１号 

  TEL 017-761-4462  FAX 017-761-4489 

Ⅰ 全参加人数分の「参加資格確認書」 

Ⅱ 予選会に出場したことが確認できる

リザルト（提出は該当ページのみで

可） 

Ⅲ 日本国籍を有しない競技者は永住者

だとわかる「在留カード」又は「在留

資格認定証明書」のコピー（追加） 

注 上記アへの申込みは、所定のWebページ（国民スポーツ大会参加申込システム）へアクセ

スし、必要項目を入力の上、所属都道府県スポーツ協会を通じて申込手続を完了すること。 

参加申込締切以降、必要に応じて青森市実行委員会事務局等から項目修正を依頼するこ

とがある。(追加) 

締切期限以降は所定のWebページ（国民スポーツ大会参加申込システム）へアクセスでき

なくなるので、締切期限を厳守すること。 

⑵ 選手・監督の申込みの変更 

参加申込締切後の変更は認めない。ただし、疾病、傷害等特別な事由で変更の申出があ

った場合、その競技者が申込んだ種目に限り、資格審査の上、出場を決定する。 

選手・監督の交代する際は、診断書コピーを添えて下記提出先(ｱ)～(ｳ)あてメールにて

提出すること。 

   上記の変更の申出の書式、期日及び提出先は、次のとおりとする。 

ア 所定書式の文書、都道府県予選会の出場が確認できるリザルト、及び参加資格確認書 

  ※DNSのリザルトは不可、但しラウンドに出場している場合のリザルトがある場合は可

（追加） 
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競 技 名 第 79 回国民スポーツ大会実施要項 第 80 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

２ 水泳 

 

 

１ 期  日   2025年9月6日（土）から9月15日（月）まで（10日間） 

○ 水球日程 

種  別 9月8日(月) 9月9日(火) 9月10日(水) 9月11日(木) 

少 年 男 子 
予選リーグ 

（６試合） 

予選リーグ 

（６試合） 

準決勝 

（２試合） 

３位決定戦・決勝

（２試合） 

女      子 
予選リーグ 

（６試合） 

予選リーグ 

（６試合） 

予選リーグ 

（８試合） 

３位決定戦・決勝

（２試合） 

 

３ 種別（種目）及び参加人員 

〇 競 泳 

(1) 各都道府県は、監督２名以内（ＯＷＳの監督は競泳の監督を兼ねることができ、その場

合に限り、競泳の監督は最大２名とする。）、選手42名（男子選手は24名以内、女子選手は

23名以内）計44名以内で編成。種別、種目および参加数は下表のとおりとする。 

 

 

４ 競技上の規程および方法 

○ アーティスティックスイミング 

公益財団法人日本水泳連盟アーティスティックスイミング競技規則による。ただし、

World Aquaticsルールに則り変更となる場合がある。 

コーチカードの提出締切は８月29日（金）。提出方法については別途指定する。 

 

 

５ 予選方法 

○ 水 球 

(1) 各都道府県は、都道府県大会を実施し、ブロック大会に出場するチームを決定する。 

(2) ブロック大会区分および代表チーム数は、下表のとおりとする。 

ブロック名 少年男子 女  子 ブロック名 少年男子 女  子 

北  海  道 

東     北 
１ １ 

近     畿 ２ １ 

中     国 １ １ 

関     東 ３ ２ 四     国 １ １ 

北  信  越 １ １ 九     州 １ １ 

東     海 １ １ 開  催  県 １ １ 

※ 少年男子・女子共に、各ブロック１、開催県１とし、少年男子については前回の上位３

チームが所属するブロックに、女子については前回１位のチームが所属するブロックにそ

れぞれの出場権を加配する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 期  日   2026 年９月３日（木）から９月 13 日（日）まで（11 日間） 

〇 水球日程 

種 別 ９月５日(土) ９月６日(日) ９月７日(月) ９月８日(火) 

少 年 男 子 
予選リーグ 

（６試合） 

予選リーグ 

（６試合） 

準決勝 

（２試合） 

３位決定戦・決勝 

（２試合） 

女 子 
予選リーグ 

（５試合） 

予選リーグ 

（５試合） 

予選リーグ 

（10試合） 

３位決定戦・決勝 

（２試合） 

 

３ 種別（種目）及び参加人員 

〇 競 泳 

⑴ 各都道府県は、監督最大（追加）２名以内（OWS の監督は競泳の監督を兼ねることがで

き、その場合に限り、競泳の監督は最大２名とする。）、選手 42 名（男子選手は 24 名以内、

女子選手は 23 名以内）計 44 名以内で編成。種別、種目及び参加数は下表のとおりとする。 

ア 男 子（24 名以内） 

 

４ 競技上の規程及び方法 

〇 アーティスティックスイミング 

公益財団法人日本水泳連盟アーティスティックスイミング競技規則による。ただし、

World Aquatics ルールに則り変更となる場合がある。 

コーチカード及び音楽情報シート（追加）の提出締切は８月26日（水）。提出方法につい

ては別途指定する。 

 

５ 予選方法 

〇 水 球 

⑴ 各都道府県は、都道府県大会を実施し、ブロック大会に出場するチームを決定する。 

⑵ ブロック大会区分及び代表チーム数は、下表のとおりとする。 

ブロック名 少年男子 女 子 ブロック名 少年男子 女 子 

北 

東 

海 

 

道 

北 
１ １ 

近  畿 １ １ 

中  国 １ １ 

関  東 ２ ２ 四  国 １ １ 

北 信 越 ２ 1 九  州 １ １ 

東  海 ２ １ 開 催 都 道 府 県 １ １ 

※  少年男子・女子共に、各ブロック１、開催都道府県１とし、少年男子については前回の

上位３チームが所属するブロックに、女子については前回１位のチームが所属するブロッ

クにそれぞれ出場権を加配する。 

空枠が生じた場合、前回上位（少年男子については前回４位、女子については前回２位） 

のチームが所属するブロックにそれぞれ出場枠を加配する。（追加） 

 

 

 

 

 

 

 



第８０回国民スポーツ大会（青森県）各競技実施要項の変更・修正について 

 

競 技 名 第 79 回国民スポーツ大会実施要項 第 80 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

○ アーティスティックスイミング 

(1) 各都道府県は、都道府県大会を実施し、ブロック大会に出場する代表チームを決定する。 

(2) ブロック大会はテクニカルルーティン、フリールーティンを実施し、下表のとおりの区

分により代表チームを決定する。 

ブロック名 出場チーム ブロック名 出場チーム 

北  海  道 

東     北 
２ 

近     畿 ２ 

中     国 

四     国 
２ 

関     東 ４ 

北  信  越 ３ 九     州 ２ 

東     海 ２ 開  催  県 １ 

 

６ 参加資格、所属都道府県および選手の年齢基準 

(6) 飛込は、各都道府県水泳連盟（協会）が次の2025年度競技会において、公益財団法人日

本水泳連盟の定める標準点を突破した者は、各都道府県水泳連盟（協会）において代表候

補選手として選考し、公益財団法人日本水泳連盟に予備エントリーをすることができる。 

また、予備エントリーをした都道府県には１名の出場枠を与える。 

なお、総則５別記４に定める「トップアスリートの国民スポーツ大会参加資格の特例

措置」の対象となる選手については、次の2025年度競技会を経ずに、公益財団法人日本水

泳連盟に予備エントリーをすることができる。 

ア 成年種別対象競技会 

関東・関西選手権 

イ 少年種別対象競技会 

①地域高等学校選手権 ②全国JOCジュニアオリンピックカップ地域別予選会 

※ 開催県は標準点突破者であれば、前記３の人数枠（４名）内でフルエントリーすること

ができる。 

※ 天候等の理由により競技が成立しなかった場合は、日本水泳連盟飛込委員会が、対象大

会を追加する場合がある。 

 

９ 参加申込み方法 

(4) 注意 

キ アーティスティックスイミングのテクニカルルーティン用紙およびフリールーティン

用紙、ブロック大会のプログラムおよび記録は、国民スポーツ大会参加申込システムに

アップロードする。 

使用するＣＤは各自持参する。それぞれの最初に録音し、都道府県名、氏名を記入する。 

 

10 ＡＤカード 

  監督以外のチームスタッフについては、選手４名に対し１枚を発行する。 

  選手ＡＤカードは写真付きを使用する。 

  縦4.5cm×横3.5cmの写真を準備し、配付されたＡＤカードに添付すること。 

 

 

 

〇 アーティスティックスイミング 

⑴ 各都道府県は、都道府県大会を実施し、ブロック大会に出場する代表チームを決定する。 

⑵ ブロック大会はテクニカルルーティン、フリールーティンを実施し、下表のとおりの区

分により代表チームを決定する。 

ブロック名 出場チーム ブロック名 出場チーム 

北 海 道 
１ 

近  畿 ３ 

東  北 中 

四 
 

国 

国 
２ 

関  東 ４ 

北 信 越 ３ 九  州 ２ 

東  海 ２ 開 催 都 道 府 県 １ 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

（削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 参加申込方法 

⑷ 注意 

キ アーティスティックスイミングの（削除）ブロック大会のプログラム及び記録は、国民

スポーツ大会参加申込システムにアップロードする。 

使用する CD は各自持参する。それぞれの最初に録音し、都道府県名、氏名を記入する。 

 

 

（削除） 
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10 その他 

⑻ ＡＤカード 

   監督以外のチームスタッフについては、選手４名に対し、１枚を発行する。 

   選手ＡＤカードは写真つきを使用する。 

   縦 4.5 ㎝×横 3.5 ㎝の写真を準備し、配付したＡＤカードに添付すること。（追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第８０回国民スポーツ大会（青森県）各競技実施要項の変更・修正について 

 

競 技 名 第 79 回国民スポーツ大会実施要項 第 80 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

３ サッカー 

 
１ 期  日   2025 年 10 月３日（金）から 10 月７日（火）まで（５日間） 

種 別 
10月３日

(金) 

10月４日

(土) 

10月５日

(日) 

10月６日

(月) 

10月７日

(火) 

成年男子  １ 回 戦 準 々 決 勝 準 決 勝 
３位決定戦 

決   勝 

少年男子 １ 回 戦 ２ 回 戦 準 々 決 勝 準 決 勝 
３位決定戦 

決   勝 

少年女子 １ 回 戦 準 々 決 勝 準 決 勝 
３位決定戦 

決   勝 
 

 

３ 種別及び参加人員 

種 別 監 督 選 手 参加都道府県 小 計 合 計（人） 

成年男子 １ 15 16 256 

920 少年男子 １ 16 24 408 

少年女子 １ 15 16 256 

（注）成年男子の監督は、選手を兼ねることができる。 

 

５ 予選方法 

(4) ブロック大会区分及び代表チーム数は、次表のとおりとする。 

ブロック

名 
都 道 府 県 名 

成年 

男子 

少年

男子 

少年 

女子 

北海道 北海道 １ １ １ 

東  北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ２ ３ ２ 

関  東 
茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、 

山梨 
２ ４ ２ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 １ ２ １ 

東  海 静岡、愛知、三重、岐阜 ２ ２ ２ 

近  畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 １ ２ １ 

中  国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ２ ３ ２ 

四  国 香川、徳島、愛媛、高知 １ ２ １ 

九  州 
福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、 

沖縄 
３ ４ ３ 

開催県 滋賀 １ １ １ 

計 16 24 16 

 

 

 

１ 期  日   2026 年 10 月 10 日（土）から 10 月 14 日（水）まで（５日間） 

種別 
10 月 10 日

（土） 

10 月 11 日

（日） 

10 月 12 日

（月） 

10 月 13 日

（火） 

10 月 14 日

（水） 

成年女子  １ 回 戦 準 々 決 勝 準 決 勝 
３位決定戦 

決   勝 

少年男子 １ 回 戦 ２ 回 戦 準 々 決 勝 準 決 勝 
３位決定戦 

決   勝 

少年女子 １ 回 戦 準 々 決 勝 準 決 勝 
３位決定戦 

決   勝 
 

 

３ 種別及び参加人員 

種  別 監  督 選  手 参加都道府県 小  計 合 計（人） 

成年女子 １ 15 16 256 

920 少年男子 １ 16 24 408 

少年女子 １ 15 16 256 

（注）成年女子の監督は、選手を兼ねることができる。 

 

５ 予選方法 

 ⑷ ブロック大会区分及び代表チーム数は、次表のとおりとする。 

ブロック名 都 道 府 県 名 
成年 

女子 

少年 

男子 

少年 

女子 

北海道 北海道 １ １ １ 

東 北 岩手、宮城、秋田、山形、福島 １ ２ １ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、 

山梨 ３ ４ ３ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ２ ３ ２ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 １ ２ １ 

近 畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ２ ３ ２ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 １ ２ １ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 ２ ２ ２ 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、 

沖縄 
２ ４ ２ 

開催県 青森 １ １ １ 

計 16 24 16 
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６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

  総則５に定めるもののほか、次による。 

 (1) 各都道府県の成年男子、少年男子及び少年女子の代表チームは、単独、補強または選抜

のうち、いずれかの方法により編成すること。 

(2) 成年男子 

ア 公益財団法人日本サッカー協会定款第 50 条に基づき制定された「サッカー選手の登

録と移籍等に関する規則」第２条及び「フットサル選手の登録と移籍等に関する規則」

第２条に定める登録選手が参加できる。 

イ 2008 年 12 月 31 日以前に生まれたものが参加できる。 

ウ 成年男子代表チームについて、高校２・３年生のみの編成は不可とし、高校２・３年

生の登録できる人数は５名以内とする。 

 

７ 総合成績決定方法 

  男女総合成績（天皇杯得点）及び女子総合成績（皇后杯得点）は、競技得点と参加得点の合

計とし、その得点の多い都道府県順に順位を決定する。ただし、同点の場合は、その順位を

共有し、次の順位を欠位とする。 

 (1) 競技得点 

天皇杯対象種別 皇后杯対象種別 競 技 得 点 

成 年 男 子 

少 年 男 子

少 年 女 子 

少 年 女 子 

各種別とも、１位 64 点、２位 56 点、３位 48

点、４位 40 点、５位（４チーム）各 20 点の競

技得点を与える。 

 

９ 参加申込み方法 

  総則８に定めるもののほか、次による。 

  (1) 参加申込み 

    参加申込みは、所定の Web ページ（国民スポーツ大会参加申込システム）へアクセスし、

必要項目を入力の上、所属都道府県スポーツ協会を通じて、2025 年９月４日（木）までに

申込み手続きを完了すること。 

  (2) 締切期限厳守 

締切期限以降は所定の Web ページ（国民スポーツ大会参加申込システム）へアクセスで

きなくなるため、締切期限を厳守すること。 

  (3) 参加申込み後の変更 

    参加申込み後の選手・監督の変更は、疾病、傷害の場合並びに特別な場合のみ認めるも

のとし、その取扱いは次のとおりとする。所属都道府県スポーツ協会を通じて手続きを完

了すること。なお、疾病、傷害以外の場合は、公益財団法人日本サッカー協会の審議を経

て変更を認めるものとする。 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

  総則５に定めるもののほか、次による。 

⑴ 各都道府県の成年女子、少年男子及び少年女子の代表チームは、単独、補強又は選抜のう

ち、いずれかの方法により編成すること。 

⑵ 成年女子 

ア 公益財団法人日本サッカー協会定款第 50 条に基づき制定された「サッカー選手の登 録

と移籍等に関する規則」第２条及び「フットサル選手の登録と移籍等に関する規則」第２

条に定める登録選手が参加できる。 

   イ 2009 年 12 月 31 日以前に生まれたものが参加できる。 

（削除） 

 

 

 

 

７ 総合成績決定方法 

  男女総合成績（天皇杯得点）及び女子総合成績（皇后杯得点）は、競技得点と参加得点の合

計とし、その得点の多い都道府県順に順位を決定する。ただし、同点の場合は、その順位を共

有し、次の順位を欠位とする。 

⑴ 競技得点 

天皇杯対象種別 皇后杯対象種別 競 技 得 点 

成年女子 

少年男子 

少年女子 

成年女子（追

加） 

少年女子 

各種別とも、１位 64 点、２位 56 点、３位

48 点、４位 40 点、５位（４チーム）各 20 点

の競技得点を与える。  

 

９ 参加申込方法 

  総則８に定めるもののほか、次による。 

⑴   （削除）所定の Web ページ（国民スポーツ大会参加申込システム）へアクセスし、必要

項目を入力の上、所属都道府県スポーツ協会を通じて 2026 年９月３日（木）午後５時ま

でに申込手続を完了すること。 

⑵ （削除）締切期限以降は所定の Web ページ（国民スポーツ大会参加申込システム）へア

クセスできなくなるので、締切期限を厳守すること。 

⑶  （削除）参加申込締切後の選手・監督の変更は、疾病、傷害の場合並びに特別な場合の

み認めるものとし、その取扱いは次のとおりとする。(削除)なお、疾病、傷害以外の場合

は、公益財団法人日本サッカー協会の審議を経て変更を認めるものとする。 

提出期限 （成年女子・少年男子・少年女子共通(追加)） 

2026 年 10 月 7 日（水） 午後 2 時（必着） 

提 出 先 

  〒112-0004 東京都文京区後楽一丁目４番 18 号 トヨタ東京ビル 

           公益財団法人日本サッカー協会 競技運営部 

          TEL 03-3830-1809 ※以下の URL にデータをアップロードすること 

https://jfa.ent.box.com/f/73107e75edce4aea8757d4517088d342 

https://jfa.ent.box.com/f/73107e75edce4aea8757d4517088d342


第８０回国民スポーツ大会（青森県）各競技実施要項の変更・修正について 

 

競 技 名 第 79 回国民スポーツ大会実施要項 第 80 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

提出期限 （成年男子、少年男子、少年女子） 

2025 年 9 月 30 日（火） 14 時（必着） 

提 出 先 

   ア 〒112-0004 東京都文京区後楽１丁目４－18 トヨタ東京ビル 

           公益財団法人日本サッカー協会 競技運営部 

           TEL 03-3830-1809 FAX 03-6368-5587 

           Email JGAMES-HQ@team.dnp.co.jp 

イ 〒520-0807  滋賀県大津市松本一丁目２番１号 

わた SHIGA 輝く国スポ・障スポ実行委員会事務局 

（滋賀県国スポ・障スポ大会局 競技運営室 競技第一係） 

TEL 077-528-3324 FAX 077-528-4836 

Email kokusupo-sanka@pref.shiga.lg.jp 

ウ  （成年男子） 

〒527-8527  滋賀県東近江市八日市緑町 10 番５号 

わた SHIGA 輝く国スポ・障スポ東近江市実行委員会事務局 

（東近江市文化スポーツ部 国スポ・障スポ競技課内） 

TEL 0748-24-5675 FAX 0748-24-5571 

Email soccer@city.higashiomi.lg.jp 

（少年男子） 

〒524-8585 滋賀県守山市吉身二丁目５番 22 号 

  わた SHIGA 輝く国スポ・障スポ守山市実行委員会事務局 

 （守山市総合政策部 スポーツ振興課内） 

  TEL 077-582-1169 FAX 077-582-0539 

  Email kokusupo-football@city.moriyama.lg.jp 

（少年女子） 

〒520-0805 滋賀県大津市石場 10 番 53 号 

わた SHIGA 輝く国スポ・障スポ大津市実行委員会事務局 

（大津市政策調整部国スポ・障スポ大会局大会競技課） 

TEL 077-528-0310・0320 FAX 077-522-7766   

Email koku-spo.soccer@city.otsu.lg.jp 

なお、所定の文書並びに医師の診断書は、提出期限までに、ア・イ・ウに写しをメール

にて提出するものとし、本紙は速やかにアに送付すること。また、公益財団法人日本スポ

ーツ協会に対しては、大会終了後、別途、所定の手続きにより、参加申込み情報を修正す

ること。 

 

なお、所定の文書並びに医師の診断書は、提出期限までに、（写）をデータアップロード

にて提出すること。また、公益財団法人日本スポーツ協会に対しては、大会終了後、別途、

所定の手続により、参加申込情報を修正すること。 

(削除) 
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競 技 名 第 79 回国民スポーツ大会実施要項 第 80 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

４ テニス ４ 競技上の規程及び方法 

(1) 競技規則は、公益財団法人日本テニス協会発行「JTA テニスルールブック 2025」を適用

する。 

(2) 競技は、各種別それぞれ３ポイント（単２・複１）とし、その勝敗は獲得したポイント

数の多少によって決める。 

(3) 競技は、各種別とも都道府県対抗のトーナメント方式で行う。 

(4) 試合はすべて８ゲームズプロセット、ノーアドバンテージ方式とする。 

(5) 試合は、１回戦より勝敗決定後に打ち切る。 

 

 

５ 予選方法 

(4) ブロック大会区分及び代表チーム数は、下記のとおりとする。 

ブロック

名 
都 道 府 県 名 

成年 

男子 

成年 

女子 

少年 

男子 

少年 

女子 

北海道 北海道 １ １ １ １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ３ ３ ６ ６ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ６ ７ ８ ８ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ３ ２ ５ ５ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ２ ３ ４ ４ 

近 畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ４ ４ ５ ５ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ３ ４ ５ ５ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 ３ ２ ４ ４ 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ６ ５ ８ ８ 

開催県 滋賀 １ １ １ １ 

計 32 32 47 47 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

  総則５に定めるもののほか、次による。 

(1) 公益財団法人日本テニス協会の登録選手（一般、プロフェッショナル）若しくは、都道

府県テニス協会及び傘下組織に登録した選手であること。 

 

９ 参加申込み方法 

 (3)  参加申込み締切後の選手・監督の変更は、疾病、傷害等の特別な場合にのみ認めるもの

とし、都道府県予選の順位結果が確認できる資料を必ず添付すること。なお、その取り扱

いについては次のとおりとする。 

ア 提出期日 2025 年９月 27 日（土）の代表者・監督会議まで 

 

 

４ 競技上の規程及び方法 

⑴ 競技規則は、公益財団法人日本テニス協会発行「JTA テニスルールブック 2026」を適用 

する。 

⑵ 競技は、各種別それぞれ３ポイント（単２・複１）とし、その勝敗は獲得したポイント数 

の多少によって決める。 

⑶ 競技は、各種別とも都道府県対抗のトーナメント方式で行う。 

⑷ 試合はすべて８ゲームズプロセット、ノーアドバンテージ方式とする。 

⑸ 試合は、１回戦より勝敗決定後に打ち切る。 

⑹ 少年男子並びに少年女子は、サービスノーレットルールを採用する。(追加) 

 

５ 予選方法 

⑷ブロック大会区分及び代表チーム数は、下記のとおりとする。 

ブロック名 都 道 府 県 名 
成年 

男子 

成年 

女子 

少年 

男子 

少年 

女子 

北海道 北海道 １ １ １ １ 

東 北 岩手、宮城、秋田、山形、福島 ３ ３ ５ ５ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ６ ６ ８ ８ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ２ ３ ５ ５ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ２ ３ ４ ４ 

近 畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ４ ５ ６ ６ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ４ ３ ５ ５ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 ３ ２ ４ ４ 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ６ ５ ８ ８ 

開催県 青森 １ １ １ １ 

計 32 32 47 47 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

総則５に定めるもののほか、次による。 

⑴ 公益財団法人日本テニス協会の登録選手（ジュニア、（追加）一般、プロフェッショナ 

ル）若しくは、都道府県テニス協会及び傘下組織に登録した選手であること。 

 

９ 参加申込方法 

⑶ 参加申込締切後の選手・監督の変更は、疾病、傷害等の特別な場合にのみ認めるもの 

とし、都道府県予選の順位結果が確認できる資料を必ず添付すること。 

なお、その取扱いについては次のとおりとする。 

ア   提出期日  2026 年 10 月９日（金）の代表者・監督会議まで  
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競 技 名 第 79 回国民スポーツ大会実施要項 第 80 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

イ 提 出 先 

(ｱ) 〒160-0013 東京都新宿区霞ヶ丘町４番２号 JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE７F 

公益財団法人日本テニス協会 

TEL 03-6812-9271 FAX 03-6812-9275 

(ｲ) 〒520-0807 滋賀県大津市松本一丁目２番１号 

わた SHIGA 輝く国スポ・障スポ実行委員会事務局 

（滋賀県国スポ・障スポ大会局 競技運営室 競技第一係） 

TEL 077-528-3324 FAX 077-528-4836 

MAIL  kokusupo-sanka@pref.shiga.lg.jp 

(ｳ) 〒520-0805 滋賀県大津市石場 10 番 53 号 

わた SHIGA 輝く国スポ・障スポ大津市実行委員会事務局 

（大津市国スポ・障スポ大会局 大会競技課） 

TEL 077-528-0310・0320 FAX 077-522-7766 

MAIL koku-spo.tennis@city.otsu.lg.jp 

なお、(ｲ)(ｳ)については、原則メールにて提出とする。また、公益財団法人日本スポー

ツ協会に対しては、上記への提出後、別途、所定の手続きにより、参加申込み情報を修正

すること。 

 

 

10 連絡方法 

  参加上の連絡事項等の郵送及び FAX 等は、各都道府県テニス協会あてに行うものとする。 

 

12 そ の 他 

(1)  使用ボールは、DUNLOP フォート(公益財団法人日本テニス協会公認ボール)とする。 

(2)  代表者・監督会議及び表彰式に参加する選手・監督の服装は、都道府県スポーツ協会支

給のユニフォームとする。 

   なお、代表者・監督会議及び表彰式は公式行事でありコードオブコンダクトを適用する。    

(6)  代表者・監督会議 

日 時  2025 年９月 27 日（土） 午後５時 

場 所  びわ湖大津プリンスホテル 

〒520-8520 滋賀県大津市におの浜四丁目７番７号 

TEL 077-521-1111  FAX 077-521-1110 

(注)  本会議には、各チーム代表者は必ず出席すること。 

また、提出した参加申込みファイルの写しを持参すること。 

イ   提 出 先 

(ｱ)〒160-0013 東京都新宿区霞ヶ丘町４番２号 JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE ７F 

公益財団法人日本テニス協会 

TEL 03-6812-9271 FAX 03-6812-9275 

E-mail japangames@jta-tennis.or.jp(追加) 

(ｲ)〒030-8570 青森県青森市長島一丁目１番１号 

青の煌めきあおもり国スポ・障スポ実行委員会事務局 

（青森県国スポ・障スポ局 競技式典課 競技運営グループ担当） 

TEL 017-734-9771 FAX 017-734-8015 

E-mail aomori2026kyougiunei@pref.aomori.lg.jp  

(ｳ)〒038-8505 青森県青森市柳川二丁目１番１号 

青の煌めきあおもり国スポ・障スポ青森市実行委員会事務局 

（青森市経済部 国スポ・障スポ競技課） 

TEL 017-761-4458 FAX 017-761-4489 

E-mail tennis2026@city.aomori.aomori.jp 

なお、(ｱ)（追加） (ｲ)（ｳ）については、原則メールにて提出とする。また、公益財

団法人日本スポーツ協会に対しては、上記への提出後、別途、所定の手続により、参加申

込情報を修正すること。 

 

(削除) 

 

 

11 その他 

⑴ 参加上の連絡事項等の郵送及び FAX 等は、各都道府県テニス協会宛て行うものとする。

（追加） 

⑵ 使用ボールは、DUNLOP フォート（公益財団法人日本テニス協会公認ボール）とする。 

⑶  代表者・監督会議及び表彰式に参加する選手・監督の服装は、都道府県スポーツ協会支

給のユニフォームとする。 

(削除) 

⑺ 代表者・監督会議 

日 時   2026 年 10 月９日（金） 午後５時 

場 所  青森市民ホール 

〒038-0012 青森県青森市柳川一丁目２番 14 号 

TEL 017-722-3770 

(注) 本会議には、各チーム代表者は必ず出席すること。 

また、提出した参加申込ファイルの写しを持参すること。 

出席者の服装は都道府県スポーツ協会及び都道府県テニス協会が支給のユニ

フォームとする。 

代表者・監督会議は公式行事でありコードオブコンダクトを適用する。(追加) 
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競 技 名 第 79 回国民スポーツ大会実施要項 第 80 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

５ ローイング 

 

 

 

 

 

 

１ 期  日   2025 年 10 月 4 日（土）から 10 月 7 日（火）まで（４日間） 

種 別 10 月 4 日（土） 10 月 5 日（日） 10 月 6 日（月） 10 月 7 日（火） 

成年男子 予 選 敗者復活 準決勝 
５～８位決定戦 

決 勝 

成年女子 予 選 敗者復活 準決勝 
５～８位決定戦 

決 勝 

少年男子 予 選 敗者復活 準決勝 
５～８位決定戦 

決 勝 

少年女子 予 選 敗者復活 準決勝 
５～８位決定戦 

決 勝 

※公式配艇練習日  2025 年 10 月 1 日（水）から 10 月 3 日（金）まで（３日間） 

 

 

 

５ 予選方法 

(4)  ブロック大会区分及び代表クルー数は、下記のとおりとする。 

ブ
ロ
ッ
ク
名 

都道府県名 

成年男

子 
成年女子 少年男子 少年女子 

舵
手
つ
き
フ
ォ
ア 

シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル 

舵
手
つ
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル 

ダ
ブ
ル
ス
カ
ル 

シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル 

舵
手
つ
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル 

ダ
ブ
ル
ス
カ
ル 

シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル 

舵
手
つ
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル 

ダ
ブ
ル
ス
カ
ル 

シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル 

北海道 北海道 １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 

東 北 
青森、岩手、宮城、秋田、

山形、福島 
2 2 1 2 2 2 2 2 2 3 2 

関 東 
茨城、栃木、群馬、埼玉、

千葉、東京、神奈川、山梨 
3 3 3 3 4 3 3 3 2 2 3 

北信越 
新潟、長野、富山、石川、

福井 
2 2 3 2 2 2 2 2 2 1 2 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 2 2 2 1 2 2 2 2 2 1 2 

近 畿 
京都、大阪、兵庫、奈良、

和歌山 
2 2 2 1 2 2 2 2 2 1 2 

中 国 
鳥取、島根、岡山、広島、

山口 
2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 2 2 2 0 1 2 2 2 2 1 2 

１ 期  日   2026 年９月 10 日（木）から９月 13 日（日）まで（４日間） 

種別 ９月 10 日(木) ９月 11 日(金) ９月 12 日(土) ９月 13 日(日) 

成年男子 予  選 敗者復活 準 決 勝 
５～８位決定戦 

決   勝 

成年女子 予  選 敗者復活 準 決 勝 
５～８位決定戦 

決   勝 

少年男子 予  選 敗者復活 準 決 勝 
５～８位決定戦 

決   勝 

少年女子 予  選 敗者復活 準 決 勝 
５～８位決定戦 

決   勝 

※ 公式配艇練習日  2026 年９月７日（月）から９月９日（水）まで（３日間） 

  公式配艇練習は競技運営上の安全確保を目的に、慣れない大会会場の水域の危険箇所や 

水上航行ルールの把握、また使用する艇の確認するために設けています。 

この期間で十分把握、確認いただくようお願いします。（追加） 

 

５ 予選方法 

⑷ ブロック大会区分及び代表クルー数は、下記のとおりとする。 

 

ブ
ロ
ッ
ク
名 

都 道 府 県 名 

成年男子 成年女子 少年男子 少年女子 

舵

手

つ

き

フ

ォ

ア 

シ

ン

グ

ル

ス

カ

ル 

舵
手
つ
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル 

ダ

ブ

ル

ス

カ

ル 

シ

ン

グ

ル

ス

カ

ル 

舵
手
つ
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル 

ダ

ブ

ル

ス

カ

ル 

シ

ン

グ

ル

ス

カ

ル 

舵
手
つ
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル 

ダ

ブ

ル

ス

カ

ル 

シ

ン

グ

ル

ス

カ

ル 

北海道 北海道 １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 

東 北 
岩手、宮城、秋田、山形、

福島 
2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 

関 東 
茨城、栃木、群馬、埼玉、 

千葉、東京、神奈川、山梨 
3 3 2 3 2 2 3 3 3 2 3 

北信越 
新潟、長野、富山、石川、

福井 
2 2 2 1 3 2 2 2 2 2 2 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 2 1 2 1 2 2 2 2 2 1 2 

近 畿 
滋賀、京都、大阪、兵庫、 

奈良、和歌山 
2 3 3 1 2 3 2 2 2 2 2 

中 国 
鳥取、島根、岡山、広島、 

山口 
2 3 2 2 2 2 2 2 2 1 2 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 2 1 2 1 2 2 2 2 2 1 2 
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九 州 
福岡、佐賀、長崎、熊本、

大分、宮崎、鹿児島、沖縄 
3 3 3 3 3 3 3 3 4 2 3 

開催県 滋賀 １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 

合  計 20 20 20 15 20 20 20 20 20 15 20 

 

９  参加申込み方法 

(1)  所定の Web ページ（国民スポーツ大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を

入力の上、所属都道府県スポーツ協会を通じて、2025 年 8 月 20 日（水）までに申込

み手続きを完了すること。  

(2)  締切期限以降は所定の Web ページ（国民スポーツ大会参加申込システム）へアクセス

できなくなるので、締切期限を厳守すること。 

 

九 州 
福岡、佐賀、長崎、熊本、

大分、宮崎、鹿児島、沖縄 
3 3 3 2 3 3 3 3 3 2 3 

開催県 青森 １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 

合   計 20 20 20 15 20 20 20 20 20 15 20 

 

９ 参加申込方法 

⑴ 所定の Web ページ（国民スポーツ大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入

力の上、所属都道府県スポーツ協会を通じて、2026 年８月 13 日（木）午後５時までに申

込手続を完了すること。 

⑵ 締切期限以降は所定の Web ページ（国民スポーツ大会参加申込システム）へアクセスで

きなくなるので、締切期限を厳守すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第８０回国民スポーツ大会（青森県）各競技実施要項の変更・修正について 

 

競 技 名 第 79 回国民スポーツ大会実施要項 第 80 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

６ ホッケー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 期  日   2025 年 10 月１日（水）から 10 月５日（日）まで（５日間） 

種 別 
10月１日

(水) 

10月２日

(木) 

10月３日

(金) 

10月４日

(土) 

10月５日

(日) 

成年男子 １ 回 戦 準 々 決 勝 準 々 決 勝 準 決 勝 
３位決定戦 

決   勝 

成年女子 １ 回 戦 準 々 決 勝 準 決 勝 
３位決定戦  

決   勝 
 

少年男子 １ 回 戦 準 々 決 勝 準 々 決 勝 準 決 勝 
３位決定戦  

決   勝 

少年女子 １ 回 戦 準 々 決 勝 準 決 勝 
３位決定戦  

決   勝 
 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

総則５に定めるもののほか、次による。 

(1)   公益社団法人日本ホッケー協会登録規程により、登録された者で構成されたチームであ

ること。  

   なお、登録した「チーム構成員の種類（選手・チームスタッフ）」以外で出場する場合や

未登録の者は、公益社団法人日本ホッケー協会登録規程にある、＜登録の種別＞〔13〕国

スポ（成年種別）、〔14〕国スポ（少年種別）に登録しなければならない。 

(2) 監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認ホッケ

ーコーチ３、公認ホッケーコーチ４のいずれかの資格を有する者とする。 

(3) 選手は、ブロック大会において、同チームに登録を行った者でなければならない。ただ

し、公益財団法人日本スポーツ協会が定める「トップアスリートの国民スポーツ大会参加

資格の特例措置」の適用を受ける選手は、当該年度において都道府県大会・ブロック大会

に出場していなくても本大会に参加できる。 

 

10 参加上の注意 

(1)   選手・監督ユニフォームには、都道府県名及び番号（№１～18）の標識を明確に表示す

るものとする。これに違反したチームは出場停止とすることがある。  

なお、都道府県名及び背番号以外のいかなる標識も付けることはできない。 

また、製造者ロゴについては、公益社団法人日本ホッケー協会が定めるユニフォーム規

程による。 

 

 (2) 正規のユニフォームのほかに、全く違う色で正規のユニフォームと同じ背番号を付けた

ユニフォームを必ず携行すること。ゴールキーパーは、自チームのフィールドプレイヤー

のそれぞれのシャツ（２着）と全く異なる色のシャツを２枚携行すること。また、チーム

代表者会議に２種類持参すること。 

(3) 参加申込み後の背番号の変更は認めない。 

(4) 各チームとも、キャプテンマークを準備し、試合には必ず付けること。 

(5) 選手交代はビブス等（各チームで準備）を持って交代すること（ユニフォームと同様

に都道府県名以外の標識を付けることはできない）。 

(6) 全種別、マウスガードの装着を義務付ける（ゴールキーパーは推奨）。 

１ 期  日   2026 年９月４日（金）から９月８日（火）まで（５日間） 

種 別 
９月４日

(金) 

９月５日

(土) 

９月６日

(日) 

９月７日

(月) 

９月８日

(火) 

成年男子 １ 回 戦 準 々 決 勝 準 決 勝 
３位決定戦 

決   勝 
 

成年女子 １ 回 戦 準 々 決 勝 準 々 決 勝 準 決 勝 
３位決定戦  

決   勝 

少年男子 １ 回 戦 準 々 決 勝 準 々 決 勝 準 決 勝 
３位決定戦  

決   勝 

少年女子 １ 回 戦 準 々 決 勝 準 決 勝 
３位決定戦  

決   勝 
 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

総則５に定めるもののほか、次による。 

⑴ 公益社団法人日本ホッケー協会登録規程により、登録された者で構成されたチームであ

ること。 

なお、登録した「所属チームの登録区分（選手・チームスタッフ）」以外で出場する場合

や未登録の者は、公益社団法人日本ホッケー協会登録規程にある、＜登録の種別＞〔13〕国

スポ（成年種別）、〔14〕国スポ（少年種別）に登録しなければならない。 

⑵ 監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認ホッケー

コーチ３、公認ホッケーコーチ４のいずれかの資格を有する者とする。 

⑶ 選手は、ブロック大会において、同チームに選手（追加）登録を行った者でなければなら

ない。ただし、公益財団法人日本スポーツ協会が定める「トップアスリートの国民スポーツ

大会参加資格の特例措置」の適用を受ける選手は、当該年度において都道府県大会・ブロッ

ク大会に出場していなくても本大会に参加できる。 

 

10 参加上の注意 

⑴ 選手・監督ユニフォームには、都道府県名及び番号（１～18のアラビア数字）の標識を明

確に表示するものとする。これに違反したチームは出場停止とすることがある。 

なお、都道府県名及び背番号以外のいかなる標識も付けることはできない。各県チーム

の使用するバナー（横断幕、のぼり旗等）にも適用する。(追加) 

また、製造者ロゴについては公益社団法人日本ホッケー協会が定めるユニフォーム規程

による。 

⑵ 正規のユニフォームのほかに、全く違う色で正規のユニフォームと同じ背番号を付けた

ユニフォームを必ず携行すること。ゴールキーパーは、自チームフィールドプレイヤーの

それぞれのシャツ（２着）と全く違う色のシャツを２枚携行すること。また、チーム代表者

会議に２種類持参すること。 

⑶ 参加申し込み後の背番号の変更は認めない。 

⑷ 各チームとも、キャプテンマークを準備し、試合には必ず付けること。 

⑸ 選手交代はビブス等（削除）を持って交代すること。（削除） 

⑹ 全種別、マウスガードの装着を義務付ける。（ゴールキーパーは推奨） 

 



第８０回国民スポーツ大会（青森県）各競技実施要項の変更・修正について 

 

競 技 名 第 79 回国民スポーツ大会実施要項 第 80 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

(7) 参加者（チーム、競技役員、大会関係者）は、（公社）日本ホッケー協会及び日本アン

チ・ドーピング機構が定める諸規程を熟知し、その内容に同意の上、「行動規範確認書」

を提出したものとみなします。規程に違反した場合、協会及び機構が定める処分を受ける

ことがあります。参加者は、言動について責任を負うものとします。 

(8) 国民スポーツ大会ホッケー競技には抗議制度はない。 

 

(9) その他不都合な行為があった時は、そのチームの出場を停止することもある。 

⑺ すべての（追加）参加者（チーム、競技役員、大会関係者）は、本大会及び日本ホッケー

協会並びに日本アンチ・ドーピング機構が定める諸規程を熟読し、内容に同意したものと

みなします。（削除）参加者は、自身の言動について全責任を負うものとします。 

 

⑻ 国民スポーツ大会ホッケー競技には抗議制度を設けていないため、監督はゲーム終了後、

速やかに公式記録用紙へ署名するものとする。 

⑼ その他、ルールに適しない行為のあったときには、そのチームの出場を停止することがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第８０回国民スポーツ大会（青森県）各競技実施要項の変更・修正について 

 

競 技 名 第 79 回国民スポーツ大会実施要項 第 80 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

７ バレーボール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 期  日 

＜ビーチバレーボール種目＞ 2025 年９月６日（土）から９月９日（火）まで（４日間） 

種  別 ９月６日（土） ９月７日（日） ９月８日（月） ９月９日（火） 

少年男子 １  回  戦 ２  回  戦 
準 々 決 勝 

準  決  勝 

５・７位決定戦 

３・４位決定戦 

決  勝  戦 

少年女子 １  回  戦 ２  回  戦 
準 々 決 勝 

準  決  勝 

５・７位決定戦 

３・４位決定戦 

決  勝  戦 

 

４ 競技上の規程及び方法 

＜６人制種目＞ 

(1) 競技規則 

2025 年度公益財団法人日本バレーボール協会６人制競技規則による。 

注１ 競技は成年男女全試合 5 セット・マッチ、少年男女は決勝、準決勝、3 位 4 位決

定戦が 5 セット・マッチとし、その他は 3 セット・マッチとする。 

注２ 少年のネットの高さは、成年と同規定とする。 

注３ リベロ・プレイヤー・システムについては、競技規則どおりとする。 

(2) 競技方法 

各種別ともトーナメント方式とし、３・４位と５・７位決定戦を行う。 

(3) チーム名 

チーム名は都道府県名とする。ユニフォームのチーム名も都道府県名とし、高等学校名・

企業名などのユニフォームの着用を認めない。 

 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

(6) ビーチバレーボール種目の年齢基準は、2007 年４月２日から 2010 年４月１日までに生

まれた者が参加できる。 

(7) 本大会に参加する監督・選手は、原則としてブロック大会に出場した監督・選手とし、変

更は認められない。 

 

 

 

１ 期  日 

＜ビーチバレーボール種目＞2026 年９月３日（木）から９月６日（日）まで（４日間） 

種 別 ９月３日（木） ９月４日（金） ９月５日（土） ９月６日（日） 

少 年 男 子 １ 回 戦 ２ 回 戦 

準 々 決 勝 

５・７位決定戦 

準 決 勝 

３・４位決定戦 

決 勝 

少 年 女 子 １ 回 戦 ２ 回 戦 

準 々 決 勝 

５・７位決定戦 

準 決 勝 

３・４位決定戦 

決 勝 

 

４ 競技上の規程及び方法 

＜６人制種目＞ 

⑴ 競技規則 

   2026 年度公益財団法人日本バレーボール協会６人制競技規則による。 

   注１ 競技は全試合５セット・マッチとする。ただし、少年男女については、１回戦から

準々決勝、５・７位決定戦までを３セット・マッチとする。 

   注２ 少年のネットの高さは、成年と同規定とする。 

   注３ リベロ・プレイヤー・システムについては、競技規則どおりとする。 

⑵ 競技方法 

   各種別ともトーナメント方式とし、３・４位と５・７位決定戦を行う。 

⑶ チーム名 

チーム名は都道府県名とする。ユニフォームのチーム名も都道府県名とし、高等学校名・

企業名などのユニフォームの着用は認めない。また、チーム名（ユニフォームへの記載を含

む）を「〇〇選抜」としないこと。(追加) 

 

６ 選手・監督の参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

(6) バレーボール種目に参加するベンチ入りスタッフは、監督 1 名、他スタッフ含めて合計 

3 名以内とする。 

(7) 本大会に参加する監督・選手は、原則としてブロック大会に出場した監督・選手とし、

変更は認められない。 

(8)ビーチバレーボール種目の年齢基準は、2008 年４月２日から 2011 年４月１日までに生ま

れた者が参加できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第８０回国民スポーツ大会（青森県）各競技実施要項の変更・修正について 

 

競 技 名 第 79 回国民スポーツ大会実施要項 第 80 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

８ 体操 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 競技上の規程及び方法  

(1) 公益財団法人日本体操協会制定の競技規則による。 

 

５ 予選方法 

  本大会に出場する都道府県代表チームを選出するため、下表によってブロック大会を行う。 

ブロック名 都道府県名 

体操競技 新体操 
トラン 

ポリン 

成

年

男

子 

成

年

女

子 

少

年

男

子 

少

年

女

子 

少

年

男

子 

少

年

女

子 

男

子

共

通 

女

子

共

通 

北海道 北海道 １ １ １ １ １ １ １ １ 

東 北 
青森、岩手、宮城、秋田、山形、 

福島 
１ １ ３ ３ １ ３ １ １ 

関 東 
茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、 

神奈川、山梨 
１ １ ４ ４ １ ３ １ １ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 １ １ ３ ２ １ ２ １ １ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 １ １ ２ ２ １ ２ １ １ 

近 畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ２ １ ３ ３ １ ３ １ １ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 １ １ ２ ３ １ ２ １ １ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 １ １ ２ ２ １ ２ １ １ 

九 州 
福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、 

鹿児島、沖縄 
１ １ ４ ４ １ ４ １ １ 

開催地枠 滋賀 １ １ １ １ １ １ １ １ 

計 11 10 25 25 10 23 10 10 
 

４ 競技上の規程及び方法 

⑴ 公益財団法人日本体操協会制定の競技規則及び採点規則（追加）による。 

 

５ 予選方法 

  本大会に出場する都道府県代表チームを選出するため、下表によってブロック大会を行う。 

ブロック名 都道府県名 

体操競技 新体操 
トラン 

ポリン 

成
年
男
子 

成
年
女
子 

少
年
男
子 

少
年
女
子 

少
年
男
子 

少
年
女
子 

男
子
共
通 

女
子
共
通 

北海道 北海道 １ １ １ １ １ １ １ １ 

東 北 岩手、宮城、秋田、山形、福島 １ １ ３ ３ １ ３ １ １ 

関 東 
茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、

東京、神奈川、山梨 
１ １ ４ ４ １ ３ １ １ 

北信越 新潟、富山、石川、福井、長野 １ １ ２ ３ １ ２ １ １ 

東 海 岐阜、静岡、愛知、三重 １ １ ２ ２ １ ２ １ １ 

近 畿 
滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、

和歌山 
１ １ ３ ３ １ ４ １ １ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 １ １ ３ ２ １ ２ １ １ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 １ １ ２ ２ １ ２ １ １ 

九 州 
福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、

宮崎、鹿児島、沖縄 
２ １ ４ ４ １ ３ １ １ 

開催県 青森 １ １ １ １ １ １ １ １ 

計  11 10 25 25 10 23 10 10 

 

 

 

 

 

 

 

 



第８０回国民スポーツ大会（青森県）各競技実施要項の変更・修正について 

 

競 技 名 第 79 回国民スポーツ大会実施要項 第 80 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

９ バスケット 

ボール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 期  日   2025 年 10 月３日（金）から 10 月７日（火）まで（５日間） 

種 別 10 月３日（金） 10 月４日（土） 10 月５日（日） 10 月６日（月） 10 月７日（火） 

成年男子 １ 回 戦 準 々 決 勝 準 決 勝 決 勝  

成年女子  １ 回 戦 準 々 決 勝 準 決 勝 決 勝 

少年男子 １ 回 戦 ２ 回 戦 準 々 決 勝 準 決 勝 決 勝 

少年女子 １ 回 戦 ２ 回 戦 準 々 決 勝 準 決 勝 決 勝 

 

３ 種別及び参加人員 

種  別 監  督 選  手 参加都道府県 小  計 合計（人） 

成年男子 １ 11 16 192 

1,024 
成年女子 １ 12 16 208 

少年男子 １ 12 24 312 

少年女子 １ 12 24 312 

⑴ 成年男女において選手と監督は兼任できる。 

  ※今年度の成年男子においては、選手と監督を兼任した場合、選手の人数を最大 12 名登録

することができる。 

⑵ 選手の人数は最大 12 名とする。 

 

５ 競技上の規定及び方法 

(1) 競技規則は、現行の公益財団法人日本バスケットボール協会競技規則による。 

(2) 大会期間中の競技に関する（競技場内における競技・運営等含め）最終決定は、JBA 国

スポ委員会にて行う。運営・競技に関わる関係者は、その全てにおいて JBA に情報を共有

しなければならない。JBA は、決定事項を他主催者に共有する。 

 

(3) 各種別とも都道府県対抗トーナメント方式とし、３位以降の決定戦は行わない。 

(4) 試合時間は、全種別とも次表のとおりとする。 

前  半 
休 

憩 

後  半 

第１クォータ

ー 
休憩 

第２クォータ

ー 

第３クォータ

ー 
休憩 

第４クォータ

ー 

10 分 ２分 10 分 
10

分 
10 分 ２分 10 分 

⑸ ユニフォームに関しては、JBA OFFICIAL BASKETBALL RULES に則り、公益財団法人日

本バスケットボール協会ユニフォーム規則を参考とする。 

 

６ 予選方法 

⑴ 各都道府県は、種別ごとに都道府県大会を実施し、ブロック大会及び本大会に出場する

代表チームを決定する。 

１ 期  日   2026 年 10 月 15 日（木）から 10 月 19 日（月）まで（５日間） 

種 別 10 月 15 日（木） 10 月 16 日（金） 10 月 17 日（土） 10 月 18 日（日） 10 月 19 日（月） 

成年男子 １ 回 戦 準 々 決 勝 準 決 勝 決   勝  

成年女子 １ 回 戦 準 々 決 勝 準 決 勝 決   勝  

少年男子 １ 回 戦 ２ 回 戦 準 々 決 勝 準 決 勝 決   勝 

少年女子 １ 回 戦 ２ 回 戦 準 々 決 勝 準 決 勝 決   勝 

 

３ 種別及び参加人員 

種 別 監  督 選  手 参加都道府県 小  計 合計（人） 

成年男子 １ 12 16 208 

1,024 
成年女子 １ 11 16 192 

少年男子 １ 12 24 312 

少年女子 １ 12 24 312 

※全種別定められた定数によって実施とする。 

 

 
 

 

５ 競技上の規程及び方法 

⑴ 競技規則は、現行の公益財団法人日本バスケットボール協会競技規則による。 

⑵ 大会期間中の競技に関する（競技場内における競技・運営等含め）最終決定は、公益財団

法人日本バスケットボール協会国スポ委員会にて行う。運営・競技に関わる関係者は、その

全てにおいて公益財団法人日本バスケットボール協会に情報を共有しなければならない。

公益財団法人日本バスケットボール協会は、決定事項を他主催者に共有する。 

⑶ 各種別とも都道府県対抗トーナメント方式とし、3 位以降の決定戦は行わない。 

⑷ 試合時間は、全種別とも下表のとおりとする。 

前  半 
休憩 

後  半 

第１クォーター 休憩 第２クォーター 第３クォーター 休憩 第４クォーター 

10 分 ２分 10 分 
10

分 
10 分 ２分 10 分 

⑸ ユニフォームに関しては、バスケットボール競技規則に則り、公益財団法人日本バスケ

ットボール協会が定めるユニフォーム規則による。 

 

６ 予選方法 

⑴ 各都道府県は、種別ごとに都道府県大会を実施し、ブロック大会及び本大会に出場する

代表チームを決定する。 



第８０回国民スポーツ大会（青森県）各競技実施要項の変更・修正について 

 

競 技 名 第 79 回国民スポーツ大会実施要項 第 80 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

⑵ 各ブロック大会を主管する都道府県バスケットボール協会は、本大会実施要項に準じて

ブロック大会を実施し、本大会に出場する代表を決定する。 

⑶ 各ブロック大会を主管する都道府県バスケットボール協会は、当該ブロック大会の日程

及び会場について、2025 年６月５日(木)までに公益財団法人日本バスケットボール協会

に報告すること。 

⑷ 各ブロック大会区分及びその代表チーム数は次表のとおりとする。 

ブロック名 都 道 府 県 名 

成

年 

男

子 

成

年 

女

子 

少

年

男

子 

少

年 

女

子 

北海道 北海道 １ １ １ １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ２ ２ ３ ３ 

関 東 
茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、 

山梨 
２ ２ ４ ４ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ２ ２ ２ ２ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 １ １ ２ ２ 

近 畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ２ ２ ３ ３ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ２ ２ ２ ２ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 １ １ ２ ２ 

九 州 
福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、 

沖縄 
２ ２ ４ ４ 

開催県 滋賀 １ １ １ １ 

計 16 16 24 24 

⑸ 各都道府県バスケットボール協会は、ブロック大会参加申込み時に全種別について、各

種別 24 名まで選手（予備登録選手を含む）を登録すること。 

なお、本大会参加申込み時の選手（予備登録選手を含む）については、ブロック大会参

加申込み時からの追加を認めない。また、ブロック大会において予備登録選手と変更され

た選手は、本大会の参加にあたり予備登録選手と同じ扱いとする。 

 

７ 選手の参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

総則５に定めるもののほか、次による。 

⑴ 各都道府県協会の成年男子・女子、少年男子・女子のチームは、単独、補強、選抜のう

ち、いずれかの方法により編成すること。 

⑵ 成年男子・女子、少年男子・女子の選手(予備登録選手を含む)は、公益財団法人日本バス

ケットボール協会定款第 51 条に基づき制定された「JBA 基本規定 第５章登録および移籍 

第２節 登録 第 101 条〔選手登録の義務〕」に定める登録選手が参加できる。 

⑶ 成年男子 

   ア 2008 年 12 月 31 日以前に生まれたものが参加できる。 

  イ 登録選手は、11 名とする。 

  ウ 成年男子代表チームについて、高校２・３年生のみの編成は不可とし、高校２・３年

生の登録できる人数は５名以内とする。 

⑵ 各ブロック大会を主管する都道府県バスケットボール協会は、本大会実施要項に準じて

ブロック大会を実施し、本大会に出場する代表を決定する。 

⑶ 各ブロック大会を主管する都道府県バスケットボール協会は、当該ブロック大会の日程

及び会場について、別途公益財団法人日本バスケットボール協会が定める期日までに、メ

ールにて公益財団法人日本バスケットボール協会に報告すること。 

⑷ 各ブロック大会区分及びその代表チーム数は次表のとおりとする。 

ブロック名 都 道 府 県 名 

成

年 

男

子 

成

年 

女

子 

少

年

男

子 

少

年 

女

子 

北海道 北海道 1 1 1 1 

東 北 岩手、宮城、秋田、山形、福島 2 2 3 3 

関 東 
茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、 

山梨 
3 3 4 4 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 1 1 2 2 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 1 1 2 2 

近 畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 2 2 3 3 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 1 1 2 2 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 1 1 2 2 

九 州 
福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、 

沖縄 
3 3 4 4 

開催県 青森 １ １ １ １ 

計 16 16 24 24 

⑸ 各都道府県バスケットボール協会は、(削除)参加申込時に本要項に定められている種別

ごとの参加人数を上限に選手を登録すること。 

なお「７選手の参加資格、所属都道府県及び年齢基準」を満たす選手であれば、ブロック

大会から本大会参加申込時に変更をすることは認められる。 

 

 

７ 選手の参加資格、所属都道府県及び年齢基準 

総則５に定めるもののほか、次による。 

⑴ 各都道府県協会の成年男子・女子、少年男子・女子のチームは、単独、補強、選抜のうち、

いずれかの方法により編成すること。 

⑵ 成年男子・女子、少年男子・女子の選手（削除）は、公益財団法人日本バスケットボール

協会定款第 51 条に基づき制定された「JBA 基本規定 第５章登録及び移籍 第２節 登録 第

101 条〔選手登録の義務〕」に定める登録選手が参加できる。 

⑶ 成年男子 

ア  2009 年 12 月 31 日以前に生まれた者が参加できる。 

イ  登録選手は、12 名とする。 

ウ  成年男子代表チームについて、高校２・３年生のみの編成は不可とし、高校２・３年

生の登録できる人数は５名以内とする。 



第８０回国民スポーツ大会（青森県）各競技実施要項の変更・修正について 

 

競 技 名 第 79 回国民スポーツ大会実施要項 第 80 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

  エ 高校２・３年生のオンコートの人数や出場を必須にするといった制限は加えない。 

⑷ 成年女子 

   ア 2008 年 12 月 31 日以前に生まれたものが参加できる。 

   イ 登録選手は、12 名とする。 

   ウ 成年女子代表チームについて、高校２・３年生のみの編成は不可とし、高校２・３年

生の登録できる人数は５名以内とする。 

  エ 高校２・３年生のオンコートの人数や出場を必須にするといった制限は加えない。 

※  成年男子・女子ともに選手の人数は最大 12 名とする。 

※ 成年男子・女子ともに、「大学の所在地」は、所属都道府県の条件には当てはまらな

い。従って、「大学の所在地」を根拠とした都道府県よりの参加はできない。 

※  成年男子・女子における、早生まれを除く高校２年生及び高校３年生の参加資格（所

在地等）については、当該年４月１日時点での年齢が、成年・少年どちらの年齢域に属

するかで判断する。（総則５⑶ 選手の年齢基準に定める年齢による） 

 

⑺ 選手の参加申し込み後の変更について（エントリー変更について） 

ア 本大会に参加する選手は、原則としてブロック大会に出場した選手とし、変更は認め

られない。なお、選手の変更については、疾病、傷害等の特別な場合のみ、予備登録選

手からの変更を認めるものとし、証明する書類（医師の診断書等）を添付し、手続きす

ること。なお、診断書とは、医師が、傷病名・障害名・医師の所見・治療の経緯や現症、

結果などが記載されている証明書であり、実際に診察のあたった医師と歯科医師のみ

が発行できるものである。（医師法第 19 条第２項による） 

変更手続きについては、代表者会議開始までに手続きを完了すること。（代表者会議

後の変更は認めない） 

イ エントリー変更をした場合は、その選手に限りユニフォーム番号の変更を認める。 （ユ

ニフォーム番号のみの変更は、認めない） 

ウ 少年男子・女子種別における、中学校３年生の選手については、24 名の選手（予備登

録選手含む）に入れておくことを前提とし、その中で、全国中学校体育大会／第 55 回

全国中学校バスケットボール大会（予選含む）に出場したものに関しては予選大会に出

場しなくても本大会に参加できる。(下記予選免除大会参照) 

エ 他別途、JSPO が、国スポバスケットボール競技の予選免除大会と認めている大会(下

記)以外は、予選免除にはならない。 

2025FISU ワールドユニバーシティゲームズ 

FIBA アジアカップ２０２５予選 Window③ 

U16 アジア選手権東アジア予選 

FIBA アジアカップ 2025 

FIBAU16 アジア選手権 

FIBA U19 女子ワールドカップ 2025 

FIBA 女子アジアカップ 2025 

FIBA U16 女子アジアカップ 2025 

FIBA3x3 ネーションズリーグ 2025（U23）（FIBA3x3U23 ワールドカップ 2025 予 

選） 

FIBA3x3 ネーションズリーグ 2025（U21）（FIBA3x3U23 ワールドカップ 2025 予 

選） 

エ  高校２・３年生のオンコートの人数や出場を必須にするといった制限は加えない。 

⑷ 成年女子 

ア  2009 年 12 月 31 日以前に生まれた者が参加できる。 

イ  登録選手は、11 名とする。 

ウ  成年女子代表チームについて、高校２・３年生のみの編成は不可とし、高校２・３年

生の登録できる人数は５名以内とする。 

エ  高校２・３年生のオンコートの人数や出場を必須にするといった制限は加えない。 

（削除） 

※ 成年男子・女子ともに、「大学の所在地」は、所属都道府県の条件には当てはまらな

い。従って、「大学の所在地」を根拠とした都道府県よりの参加はできない。 

※  成年男子・女子における、早生まれを除く高校２年生及び高校３年生の参加資格（所

在地等）については、当該年４月１日時点での年齢が、成年 少年どちらの年齢域に属

するかで判断する。（総則５⑶ 選手の年齢基準に定める年齢による） 

 

⑺ 選手の参加申込後の変更について（エントリー変更について） 

ア 本大会に参加する選手は、ブロック大会に出場した選手である必要はないが、参加申込

み後の選手の変更については、疾病、傷害等の特別な場合のみ、（削除）変更を認めるも

のとし、証明する書類（医師の診断書等）を添付し、手続すること。なお、診断書とは、

医師が、傷病名・障害名・医師の所見・治療の経緯や現症、結果などが記載されている証

明書であり、実際に診察のあたった医師と歯科医師のみが発行できるものである。（医師

法第 19 条２項による） 

変更手続については、代表者会議開始の 2 時間前（追加）までに手続を完了すること。

（提出期限以降の変更は認めない） 

イ エントリー変更をした場合は、その選手に限りユニフォーム番号の変更を認める。（ユ

ニフォーム番号のみの変更は、認めない） 

（削除） 
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競 技 名 第 79 回国民スポーツ大会実施要項 第 80 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

FIBA3x3 ウィメンズシリーズ 2025 

FIBA3x3U23 ワールドカップ 2025 

全国中学校体育大会／第 55 回全国中学校バスケットボール大会（予選含む） 

  第 33 回日・韓・中ジュニア交流競技会 

 

８ 監督・スタッフの参加資格、他について 

総則５に定めるもののほか、次による。 

⑴ 全種別の監督は、公益財団法人日本バスケットボール協会公認コーチライセンスに基

づく JBA 公認Ｓ級コーチ、JBA 公認Ａ級コーチ（日本スポーツ協会公認コーチ４）、JBA

公認Ｂ級コーチ（日本スポーツ協会公認コーチ３）、JBA 公認Ｃ級コーチ（日本スポーツ

協会公認コーチ２／日本スポーツ協会公認コーチ１）いずれかを有するものとする。 

⑵ 本大会に参加するスタッフは、監督１名、他スタッフ含めて合計６名以内とする。 

＊  トレーナーについては、スタッフ(６名)枠内にてエントリ―すること。 

今大会より、活動制限区域内におけるビブス申請のトレーナーは認めない。 

⑶ 監督・スタッフの変更について 

 ア 本大会に出場する監督は、原則としてブロック大会時と同様の監督とするが、疾病、

傷害、その他特別な場合のみ変更を認めるものとし、証明する書類（医師の診断書等）

を添付し、手続きをすること。変更手続きについては代表者会議開始までに手続きを

完了すること。 

イ 監督以外のスタッフの変更については、特に定めない。（本国スポ代表者会議直前

のエントリー変更時にメンバー確認票に明記した者を他スタッフとする。） 

 

ウ 急遽、監督・コーチに資格者が不在となる場合は、JBA 国スポ実施委員会にて、別

途 JBA が定める（コーチ資格者が不在となった場合の対応）を適用するか否かを判断

する。 

※ コーチ登録証の携帯について 

ベンチで指揮を執る者「８（1）を有する者」は、試合前、TO にてサインをする際、

必ずコーチ登録証を提示すること。また、試合中は、コーチ登録証を公益財団法人日本

バスケットボール協会指定のネックストラップを使用し、首から下げておくこと。 

 

 

 

 

 

 

 

８ 監督・スタッフの参加資格、他について 

監督・スタッフともに、総則５に定めるもののほか、次による。 

⑴ 全種別の監督は、公益財団法人日本バスケットボール協会公認コーチライセンスに基づ

く JBA 公認Ｓ級コーチ、JBA 公認Ａ級コーチ（日本スポーツ協会公認コーチ４）、JBA 公認

Ｂ級コーチ（日本スポーツ協会公認コーチ３）、JBA 公認Ｃ級コーチ（日本スポーツ協会公

認コーチ２／日本スポーツ協会公認コーチ１）いずれかを有するものとする。 

⑵ 本大会に参加するスタッフは、監督 1 名、他スタッフ含めて合計６名以内とする。 

（削除） 

 

⑶ 監督・スタッフの変更について 

ア 本大会に出場する監督は、ブロック大会に登録した監督である必要はないが、参加申込

み後の変更については疾病、傷害、その他特別な場合のみ変更を認めるものとし、証明す

る書類（医師の診断書等）を添付し、手続をすること。変更手続については代表者会議開

始までに手続を完了すること。 

イ 監督以外のスタッフについて（追加）の変更については、特に定めない。（本国スポ代

表者会議直前のエントリー変更提出期限までにメンバー確認票に明記した者を他スタッ

フとする。） 

ウ 急遽、監督・コーチに資格者が不在となる場合は、公益財団法人日本バスケットボール

協会国スポ実施委員会にて、別途公益財団法人日本バスケットボール協会が定める（コ

ーチ資格者が不在となった場合の対応）を適用するか否かを判断する。 

※ コーチ登録証の携帯について 

ベンチで指揮を執る者「７⑴を有する者」は提示を求められた際は、すぐに提示できる

ようコーチ登録証を携帯すること。なお、コーチ登録証を公益財団法人日本バスケットボ

ール協会指定のネックストラップを使用し、首から下げておく必要はない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第８０回国民スポーツ大会（青森県）各競技実施要項の変更・修正について 

 

競 技 名 第 79 回国民スポーツ大会実施要項 第 80 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

10 レスリング 

 

 

 

４ 競技上の規程及び方法 

(1) ルール 

世界レスリング連盟（UWW）ルールによる。ただし、一部国スポルールを適用する。 

 

(2)  試合の方法及び順位の決定 

フリースタイルレスリング、グレコローマンレスリングともクラスごとのトーナメント

方式とし、順位の決定は次による。ただし、エントリーが３名のクラスはリーグ戦とする。

各クラスとも３位決定戦は行わない。そのため３位は２名とし、４位は欠位とする。 

  

(7)  試合前の計量 

ア 出場選手は、所定の計量会場で定められた時間内に、メディカルチェック・計量を受

け、合格しなければならない。メディカルチェックは、9 月 29 日（月）及び 10 月１日

（水）の午前 8 時 00 分から順次行う（出場選手は、計量前にメディカルチェックを必

ず受けて計量を行うこと）。 

出  場  選  手 計  量  時  間 

男子フリースタイルレスリング出場選

手 

女子レスリング出場選手 

9 月 29 日(月)の午前 8 時 00 分から 8 時 30 分ま

で 

上記種別準々決勝出場選手 
9 月 30 日(火)の午前 8 時 00 分から 8 時 15 分ま

で 

男子グレコローマンレスリング出場選

手 

10 月 1 日(水)の午前 8 時 00 分から 8 時 30 分ま

で 

上記種別準決勝出場選手 
10 月 2 日(木)の午前 8 時 00 分から 8 時 15 分ま

で 

（注）計量は、各スタイル１日目・２日目はともに、リミットとする。 

イ 計量を受ける選手は、本人の顔写真（４㎝×３㎝）を貼付した計量カードを携行し、

計量の際、所定の欄に署名をするものとする。計量カード以外の身分証明書は、一切代

用できない。 

(9) チームの構成 

 オ 負傷による棄権 

    負傷をしてマットに上がれない場合は、大会ドクターの判断で医事証明書を発行して

もらい、大会本部に報告をすること。その選手は競技得点の対象とする。 

 

５ 予選方法 

(1) 各都道府県の計画（規定等）により、各都道府県レスリング協会は責任をもって参加資

格等必要事項を必ず確認した上で、予選を行い選手選考すること。 

(2)  2025 年 6 月 30 日までに、2025 年度 公益財団法人日本レスリング協会に登録した者。 

(3) 国スポ諸規定については、所属都道府県スポーツ協会に問合せ確認し実施すること。 

 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

 （注） 公益財団法人日本スポーツ協会ホームページの「スポーツドクター検索」から検索を

行うか、所属都道府県スポーツ協会へ問い合わせること。 

４ 競技上の規程及び方法 

⑴ ルール 

世界レスリング連盟（UWW）ルールによる。ただし、一部日本レスリング協会ルール、

（追加）国スポルールを適用する。 

⑵  試合の方法及び順位の決定 

フリースタイルレスリング、グレコローマンレスリングともクラスごとのトーナメント

方式とし、順位の決定は次による。ただし、エントリーが３名のクラスはノルディック方

式とする。各クラスとも３位決定戦は行わない。そのため３位は２名とし、４位は欠位と

する。 

⑺  試合前の計量 

ア 出場選手は、所定の計量会場で定められた時間内に、メディカルチェック・計量を受

け、合格しなければならない。メディカルチェックは、10 月 12 日（月）及び 10 月 14

日（水）の午前８時から順次行う（出場選手は、計量前にメディカルチェックを必ず受

けて計量を行うこと）。 

出  場  選  手 計  量  時  間 

男子フリースタイルレスリング出場選

手 

女子レスリング出場選手 

10 月 12 日(月)の午前８時から８時 30 分ま

で 

上記種別準々決勝出場選手 
10 月 13 日(火)の午前８時から８時 15 分ま

で 

男子グレコローマンレスリング出場選

手 

10 月 14 日(水)の午前８時から８時 30 分ま

で 

上記種別準決勝出場選手 
10 月 15 日(木)の午前８時から８時 15 分ま

で 

（注）計量は、各スタイル１日目・２日目はともに、リミットとする。 

イ 計量を受ける選手は、本人の顔写真（４㎝×３㎝）を貼付した計量カードを携行する

こと。 

 

⑼ チームの構成 

オ 負傷による棄権 

負傷をしてマットに上がれない場合は、大会ドクターの診断を１時間以内に受けるこ

と。その選手は競技得点の対象とする。 

 

５ 予選方法 

⑴ 都道府県レスリング協会は、各都道府県の計画（規定等）に基づき、責任をもって参加 

 資格等の必要事項を必ず確認した上で、予選を実施し、選手の選考を行うこと。 

(削除) 

⑵  国スポ諸規定については、所属都道府県スポーツ協会に問合せ確認し実施すること。 

 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

  （注） 公益財団法人日本スポーツ協会ホームページの「スポーツドクター検索」から検索

を行うか、所属都道府県スポーツ協会へ問合せること。 
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    URL：https://www.japan-sports.or.jp/coach/DoctorSearch/tabid75.html 

    また、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツドクターであれば、スポーツ種

目を問わず受診ができる。 

 

 

 

(7) 監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認レスリ

ングコーチ１、公認レスリングコーチ２、公認レスリングコーチ３、公認レスリングコー

チ４のいずれかの資格を有し、有効期限が更新されていること。 

 

(8) 国スポ諸規定、大会実施要項は、所属都道府県スポーツ協会へ問い合わせ確認すること。 

 

 

 

 

９ 参加申込み方法 

 (1) 所定の Web ページ（国民スポーツ大会参加申込システム）へアクセスし、監督・選手情

報（段位・種別・階級・参加資格等）の整合性・誤記入等の点検・確認し、必要項目を正

確に入力の上、所属都道府県スポーツ協会を通じて、2025 年８月 20 日（水）までに申込

手続きを完了すること。 

   ※登録番号（段位・登録）不明の場合は、公益財団法人日本レスリング協会に問い合わせ

確認すること。 

 

 (5) 正副選手の交代は、「正選手が負傷等正当な理由により出場不可能になった場合」のみ、

2025 年 9 月 28 日（日）及び 9 月 30 日（火）の監督会議の議決により許可するものとす

る。なお、当該選手の監督は、所定の参加選手交代（変更）届に添えて、医師の診断書を

提出しなければならない。提出は、監督会議当日の午前 10 時までとする。 

 (6) 監督の交代（変更）は、「特別な事情」の場合のみ、2025 年 9 月 28 日（日）及び 9 月

30 日（火）の監督会議の議決により許可するものとする。なお、参加資格等を確認した上

で所定の監督交代（変更）届を提出しなければならない。提出は、監督会議当日の午前 10

時までとする。 

 (7) 参加選手【交代（変更）届・棄権届】は、以下ア～ウの提出先に、診断書（交代・変更

届の場合）を添付の上、PDF にしてメールで送付し、診断書の原本は監督会議当日の午前

10 時までに必ず提出すること。 

 (8) 監督の【交代（変更）届】は、以下ア～ウの提出先へ、監督会議当日の午前 10 時まで

に、PDF にしてメールで必ず提出すること。 

(9) 参加申込み締切り後の選手・監督交代（変更）は、疾病、傷害等の特別な場合のみ認め

るものとし、原則として監督会議当日の午前 10 時までとするが、やむを得ない事情によ

り監督会議後に参加申込みをした監督が不在となる場合は、監督のみ交代（変更）を認め

る場合がある。ただし、交代（変更）する監督は、６ 参加資格(７)に準ずるものとする。 

 

     URL：https://www.japan-sports.or.jp/coach/DoctorSearch/tabid75.html 

     ※ 検索画面では抽出条件にスポーツ種目の選択肢があるが、（公財）日本スポー

ツ協会公認スポーツドクターであれば、スポーツ種目を問わず受診可能。 

（注） 上記(4)に関する全書類の提出について、個人からの提出は認めない。 

（追加） 

 

⑺ 監督、コーチ（セコンドにつく者）（追加）は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポ

ーツ指導者制度に基づく、公認レスリングコーチ１、公認レスリングコーチ２、公認レス

リングコーチ３、公認レスリングコーチ４のいずれかの資格を有し、有効期限が更新され

ていること。 

⑻ 国スポ諸規定、大会実施要項は、所属都道府県スポーツ協会へ問い合わせ確認すること。 

（注） コーチ（セコンドに入る者）について、公認スポーツ指導者資格の保有状況を確認 

する場合があるため、本大会会期中は自身の保有状況を証明できるようにすること。 

（追加） 

 

９ 参加申込方法 

⑴ 所定の Web ページ（国民スポーツ大会参加申込システム）へアクセスし、監督・選手情

報（段位・種別・階級・参加資格等）の整合性・誤記入等の点検・確認し、必要項目を正確

に入力の上、所属都道府県スポーツ協会を通じて、2026 年 8 月 28 日（金）午後５時まで

に申込手続を完了すること。 

※ 登録番号（段位・登録）不明の場合は、公益財団法人日本レスリング協会に問い合わ

せ確認すること。 

※ 段位・種別・階級・参加資格等の参加申込の不備は認めない。（追加） 

⑸ 正副選手の交代は、「正選手が負傷等正当な理由により出場不可能になった場合」のみ、

2026 年 10 月 11 日（日）及び 10 月 13 日（火）の監督会議の議決により許可するものとす

る。なお、当該選手の監督は、参加選手・監督の交代（変更）・棄権手続きにあたっての留

意事項に従い(追加)、所定の参加選手交代（変更）届に添えて、医師の診断書を提出しなけ

ればならない。（削除） 

（削除） 

⑹ 参加選手【交代（変更）届・棄権届】は、以下【提出先】ア～イに対し、診断書（交代・

変更届の場合）を添付の上、監督会議当日の午前 10 時までに、PDF 形式にてメールで送付

し必ず提出すること。なお、診断書の原本は監督会議当日、受付に必ず提出すること。 

⑺ 監督の交代（変更）は、「特別な事情」の場合のみ、2026 年 10 月 11 日（日）及び 10 月

13 日（火）の監督会議の議決により許可するものとする。なお、参加資格等を確認した上

で参加選手・監督の交代（変更）・棄権手続きにあたっての留意事項に従い、所定の監督交

代（変更）届を提出しなければならない。（追加) 

⑻ 監督の【交代（変更）届】は、以下【提出先】ア～イに対し、監督会議当日の午前 10 時

までに、PDF 形式にてメールで送付し必ず提出すること。 

⑼ 参加申込み締切り後の選手・監督交代（変更）は、疾病、傷害等の特別な場合のみ認める

ものとし、原則として９ 参加申込方法 (7)、(8）とするが、やむを得ない事情により監

督会議後に参加申込みをした監督が不在となる場合は、監督のみ交代（変更）を認める場合

がある。ただし、交代（変更）する監督は、６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基

準 (1)、(2)、(5)、(6)、(7) に準ずるものとする。 
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11 セーリング 

 

 

１ 期  日   2025年９月28日（日）から10月１日（水）まで（４日間） 

[計測 ９月26日（金）・９月27日（土）、トライアルレース ９月27日

（土）]  

月  日 時  間 内  容 

９月26日（金） 
９ :00 ～

17:00 

大会装備検査  （滋賀県立柳が崎ヨットハーバー 

大津市柳が崎特設セーリング会場） 

９月27日（土） 

８ :30 ～

10:00 

大会装備検査予備日 （滋賀県立柳が崎ヨットハーバー 

大津市柳が崎特設セーリング会場） 

16:30 ～

17:30 
監督会議  （大津市柳が崎特設セーリング会場式典テント） 

 

10月1日

（水） 

13:00 ～

13:30 

14:00 ～

14:30 

種目別表彰式（大津市柳が崎特設セーリング会場式典テン

ト） 

15:00 ～

15:40 
総合表彰式 （大津市柳が崎特設セーリング会場式典テント） 

 

３ 種別（種目）及び参加人員 

(3) 各種目で使用する艇及びボードは選手の所有するもの、都道府県が所有するもの、ま

たはチャーターしたもので、参加都道府県が持参するものとする。なお、チャーター艇

の場合、計測証明書の有効性を確認するため借用書等の証憑を持参すること。 

会場に持ち込める各級の艇体数は、参加申込みが完了した種目の艇のみとする。 

なお、各種別（種目）の大会装備検査（以下検査）で検査に合格した艇及びセール等

は変更／交換することはできない。ただし、損傷等によりテクニカル委員会が認めた場

合を除く。 

また、支援者艇の持込みは参加都道府県毎に１艇とし、参加申込時に登録（記載）し

なければならない。 

(4) 個人用浮揚用具に関する規程 

ア 体重を支えるに十分な浮力があり、体形・体重に合致したサイズ表示と浮力表示が明

示されていること。 

イ 着用した状態でセーリング等を行うのに支障なく、かつ誤った方法で着用されないよ

うに作られたものであること。 

ウ 通常の環境条件及び油または油性品により急激な強度劣化及び浮力変化のないもので

あること。 

エ 水中において、顔面を水面上で支持できるものであること。 

オ 浮力体の抜き取り等の改造を施したり、自作したりしたものでないこと。 

カ クラス規則に規定がある場合はクラス規則に適合したものを使用すること。 

 

４ 競技上の規程及び方法 

(1) 2025-2028 セーリング競技規則（以下「RRS」という。）に定義された規則を適用する。 

なお、本実施要項は、RRS におけるレース公示に該当するものである。 

RRS の定義：規則（ｇ）に基づく大会を管理するその他の文書には、サポートチーム規

程（STR）及び大会装備規定が含まれる。 

１ 期  日 

  2026年９月４日（金）から９月７日（月）まで（４日間）  

（削除） 

月  日 時  間 内  容 
９月２日

（水） 
８:30～17:00 大会装備検査 （大平マリーナ・しもきた克雪ドーム） 

９月３日

（木） 

８:30～10:00 
 大会装備検査予備日 （大平マリーナ・しもきた克雪ド

ーム） 

16:00 ～

17:30 

大会会長トロフィー返還（追加）・監督会議（むつマエダ

アリーナ） 

 

９月７日

（月） 

13:00 ～

13:30 

13:45 ～

14:15 

種目別表彰式（むつマエダアリーナ） 

14:30 ～

15:10 
総合表彰式 （むつマエダアリーナ） 

 

３ 種別（種目）及び参加人員 

⑶ 各種目で使用する艇及びボードは選手が所有するもの、都道府県が所有するもの、又はチ

ャーターしたもので、参加都道府県が持参するものとする。なお、チャーター艇の場合は所

有者からの証明を必要とする。 

会場に持ち込める各級の艇体数は、参加申込みが完了した種目の艇数とする。 

なお、各種別（種目）の大会装備検査（以下検査）で検査に合格した艇及びセール（削除）

は変更、交換することはできない。ただし、損傷等によりテクニカル委員会が認めた場合を

除く。 

また、支援者艇の持込みは参加都道府県毎に１艇とし、参加申込時に登録（記載）しなけ

ればならない。 

⑷ 個人用浮揚用具（PFD）(追加)に関する規程 

ア クラス規則に規定されたものを使用すること。 

イ クラス規則に規定がないクラスにあっては、すべての乗員は以下の要件を満たしたもの

を使用すること。 

a.  ISO12402-5 又は同等品（USCGTypeⅢ、AS4758LEVEL50、EN393 は同等品と認められ

る） 

b.  膨張式でないこと 

ウ 体形・体重に合致したサイズ表示と浮力表示が明示されていること。 

エ 浮力材の抜き取り等の改造を施したり、表地に破れ等の破損があるものは認められな 

い（補修したものも含む）。 

 

４ 競技上の規程及び方法 

⑴ 2025-2028 セーリング競技規則（以下「RRS」という。）に定義された規則を適用する。 

なお、本実施要項は、RRS におけるレース公示に該当するものである。 

RRS の定義：規則（ｇ）に基づく大会を管理するその他の文書には、サポートチーム規程

（STR）及び大会装備規程が含まれる。 



第８０回国民スポーツ大会（青森県）各競技実施要項の変更・修正について 

 

競 技 名 第 79 回国民スポーツ大会実施要項 第 80 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

各クラス規則のセール番号及び艇体番号の同一性に関する条項並びに個人会員登録（艇

及びセール登録は除く）に関する条項は適用しない。 

[NP] [DP]本大会は、公益財団法人日本スポーツ協会の「国民スポーツ大会企業協賛に

関するガイドライン」（令和 6 年 1 月 1 日制定）に基づき、一切の広告を制限する。 

(2) 帆走するコースは、トラぺゾイド・コースまたは風上/風下コースを予定しており、詳

細は帆走指示書に記載する。 

(3) 天候その他の事情により各種目６回のレースが実施できなかった場合でも、それぞれの

種目でレースが１回以上完了していれば、その種目は成立とする。 

(4) 本大会の上告の権利は、RRS70.3(c)及び日本セーリング連盟規程 5.4 に基づき否認さ

れる。 

(5) ４７０級及び４２０級の各種目に使用する艇は、所定の計測証明書（艇体とセール番号

が異なる場合は、それぞれの計測証明書）を持参するものとする。 

 ４７０級及び４２０級のセールについては、基本計測を終了しクラス規則に適合してい

ることを示すステッカー又はスタンプ及び公式計測員のサインと計測を行った日付が記

載されていること。 

 

(6) レースに使用する艇は、クラス規則、４７０級及び４２０級は計測証明書に合致してい

なければならない（RRS78 参照）。さらに、レース前にテクニカル委員会による検査を受

け、承認を得たものに限られる。 

すべての艇は大会装備検査終了後から最終レース終了まで常にクラス規則に従っていな

ければならない。各種目共、各レース終了後に任意に抜き取り、水上または陸上で検査を

行うことがある。 

 

(7) 検査を受けられるセールの数は、参加申込みが完了した種目につき１セットとする。た

だし、国スポウインドサーフィン級は、２枚のセールの使用を許可する。 

また、異なる種別であっても同一のセール番号は使用できない。 

 

 

 

 

(8) [DP]ＩＬＣＡ７級及びＩＬＣＡ６級は水上にいる間は、直径６㎜、長さ８m 以上の曳航

用のロープをバウ・アイにつけておかなければならない。 

(9) セーリングスピリッツ級、ＩＬＣＡ７級、ＩＬＣＡ６級の艇は、マストトップに着脱可

能な浮力体を取り付けてもよい。形状は球形に限り、１か所のロープで取り付けなければ

ならない。ただし、コンディションにより付けたり外したりしてもよい。 

(10) 国スポウインドサーフィン級は、マストの本数は制限しない。 

(11) レース前の検査時には、艇及びボードは乾燥した状態でなければならない。 

(12) 検査後の艇及びボード等は、テクニカル委員会の許可なく装備の修理及び交換をするこ

とができない。検査済みの艇及びボード等に、破損その他事故が生じたときは、テクニカ

ル委員会の承認により、改めて検査を受けたものに限り、使用を許されることがある。 

 

(13) レース艇の損傷等については、テクニカル委員会の承認後、各都道府県の責任において

対応しなければならない。 

（削除） 

[NP] [DP]本大会は、公益財団法人日本スポーツ協会の「国民スポーツ大会企業協賛に関

するガイドライン」（令和６年１月１日改正）に基づき、一切の広告を制限する。 

 ⑵ 帆走するコースは、トラぺゾイド・コースまたは風上/風下コースを予定しており、詳細

は帆走指示書に記載する。 

⑶ 天候その他の事情により各種別・（追加）種目６回のレースが実施できなかった場合でも、

それぞれの種別・（追加）種目でレースが１回以上完了していれば、その種別・（追加）種目

は成立とする。 

⑷ 本大会における上告の権利は、RRS70.3(c)及び日本セーリング連盟規程 5.4 に基づき否

認される。 

⑸ ４７０級及び４２０級の各種目に使用する艇は、所定の計測証明書（使用するセール番号

が艇体に割り当てられたセール番号と（追加）異なる場合は、それぞれの計測証明書）を持

参するものとする。 

 ４７０級及び４２０級のセールについては、基本計測を終了しクラス規則に適合してい

ることを示すステッカー又はスタンプ及び公式計測員のサインと計測を行った日付が記載

されていること。 

⑹ レースに使用する艇は、クラス規則に合致していなければならない。また、（追加）４７

０級及び４２０級は計測証明書及びメジャメントフォーム（追加）にも合致していなけれ

ばならない（RRS78 参照）。さらに、レース前にテクニカル委員会による検査を受け、承認

を得たものに限られる。 

すべての艇は検査終了後から最終レース終了まで常にクラス規則に従っていなければな

らない。各種目共、各レース終了後に任意に抜き取り、海上又は陸上で計測を行うことがあ

る。 

⑺ 検査を受けられるセールの数は、参加申込みが完了した種目につき１セットとする。ただ

し、国スポウインドサーフィン級は、２枚のセールの使用を許可する。 

また、異なる種別であっても同一のセール番号は使用できない。 

使用するセール番号が艇体に割り当てられたセール番号と違う場合は、使用するセール

に対応する艇体が競技者所有または都道府県所有でその艇体を本大会で使用しない場合に

限り認められる。その場合、確かに所有しているという事実は選手によって証明されなく

てはならない。（追加） 

⑻ [DP]ＩＬＣＡ７級及びＩＬＣＡ６級は水上にいる間は、水に浮く（追加）直径６mm、長

さ８m 以上の曳航用のロープをバウ・アイにつけておかなければならない。 

⑼ セーリングスピリッツ級、ＩＬＣＡ７級、ＩＬＣＡ６級の艇は、マストトップに着脱可能

な浮力体をとりつけてもよい。形状は球形に限り、１か所のロープで取り付けなければな

らない。ただし、コンディションにより付けたり外したりしてもよい 

⑽ 国スポウインドサーフィン級は、マストの本数は制限しない。 

⑾ レース前の検査時には、艇（削除）は乾燥した状態でなければならない。 

⑿ 検査後の艇（削除）は、テクニカル委員会の許可なく装備の修理及び交換をすることがで

きない。また、テクニカル委員会の承諾なしにハーバーより持ち出してはならない。検査済

みの艇（削除）に、破損その他事故が生じたときは、テクニカル委員会の承認により、改め

て検査を受けたものに限り、使用を許されることがある。 

⒀ レース艇の損傷等については、テクニカル委員会の承認後、各都道府県の責任において対

応しなければならない。 



第８０回国民スポーツ大会（青森県）各競技実施要項の変更・修正について 

 

競 技 名 第 79 回国民スポーツ大会実施要項 第 80 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

(14) [NP] [DP]各種目のセールには、県名と県番号を付けていなければならない。県名（片

面･スターボード側）は、４７０級、セーリングスピリッツ級、４２０級は１字 450 ㎜×450

㎜で太さ 40 ㎜、国スポウインドサーフィン級、ＩＬＣＡ７級、ＩＬＣＡ６級は１字 380

㎜×380 ㎜で太さ 32 ㎜、県番号（両面・スターボード側上）は、１字 270 ㎜×150 ㎜で太

さ 40 ㎜とし、色は黒色でほぼ一定の太さのラインで書かれたものであること。なお、各

寸法は＋－5%の許容差を認める。 

ただし、国スポウインドサーフィン級及びセーリングスピリッツ級（マイラーセール使

用）のセールは、実行委員会が用意する白地のセールクロスの上に、県番号を貼付しなけ

ればならない。 

なお、白地のセールクロスは受付時に配布する。配布された白地のセールクロスは加工

してはならない。 

 

５ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

(4) 当該種別選手は、次の有資格者であること。 

ア 成年男子・成年女子  日本セーリング連盟バッジテスト中級４級以上、ただし、国

スポウインドサーフィン級の選手は日本セーリング連盟ウ

インドサーフィン・バッジテスト８級 

イ 少年男子・少年女子  日本セーリング連盟バッジテスト初級５級以上 

(5) 選手は、World Sailing 規定 19.4(a)に従うこと。 

 

８ 参加申込み方法 

 (4) 参加申込締切後の選手・監督の交代は、疾病、傷害、転勤等の特別な場合にのみ認め

るものとし、１種目１名とする。 

 

 

 

９ 参加上の注意 

(1) 参加艇及び支援者艇の会場への搬入は、2025 年９月 23 日（火）午前９時から受け入れ

る。また、搬出は、９月 30 日（火）から 10 月 1 日（水）に実行委員会の搬出計画によ

り行う。 

(2) 各都道府県の検査順は、９月 26 日（金）8：30 に検査会場において、都道府県代表者

による抽選で決定する。なお、抽選時に未到着の都道府県については、受付順とする。 

(3) ９月 27 日（土）は、水上練習を禁止する。 

(4) 支援者艇は、競技者への全ての支援を行うことができる。ただし、支援者艇は大会ホー

ムページに掲載されるサポートチーム規程（STR）に従わなければならない。 

 

10 その他 

(1) 帆走指示書は 2025 年８月 31 日（日）までに大会ホームページに公開する。 

(2) 大会会長トロフィー返還 

日 時  2025 年９月 27 日（土） 午後４時 

場 所  大津市柳が崎特設セーリング会場式典テント 

 

⒁ [NP] [DP]各種目のセールには、県名と県番号を付けていなければならない。県名（片面･

スターボード側）は、４７０級、セーリングスピリッツ級、４２０級は１字 450 ㎜×450

㎜で太さ 40 ㎜、国スポウインドサーフィン級、ＩＬＣＡ７級、ＩＬＣＡ６級は１字 380 ㎜

×380 ㎜で太さ 32 ㎜ 、県番号（両面・スターボード側上）は、１字 270 ㎜×150 ㎜で太

さ 40 ㎜とし、色は黒色で（削除）一定の太さ（削除）で書かれたものであること。なお、

各寸法はプラスマイナス５％の許容差を認める。 

ただし、国スポウインドサーフィン級及びセーリングスピリッツ級（マイラーセール使

用）のセールは、実行委員会が用意する白地のセールクロスの上に、県番号を貼付しなけれ

ばならない。 

なお、白地のセールクロスは受付時に配布する。配布された白地のセールクロスは加工

してはならない。 

 

５ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

⑷ 当該種別選手は、次の有資格者であること。 

ア 成年男子・成年女子  日本セーリング連盟バッジテスト中級４級以上、ただし、国

スポウインドサーフィン級の選手は日本セーリング連盟ウ

インドサーフィン・バッジテスト８級 

イ 少年男子・少年女子  日本セーリング連盟バッジテスト初級５級以上 

（削除） 

 

８ 参加申込方法 

⑶ 参加申込締切後の選手・監督の交代及び棄権（追加）は、疾病、傷害、転勤等のやむを 

得ない場合にのみ認める（削除）。 

 ⑷ 国スポウインドサーフィン級を除き、参加資格証明書にセール番号を登録しなければな

らない。(追加) 

 

９ 参加上の注意 

⑴ 参加艇及び支援者艇の会場への搬入は、2026 年８月 31 日（月）午前９時から受け入れ

る。また、搬出は、９月６日（日）から９月７日（月）にむつ（追加）市実行委員会の搬出

計画により行う。 

⑵ 各都道府県の検査順は、９月１日（火）午後４時 30 分に検査会場において、都道府県代

表者による抽選で決定する。なお、抽選時に未到着の都道府県については、受付順とする。 

⑶ ９月３日（木）は、海上練習を認める。 

⑷ 支援者艇は、選手への全ての支援を行うことができる。ただし、支援者艇は大会ホームペ 

ージに掲載されるサポートチーム規程（STR）に従わなければならない。  

 

10 その他 

 帆走指示書は 2026 年８月 14 日（金）までに大会ホームページに公開する。 

（削除） 

 



第８０回国民スポーツ大会（青森県）各競技実施要項の変更・修正について 

 

競 技 名 第 79 回国民スポーツ大会実施要項 第 80 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

12 ウエイトリ

フティング 
３ 種別（種目）及び参加人員 

(1) 種別及び参加人員 

種  別 監 督 選 手 
参加都道府

県 
小 計 合 計（人） 

成年男子  ２～４ 47 139 

357 

女  子 １～３ 15～45  45 

少年男子 ２～３ 47 126 

成年男子･女子･ 

少年男子共通 
１ 

 
47  47 

 

(3) 階 級 成年男子 55 ㎏級、61 ㎏級、67 ㎏級、73 ㎏級、81 ㎏級、89 ㎏級、96 ㎏級、 

109 ㎏級（102 ㎏級・109 ㎏級）、＋109 ㎏級の９階級 

少年男子 55 ㎏級、61 ㎏級、67 ㎏級、73 ㎏級、81 ㎏級、89 ㎏級、96 ㎏級、 

102 ㎏級、＋102 ㎏級（109 ㎏級・＋109 ㎏級）の９階級 

       女 子 49 ㎏級（45 ㎏級・49 ㎏級）、59 ㎏級（55 ㎏級・59 ㎏級）、 

71 ㎏級（64 ㎏級・71 ㎏級）の３階級 

 

４ 競技上の規程及び方法 

 (1) 競技は、公益社団法人日本ウエイトリフティング協会競技規則による。 

ただし、競技規則６.５の選手紹介は実施しない。少年男子及び女子は、競技規則６.６.

７のコール後の試技時間は 45 秒とする。連続試技の場合は、１分 30 秒とする。 

 (2) 日程と実施要項 

期 日 種 別 階 級 競技開始時間 

10 月３日（金） 成 年 男 子 

55kg 級    

61 ㎏級   

67 ㎏級  

73 ㎏級  

９：00 

11：30（予定） 

14：00（予定） 

16：30（予定） 

10 月４日（土） 成 年 男 子 

81 ㎏級  

89 ㎏級  

96 ㎏級  

109 ㎏級  

９：00 

11：30（予定） 

14：00（予定） 

16：30（予定） 

10 月５日（日） 

成 年 男 子 ＋109 ㎏級  ９：00 

少 年 男 子 

55 ㎏級  

61 ㎏級  

67 ㎏級 

73 ㎏級 

11：20（予定） 

13：20（予定） 

15：00（予定） 

17：20（予定） 

10 月６日（月） 

少 年 男 子 81 ㎏級 ９：00 

女       子 49 ㎏級  11：00（予定） 

少 年 男 子 
89 ㎏級  

96 ㎏級 

13：00（予定） 

15：00（予定） 

 ３ 種別（種目）及び参加人員 

⑴ 種別及び参加人員 

種  別 監 督 選 手 
参加都道府

県 
小 計 合 計（人） 

成年男子  ２～４ 47 140 

357 

女  子 １～３ 15～45  45 

少年男子 １～３ 47 125 

成年男子･女子･ 

少年男子共通 
１ 

 
47  47 

 

⑶ 階 級 成年男子 60 ㎏級、65 ㎏級、71 ㎏級、79 ㎏級、88 ㎏級、94 ㎏級、110 ㎏級 

＋110 ㎏級の 8 階級 

少年男子 56 ㎏級、60 ㎏級、65 ㎏級、71 ㎏級、79 ㎏級、88 ㎏級、94 ㎏級 

＋94 ㎏級の 8 階級 

女子    53 ㎏級（48 ㎏級・53 ㎏級）、69 ㎏級（58 ㎏級・63 ㎏級・69 ㎏級） 

＋69 ㎏級（77 ㎏級・86 ㎏級・＋86 ㎏級）の 3 階級 

 

４ 競技上の規程及び方法 

 (1) 競技は、公益社団法人日本ウエイトリフティング協会競技規則による。 

ただし、競技規則６.５の選手紹介は実施しない。少年男子及び女子は、競技規則６.６.

７のコール後の試技時間は 45 秒とする。連続試技の場合は、１分 30 秒とする。 

 (2) 日程と実施要項 

期 日 種 別 階 級 競技開始時間 

10 月 10 日（土） 成 年 男 子 

60kg 級 

65 ㎏級   

71 ㎏級  

79 ㎏級  

９：00 

11：30（予定） 

14：00（予定） 

16：30（予定） 

10 月 11 日（日） 成 年 男 子 

88 ㎏級 

94 ㎏級  

110 ㎏級  

９：00 

11：30（予定） 

14：00（予定） 

10 月 12 日（月） 

成 年 男 子 ＋110 ㎏級 ９：00 

少 年 男 子 

56 ㎏級 

60 ㎏級  

65 ㎏級 

11：20（予定） 

13：20（予定） 

15：20（予定） 

10 月 13 日（火） 

少 年 男 子 71 ㎏級 ９：00 

女       子 53 ㎏級  11：00（予定） 

少 年 男 子 
79 ㎏級  

88 ㎏級 

13：00（予定） 

15：00（予定） 

女       子 69 ㎏級 17：00（予定） 

10 月 14 日（水） 少 年 男 子 94 ㎏級 ９：00（予定） 
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女       子 59kg 級  17：00（予定） 

10 月７日（火） 

少 年 男 子 102 ㎏級  ９：00 

女     子 71 ㎏級  11：00（予定） 

少 年 男 子 ＋102kg 級 13：00（予定） 

 

５ 予選方法 

(1) 都道府県大会 

   ア 都道府県大会は、公益社団法人日本ウエイトリフティング協会加盟の各都道府県協

会が主管して実施し、期日、実施方法については、当該都道府県スポーツ協会と協議

して行う。 

   イ 期日は、７月下旬までに終了すること。 

   ウ 少年男子は、各都道府県大会において本大会に準じ９階級中より２階級２名の代表

選手を選考する。 

エ 少年男子は、各都道府県大会において本大会に準じ９階級中より９階級９名以内  

のブロック大会出場者を選抜する。 

   オ 成年男子は、各都道府県大会において本大会に準じ９階級中より２階級２名の代表

選手を選考する。 

   カ 成年男子は、各都道府県大会において本大会に準じ９階級中より９階級９名以内の

ブロック大会出場者を選抜する。 

  

(2) ブロック大会 

〇 成年男子 

ブ ロ ッ ク 名 都 道 府 県 名 選 手 数 

北海道 北海道 ２名 ２名 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 １位は２名、２～５位は１名 ６名 

関 東 
茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、 

神奈川、山梨 

１～２位は２名、3～5 位は 1

名  
７名 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 １位は２名、２～３位は１名 ４名 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 １位は２名、２～３位は１名 ４名 

近 畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 １位は２名、２～４位は１名 ５名 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 １位は２名、２～３位は１名 ４名 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 １位は２名、２～３位は１名 ４名 

九 州 
福岡、佐賀、熊本、大分、長崎、宮崎、 

鹿児島、沖縄 

１～２位は２名、3～5 位は 

１名 
７名 

開催県 滋賀 ２名 ２名 

計 ４５名 
 

女       子 ＋69 ㎏級 11：00（予定） 

少 年 男 子 ＋94 ㎏級 13：00（予定） 

 

 

 

５ 予選方法 

⑴ 都道府県大会 

ア 都道府県大会は、公益社団法人日本ウエイトリフティング協会加盟の各都道府県協会

が主管して実施し、期日、実施方法については、当該都道府県スポーツ協会と協議して

行う。 

イ 期日は、７月下旬までに終了すること。 

ウ 少年男子は、各都道府県大会において本大会に準じ８階級中より２階級２名の代表選

手を選考する。 

エ 少年男子は、各都道府県大会において本大会に準じ８階級中より８階級８名以内 の

ブロック大会出場者を選抜する。 

オ 成年男子は、各都道府県大会において本大会に準じ８階級中より２階級２名の代表選

手を選考する。 

カ 成年男子は、各都道府県大会において本大会に準じ８階級中より８階級８名以内のブ

ロック大会出場者を選抜する。 

 

⑵ ブロック大会 

〇 成年男子 

ブ ロ ッ ク 名 都 道 府 県 名 選 手 数 

北海道 北海道 ２名 ２名 

東 北 岩手、宮城、秋田、山形、福島 １位は２名、２～５位は１名 ６名 

関 東 
茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、 

神奈川、山梨 

１～２位は２名、3～5 位は 1

名  
７名 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 １位は２名、２～３位は１名 ４名 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 １位は２名、２～３位は１名 ４名 

近 畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 １位は２名、２～５位は１名 ６名 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 １位は２名、２～３位は１名 ４名 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 １位は２名、２～３位は１名 ４名 

九 州 
福岡、佐賀、熊本、大分、長崎、宮崎、 

鹿児島、沖縄 

１～２位は２名、３～４位は

１名 
６名 

開催県 青森 ２名 ２名 

計 45 名 
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13 ハンドボール 

 

１ 期  日   2025 年 10 月３日（金）から 10 月７日（火）まで（５日間） 

種 別 10月３日(金) 10月４日(土) 10月５日(日) 10月６日(月) 10月７日(火) 

成年男子 １ 回 戦 準 々 決 勝 準 決 勝 
３位決定戦 

決   勝 

 

成年女子 １ 回 戦 ２ 回 戦 準 々 決 勝 準 決 勝 
３位決定戦 

決   勝 

少年男子 １ 回 戦 ２ 回 戦 準 々 決 勝 準 決 勝 
３位決定戦 

決   勝 

少年女子 １ 回 戦 準 々 決 勝 準 決 勝 
３位決定戦 

決   勝 

 

 

３ 種別および参加人員 

種 別 監 督 選 手 参加都道府県 小 計 合計（人） 

成年男子 １ 12 16 208 

910 
成年女子 １ 12 19 247 

少年男子 １ 12 19 247 

少年女子 １ 12 16 208 

 

５  予選方法 

 (5) ブロック大会区分および代表チーム数は、下表のとおりとする。 

ブロック 

名 
都 道 府 県 名 

成年 

男子 

成年 

女子 

少年 

男子 

少年 

女子 

北海道 北海道 １ １ １ １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ２ ２ ２ ２ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ３ ４ ４ ３ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 １ ２ １ １ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ２ ２ ２ ２ 

近 畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ２ ２ ２ ２ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 １ １ ２ １ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 １ １ １ １ 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ２ ３ ３ ２ 

開催県 滋賀 １ １ １ １ 

計 16 19 19 16 

 

 

 

 

 

 

１  期  日   2026 年９月４日（金）から９月８日（火）まで（５日間）  

種 別 ９月４日(金) ９月５日(土) ９月６日(日) ９月７日(月) ９月８日(火) 

成年男子 １  回  戦 ２  回  戦 準 々 決 勝 準 決 勝 
３位決定戦 

決   勝 

成年女子 １  回  戦 準 々 決 勝 準 決 勝 
３位決定戦 

決   勝 
 

少年男子 １  回  戦 準 々 決 勝 準 決 勝 
３位決定戦 

決   勝 
 

少年女子 １  回  戦 ２  回  戦 準 々 決 勝 準 決 勝 
３位決定戦 

決   勝 

 

３ 種別及び参加人員 

種 別 監 督 選 手 参加都道府県 小 計 合計（人） 

成年男子 １ 12 19 247 

910 
成年女子 １ 12 16 208 

少年男子 １ 12 16 208 

少年女子 １ 12 19 247 

 

５  予選方法 

⑴  ブロック大会区分及び代表チーム数は、下表のとおりとする。   

ブロック 

名 
都 道 府 県 名 

成年 

男子 

成年 

女子 

少年 

男子 

少年 

女子 

北海道 北海道 １ １ １ １ 

東 北 岩手、宮城、秋田、山形、福島 ２ ２ ２ ２ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ４ ３ ３ ４ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 １ １ １ １ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ２ ２ ２ ２ 

近 畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ２ ２ ２ ２ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ２ １ １ ２ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 １ １ １ １ 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ３ ２ ２ ３ 

開催県 青森 １ １ １ １ 

計 19 16 16 19 
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６  参加資格、所属都道府県および選手の年齢基準 

(4)  監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認ハンド

ボールコーチ３または公認ハンドボールコーチ４の資格を有すること。また、有効期限は

2026 年３月 31 日以降のものでなければならない。 

 

 

９  参加申込み方法 

(3)  参加申込み締切後の監督・選手の変更は、死亡、疾病（コロナ感染症含む）、傷害、転

勤等の特別な場合のみ認める。特別な事情で監督・選手を変更する場合は、それを証明す

る書類を添付し、当該都道府県スポーツ協会を通じて、下記ア宛に文書で、イおよびウ宛

にそれぞれ電子メールで届け出なければならない。届け出の手続きは、2025 年 10 月１日

（水）17 時までに完了させていなければならない。 

 

 

10 参加上の注意 

 (4)  各チーム代表者は、競技に使用する全種類のユニホームを事前に、規定のものかどうか

の確認を受けなければならない。確認方法は別途開催地から通知される。 

(7)  試合会場のみ松ヤニ・松ヤニスプレーの使用を認める。練習会場での松ヤニ・松ヤニス

プレーの使用は禁止する。練習会場には、若干数の練習球を用意する。 

松ヤニ・松ヤニスプレー・松ヤニクリーナーは、出場チームで用意することとする。 

 

 

６  参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

⑷ 監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認ハンド 

ボールコーチ３又は公認ハンドボールコーチ４のいずれかの（追加）資格を有すること。

2026（令和 8）年 4 月 1 日時点で公認指導者資格が『有効』であり、かつ有効期限が 2027

（令和 9）年 3 月 31 日以降のものでなければいけない。 

 

９  参加申込方法  

⑶  参加申込締切後の監督・選手の変更は、死亡、疾病（コロナ感染症含む）、傷害、転勤

等の特別な場合のみ認める。特別な事情で監督・選手を変更する場合は、それを証明す

る書類を添付し、当該都道府県スポーツ協会を通じて、下記ア、イ、ウ、エ宛てにそれ

ぞれ電子メールで届け出なければならない。届出の手続は、ハンドボール競技監督・代

表者会議の前日〈2026 年９月２日（水）〉午後５時までに完了させていなければならな

い。  

 

10 参加上の注意 

⑷ 各チーム代表者は、競技に使用する（削除）ユニフォームを事前に規定のものかどうか 

の確認を受けなければならない。確認方法は別途開催地から通知される。 

⑺ 試合会場のみ松ヤニ・松ヤニスプレーの使用を認める。練習会場での松ヤニ・松ヤニス 

プレー（松ヤニ等の付いたボールも含む）（追加）の使用は禁止する。練習会場には、若干

数の練習球を用意する。  

（削除） 
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14 自転車 

 

１ 期  日   2025 年９月 21 日（日）から９月 25 日(木)まで（５日間） 

種 目 
９月 21 日 

(日) 

９月 22 日 

(月) 

９月 23 日 

(火) 

９月 24 日 

(水) 

９月 25 日 

(木) 

個人ロード・レース 

（男子Ａ・男子Ｂ・女子） 
決  勝     

１km タイムトライアル  

（男子Ａ･男子Ｂ・女子） 
   決  勝  

ケイリン 

（男子Ａ・男子Ｂ・女子） 
 １ 回 戦 敗者復活戦 １/２決勝  

７～12 位 

決定戦 

決  勝 

スプリント 

（男子Ａ・男子Ｂ・女子） 
 予  選 １/８決勝 

１/４決勝 

１/２決勝 

５～８位 

決定戦 

３・４位 

決定戦 

１・２位 

決定戦 

ポイント・レース 

（男子Ａ・男子Ｂ・女子） 
  予  選 決  勝  

スクラッチ 

（男子Ａ・男子Ｂ・女子） 
  予  選 決  勝  

４km チーム・パーシュート 

（男子） 
 予  選 

３・４位 

決定戦 

１・２位 

決定戦 

  

チームスプリント 

（男子・女子） 
 予  選 

３・４位 

決定戦 

１・２位 

決定戦 

  

競技日程については、参加人数、参加状況により変更することがある。 

 

２ 会  場   

 (1)ロード・レース   東近江市 

             東近江市特設ロードレースコース（１周 11.4km） 

           （男子Ａ 11.4km×10 周＋0.4 km＝114.4km）    

           （男子Ｂ 11.4km×７周＋0.4 km＝ 80.2km）    

           （女子  11.4km×４周＋0.4 km＝ 46.0km）    

 (2)トラック・レース  京都府向日市 

京都向日町競輪場（周長 400ｍ） 

 

 

 

１ 期  日   2026 年 10 月７日（水）から 10 月 11 日(日)まで（５日間） 

種 目 
10 月７日

(水) 

10 月８日

(木) 

10 月９日

(金) 

10 月 10 日

(土) 

10 月 11 日

(日) 

個人ロードレース 

（男子Ａ・男子Ｂ・女子） 
    決  勝 

１km タイムトライアル 

（男子Ａ・男子Ｂ・女子） 
  決  勝   

ケイリン 

（男子Ａ・男子Ｂ・女子） 
１ 回 戦 敗者復活戦 １/２決勝 

７～12 位 

決定戦 

決  勝  

 

スプリント 

（男子Ａ・男子Ｂ・女子） 
予  選 １/８決勝 

１/４決勝 

１/２決勝 

５～８位 

決定戦 

３・４位 

決定戦 

１・２位 

決定戦 

 

ポイント・レース 

（男子Ａ・男子Ｂ・女子） 
 予  選 決  勝   

スクラッチ 

（男子Ａ・男子Ｂ・女子） 
 予  選 決  勝   

４km チーム・パーシュート 

（男子） 
予  選 

３・４位 

決定戦 

１・２位 

決定戦 

   

チームスプリント 

（男子・女子） 
予  選 

３・４位 

決定戦 

１・２位 

決定戦 

   

競技日程については、参加人数、参加状況により変更することがある。 

 

２ 会  場   

トラックレース   八戸市 

八戸自転車競技場（周長 333ｍ） 

 

ロードレース    階上町 

            階上町特設ロードレースコース（14.0km） 

          （男子Ａ 14.0km×７周＝98.0km） 

          （男子Ｂ 14.0km×５周＝70.0km） 

          （女子  14.0km×３周＝42.0km） 
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３ 種別（種目）及び参加人員 

種別 種 目 
監

督 

ス

タ

ッ

フ 

選 手 

参加

都道

府県 

合計

（人） 

男子Ａ  

トラック 

・ 

ロード 

ケイリン 

２ <１> 

３ 

３ 

47 517 

スプリント 

ポイント・レース 

スクラッチ 

１km タイムトライアル <１> 

個人ロード・レース <２> 

男子Ｂ 

トラック 

・ 

ロード 

ケイリン 

３ 

３ 

スプリント 

ポイント・レース 

スクラッチ 

１km タイムトライアル <１> 

個人ロード・レース <２> 

男子 
トラック 

団体種目 

４km チーム・パーシュート <５> <４> 

チームスプリント <４> <３> 

女子 

トラック 

・ 

ロード 

ケイリン 

３ 

３ 

スプリント 

ポイント・レース 

スクラッチ 

１km タイムトライアル <１> 

個人ロード・レース  <２> 

トラック 

団体種目 
チームスプリント <３> <２> 

（注４） ロード・レース： １都道府県各種別２名以内とし、トラック個人５種目の中の選手

と兼ねることができる。 

（注５） 男子団体種目： 男子Ａ、男子Ｂの選手の中から、４km チーム・パーシュートは４名

で出走、男子チームスプリントは、３名で出走する。  

４km チーム・パーシュートと男子チームスプリントの重複出場も認める。  

 

 

（注６） 女子団体種目： 女子チームスプリントは女子選手の中から２名で出走する。 

 

 

 

 

３ 種別（種目）及び参加人員  

種別 種 目 
監
督 

ス
タ
ッ
フ 

選 手 

参加 

都道 

府県 

合計

(人) 

男子Ａ 

トラック 

・ 

ロード 

ケイリン 

２ <１> 

３ 

３ 

47 517 

スプリント 

ポイント・レース 

スクラッチ・レース 

１㎞タイムトライアル <１> 

個人ロードレース <２> 

男子Ｂ 

トラック 

・ 

ロード 

ケイリン 

３ 

３ 

スプリント 

ポイント・レース 

スクラッチ・レース 

１㎞タイムトライアル <１> 

個人ロードレース <２> 

男子 
トラック 

団体種目 

４km チーム・パーシュート 

<６> 

<４> 

チームスプリント <３> 

女子 

トラック 

・ 

ロード 

ケイリン 

３ 

 

  

３ 

スプリント 

ポイント・レース 

スクラッチ・レース 

１㎞タイムトライアル <１> 

個人ロードレース <２> 

トラック 

団体種目 
チームスプリント <３> <２> 

（注４） ロードレース：１都道府県各種別２名以内とし、トラック個人５種目の中の選手と兼

ねることができるが、必ずしもトラックレースと兼ねる必要はない（追加）。 

（注５） 男子団体種目：男子Ａ、男子Ｂの選手の中から、４㎞チーム・パーシュートは４名で   

    出走、男子チームスプリントは、３名で出走する。出走メンバーについては受付時に申

請する。なお、団体種目への出走を予定していた選手の欠場に伴う団体種目へのチーム

の欠場は認められる。（追加） 

４㎞チーム・パーシュートと男子チームスプリントの重複出場も認める。 

（注６）女子団体種目：女子チームスプリントは２名で出走する。出走メンバーについては受

付時に申請する。なお、団体種目への出走を予定していた選手の欠場に伴う団体種目へ

のチームの欠場は認められる。（追加） 
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４ 競技上の規程及び方法 

競技規則は、公益財団法人日本自転車競技連盟競技規則及び大会特別規則による。 

(1) ４kmチーム・パーシュートとチームスプリントは、予選において決勝/順位決定戦に進出

する４チームを選抜する。予選３、４位のタイムのチームにより３-４位決定戦を、予選

１、２位のタイムのチームにより１-２位決定戦を行う。 

(2) ポイント・レースの予選は、男子Ａ、男子Ｂとも 16km とし、女子は 10km とする。決勝は、 

 男子Ａは 30km、男子Ｂは 24km、女子は 20km とする。 

(3) スクラッチ予選は、男子Ａは８km、男子Ｂ・女子とも６km とし、決勝は、男子Ａは 10km、

男子Ｂ・女子とも８km とする。 

４ 競技上の規程及び方法 

競技規則は、公益財団法人日本自転車競技連盟競技規則及び大会特別規則による。 

⑴ ４㎞チーム・パーシュートとチームスプリントは、予選において決勝/順位決定戦に進出する

４チームを選抜する。予選３、４位のタイムのチームにより３-４位決定戦を、予選１、２位の

タイムのチームにより１-２位決定戦を行う。 

⑵ ポイント・レースの予選は、男子Ａは 14km、男子Ｂと女子は 10 ㎞とする。決勝は、男子Ａ

30km、男子Ｂ20km・女子は 20 ㎞とする。 

⑶ スクラッチ予選は、男子Ａ８km、男子Ｂ・女子５km とし、決勝は、男子Ａ10km、男子Ｂ・女

子８km とする。 
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15 ソフトテニス 

 

 

 

１ 期  日   2025 年 10 月 3 日（金）から 10 月 6 日（月）まで（４日間） 

種  別 10 月 3 日（金） 10 月 4 日（土） 10 月 5 日（日） 10 月 6 日（月） 

成年男子 
１  回 戦 

準 々 決 勝 

準 決 勝 

決     勝 

３～８位決定戦 

  

成年女子 １・２・３回戦 

準 々 決 勝 

準 決 勝 

決     勝 

３～８位決定戦 

  

少年男子   
１ ・ ２ 回 戦 

準 々 決 勝 

準 決 勝 

決     勝 

３～８位決定戦 

少年女子   
１ ・ ２ 回 戦 

準 々 決 勝 

準 決 勝 

決     勝 

３～８位決定戦 

 

３ 種別及び参加人員 

種  別 監  督 選  手 参加都道府県 小  計 合 計（人） 

成年男子 １ ５ 16 96 

648 
成年女子 １ ５ 47 282 

少年男子 １ ５ 21 126 

少年女子 １ ５ 24 144 

 

４ 競技上の規程及び方法 

(3) 監督について 

ア 各種別に監督を配置し、他種別と兼ねることはできない。 

イ 監督を選手が兼ねることはできない。 

(4) 選手・監督の交代について 

ア 選手・監督の交代は、原則として認めない。ただし、特別な事情があるときは、その

理由を明記して監督会議開始前までに、当該都道府県スポーツ協会会長・競技団体会長

から選手交代届を総則８－(6)のとおりに提出し、承認された者に限り出場できる。 

イ 選手と監督の入替えは認めない。 

 

５ 予選方法 

(1) 都道府県連盟は、種別ごとに都道府県大会を実施し、ブロック大会に出場するチームを

決定する。 

(2) 各ブロック大会主管連盟は、本大会実施要項に準じてブロック大会を実施し、本大会に

出場する代表を決定する。ただし、成年女子の代表はブロック大会を行わないで本大会に

出場できる。 

 

 

 

 

１ 期  日   2026 年 10 月 16 日（金）から 10 月 19 日（月）まで（４日間） 

種  別 10 月 16 日（金） 10 月 17 日（土） 10 月 18 日（日） 10 月 19 日（月） 

成年男子   
１ ・ ２ 回 戦 

準 々 決 勝 

準 決 勝 

決     勝 

３～８位決定戦 

成年女子   
１ 回 戦 

準 々 決 勝 

準 決 勝 

決     勝 

３～８位決定戦 

少年男子 １・２・３回戦 

準 々 決 勝 

準 決 勝 

決     勝 

３～８位決定戦 

  

少年女子 
１ ・ ２ 回 戦 

準 々 決 勝 

準 決 勝 

決     勝 

３～８位決定戦 

  

 

３ 種別及び参加人員 

種  別 監  督 選  手 参加都道府県 小  計 合 計（人） 

成年男子 １ ５ 24 144 

648 
成年女子 １ ５ 16 96 

少年男子 １ ５ 47 282 

少年女子 １ ５ 21 126 

 

４ 競技上の規程及び方法 

⑶ 監督について 

ア 各種別に監督を配置し、他種別と兼ねることはできない。 

イ 監督を選手が兼ねることはできない。 

⑷ 選手・監督の交代について 

ア 選手・監督の交代は、（削除）認めない。ただし、特別な事情があるときは、その理由

を明記して監督会議開始前までに、当該都道府県スポーツ協会会長・競技団体会長から

選手交代届を総則８－⑹のとおりに提出し、承認された者に限り出場できる。 

イ 選手と監督の入替えは認めない。 

 

５ 予選方法 

⑴ 都道府県連盟は、種別ごとに都道府県大会を実施し、ブロック大会に出場するチームを

決定する。 

⑵ 各ブロック大会主管連盟は、本大会実施要項に準じてブロック大会を実施し、本大会に

出場する代表を決定する。ただし、少年男子の代表はブロック大会を行わないで本大会に

出場できる。 
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(3) ブロック大会の所属都道府県及びその選抜チーム数は、下表のとおりとする。 

ブロック

名 
都 道 府 県 名 

成年 

男子 

少年

男子 

少年 

女子 

北海道 北海道 1 1 1 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 2 2 3 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 2 3 4 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 2 2 2 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 1 1 2 

近 畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 2 3 3 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 2 2 2 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 1 2 2 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 2 4 4 

開催県 滋賀 1 1 1 

計 16 21 24 

 

10 参加上の注意 

各都道府県の代表選手は、競技の際に、必ず開催地作成のゼッケン（都道府県名・苗字を記

載）を着用すること。 

 

⑶ ブロック大会の所属都道府県及びその選抜チーム数は、下表のとおりとする。 

ブロック

名 
都 道 府 県 名 

成年 

男子 

成年 

女子 

少年 

女子 

北海道 北海道 １ １ １ 

東 北 岩手、宮城、秋田、山形、福島 ３ ２ ３ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ４ ２ ４ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ２ ２ ２ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ２ １ ２ 

近 畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ３ ２ ２ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ２ ２ ２ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 ２ １ １ 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ４ ２ ３ 

開催県 青森 １ １ １ 

計 24 16 21 

 

10 参加上の注意 

各都道府県の代表選手は、競技の際に、必ずその都道府県名・姓（苗字）を記載したゼッケ 

ンを着用すること。 

なお、ゼッケンは開催地にて用意する。 

コート内でのビデオカメラ等での映像の撮影は禁止する。また、選手の写真や動画などの 

SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）関連への無断掲載は、個人情報保護の観点 

から禁止する。（追加） 
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16 卓球 

 

 

１ 期   日   2025 年９月 28 日（日）から 10 月２日（木）まで（５日間） 

種 別 
９月28日

(日) 

９月29日

(月) 

９月30日

(火) 

10月１日

(水) 

10月２日

(木) 

成年男子 １ 回 戦 ２ 回 戦 ３ 回 戦 準 々 決 勝 
準 決 勝 

決   勝 

成年女子 １次リーグ １次リーグ １次リーグ １次リーグ 
準 決 勝 

決   勝 

少年男子  １次リーグ １次リーグ １次リーグ 
準 決 勝 

決   勝 

少年女子 １次リーグ １次リーグ １次リーグ 
１次リーグ 

準々決勝 

準 決 勝 

決   勝 

 

３ 種別及び参加人員 

種  別 監  督 選  手 参加都道府県 小  計 合 計（人） 

成年男子 １ ３ 47 188 

460 
成年女子 １ ３ 20 80 

少年男子 １ ３ 16 64 

少年女子 １ ３ 32 128 

  

４ 競技上の規程及び方法 

(1) 競技規則は、現行の日本卓球ルールによる。 

(2) 試合方法 

ア 成年男子は、トーナメント方式によって勝敗を決め、成年女子、少年男子及び少年

女子は、１次リーグ戦及び決勝トーナメント方式によって勝敗を決める。なお、１次

リーグ戦は、成年女子は各５チーム４グループ、少年男子は各４チーム４グループ、

少年女子は各４チーム８グループに分け、各グループの１位チームが決勝トーナメン

トに進む。 

 

５ 予選方法 

(2) ブロック大会 

ア ブロック大会を実施する種別は、成年女子、少年男子及び少年女子の３種別とする。

成年男子は、ブロック大会を行わないで本大会に出場できる。 

イ ブロック大会区分及び都道府県数は下表のとおりとし、当番県を定めて実施する。

当番県はブロック大会の結果にプログラムを添えて、実施後速やかに公益財団法人日

本卓球協会に連絡する。 

ウ ブロック大会の開催地については、各ブロックに一任する。 

 

 

 

 

 

１ 期  日   2026 年 10 月 11 日（日）から 10 月 15 日（木）まで（５日間） 

種  別 
10 月 11 日

（日） 

10 月 12 日

（月） 

10 月 13 日

（火） 

10 月 14 日

（水） 

10 月 15 日

（木） 

成年男子  １次リーグ １次リーグ １次リーグ 
準 決 勝 

決   勝 

成年女子 １次リーグ １次リーグ １次リーグ 
１次リーグ

準 々 決 勝 

準 決 勝 

決   勝 

少年男子 １ 回 戦 ２ 回 戦 ３ 回 戦 準 々 決 勝 
準 決 勝 

決   勝 

少年女子 １次リーグ １次リーグ １次リーグ １次リーグ 
準 決 勝 

決   勝 

   

３ 種別及び参加人員 

種  別 監  督 選  手 参加都道府県 小  計 合 計(人) 

成年男子 １ ３ 16 64 

460 
成年女子 １ ３ 32 128 

少年男子 １ ３ 47 188 

少年女子 １ ３ 20 80 

 

４ 競技上の規程及び方法 

⑴ 競技規則は、現行の日本卓球ルールによる。 

 ⑵ 試合方法 

ア  少年男子は、トーナメント方式によって勝敗を決め、成年男子、成年女子及び少年女

子は１次リーグ戦及び決勝トーナメントによって勝敗を決める。なお、１次リーグ戦は、

成年男子は各４チーム４グループ、成年女子は各４チーム８グループ、少年女子は各５

チーム４グループに分け、各グループの１位のチームが決勝トーナメントに進む。 

 

 

５ 予選方法 

⑵ ブロック大会 

ア ブロック大会を実施する種別は、成年男子、成年女子及び少年女子の３種別とする。 

少年男子は、ブロック大会を行わないで本大会に出場できる。 

イ ブロック大会区分及び都道府県数は下表のとおりとし、当番県を定めて実施する。当 

番県はブロック大会の結果にプログラムを添えて、実施後速やかに公益財団法人日本卓

球協会に連絡する。 

ウ ブロック大会の開催地については、各ブロックに一任する。 
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(3) ブロック大会区分及び代表チーム数は、下表のとおりとする。 

ブロック

名 
都 道 府 県 名 

成年

女子 

少年

男子 

少年

女子 

北海道 北海道 １ １ １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ２ ２ ４ 

関 東 
茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山

梨 
３ ２ ５ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ２ ２ ３ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ２ １ ３ 

近 畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ２ ２ ４ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ２ ２ ３ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 ２ １ ３ 

九 州 
福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖

縄 
３ ２ ５ 

開催県 滋賀 １ １ １ 

計 20  16 32 

 

８ 表   彰 

(3) 各種別の第１位から第５位（４チーム）までの都道府県に、賞状を授与する。なお、成

年女子及び少年男子の種別については、１次リーグ各グループの２位チームを５位入賞と

し、成年男子及び少年女子については、準々決勝で敗退したチームを５位入賞とする。 

⑶  ブロック大会区分及び代表チーム数は、下表のとおりとする。 

 

８ 表  彰 

⑶ 各種別の第１位から第５位（４チーム）までの都道府県に、賞状を授与する。なお、成 

年男子及び少年女子の種別については、１次リーグ各グループの２位チームを５位入賞と

し、成年女子及び少年男子については、準々決勝で敗退したチームを５位入賞とする。 

ブロック名 都 道 府 県 名 
成年

男子 

成年

女子 

少年

女子 

北海道 北海道 １ １ １ 

東 北 岩手、宮城、秋田、山形、福島 ２ ４ ２ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ２ ５ ３ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ２ ３ ２ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 １ ３ ２ 

近 畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ２ ４ ２ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ２ ３ ２ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 １ ３ ２ 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ２ ５ ３ 

開催地 青森 １ １ １ 

計 16 32 20 
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17 軟式野球 ５ 予選方法 

 (1) 都道府県大会 

    公益財団法人全日本軟式野球連盟の各都道府県支部が細目を定めて実施する。 

 (2) ブロック大会 

  ア 公益財団法人全日本軟式野球連盟の各ブロック支部連合会が細目を定めて実施する。 

  イ ブロック大会区分及び選出チーム数は、次表のとおりとする。 

ブロック名 都  道  府  県  名 成年男子 

北海道 北海道 １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ４ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ６ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ３ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ２ 

近 畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ３ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ４ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 ３ 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ５ 

開催県 滋賀 １ 

計 32 

 

９ 参加申込み方法 

 (3)  参加申込み後の選手・監督の変更は、疾病・傷害の場合並びに特別な事由がある場合

は、資格審査の上、予備登録選手内での変更を認める。 

なお、選手・監督を変更する場合は証明する書類を添付し、参加選手交代（変更）届

を監督会議の３日前《９月 30 日（火）》までに下記ア、イ、ウに提出すること。 

また、本国スポ大会の監督会議 3 日前を過ぎてから、監督に限り疾病・傷害及び特別

な理由により会場で指揮が困難な場合には、資格審査の上、監督の変更を認めることも

ある。 

監督の変更が生じる場合でも、公認軟式野球コーチ１、公認軟式野球コーチ２、 

または公認軟式野球コーチ３、公認軟式野球コーチ４の有資格者とする。 

提 出 先 

ア 〒151-0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷四丁目 27 番７号 

公益財団法人全日本軟式野球連盟 

TEL 03-3404-8831 FAX 03-3479-2523 

５ 予選方法 

⑴   都道府県大会 

公益財団法人全日本軟式野球連盟各都道府県支部ごとに細目を定めて実施する。 

⑵   ブロック大会 

ア 公益財団法人全日本軟式野球連盟の各ブロック支部連合会が細目を定めて実施する。 

イ ブロック大会区分及び選出チーム数は、次表のとおりとする。 

ブロック名 都  道  府  県  名 成年男子 

北海道 北海道 １ 

東 北 岩手、宮城、秋田、山形、福島 ３ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ５ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ４ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ３ 

近 畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ４ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ３ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 ２ 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ６ 

開催県 青森 １ 

計 32 

 

９ 参加申込方法 

⑶  参加申込後の選手・監督の変更は、疾病・傷害の場合並びに特別な事由がある場合は、

資格審査の上、予備登録選手内での変更を認める。 

なお、選手・監督を変更する場合は証明する書類を添付し、参加選手交代（変更）届を監

督会議の３日前(10 月 7 日(水)午後５時)までに下記のア・イ・ウへ提出すること。 

（削除）本国スポ大会の監督会議３日前を過ぎてから、（削除）特別な理由により監督が

不在の場合には、資格審査の上、監督の変更を認めることもある。 

ただし、(追加)監督の変更が生じる場合には、公認軟式野球コーチ１、公認軟式野球コー

チ２、又は公認軟式野球コーチ３、公認軟式野球コーチ４の有資格者とする。 

 提 出 先 

ア 〒151-0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷四丁目 27 番７号 

公益財団法人全日本軟式野球連盟 

TEL 03-3404-8831 FAX 03-3479-2523 

E-mail zennanren@jsbb.or.jp（追加） 
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18 相撲  （変更なし） 
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19 馬術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 期  日    2025 年９月 29 日（月）から 10 月３日（金）まで（５日間） 

月 日 競技番号 競 技 種 目 

第１日 

９月 29 日

（月） 

第１競技 成年男子 馬場馬術競技 

第２競技 少  年 馬場馬術競技 

第３競技 成年女子 二段階障害飛越競技 

第４競技 成年男子 スピードアンドハンディネス競技 

第５競技 少  年 標準障害飛越競技 

第６競技 成年男子 ダービー競技 

第２日 

９月 30 日

（火） 

第７競技 成年女子 馬場馬術競技 

第８競技－１ 成年男子 国体総合馬術競技（馬場馬術） 

第９競技 成年女子 ダービー競技 

第 10 競技 少  年 スピードアンドハンディネス競技 

第 11 競技 成年男子 トップスコア競技 

第 12 競技 少  年 団体障害飛越競技 

第３日 

10 月１日（水） 

第 13 競技 成年男子 自由演技馬場馬術競技 

第 14 競技 少  年 二段階障害飛越競技 

第 15 競技 成年女子 標準障害飛越競技 

第 16 競技 少  年 リレー競技 

第８競技－２ 成年男子 国体総合馬術競技（障害飛越） 

第４日 

10 月２日（木）  

第 17 競技 少  年 自由演技馬場馬術競技 

第 18 競技 成年女子 自由演技馬場馬術競技 

第 19 競技 少  年 ダービー競技 

第 20 競技 成年女子 トップスコア競技 

第 21 競技 成年男子 標準障害飛越競技 

第５日 

10 月３日（金） 

第 22 競技 少  年 トップスコア競技 

第 23 競技 成年男子 六段障害飛越競技 

 

３ 種別（種目）及び参加人員 

種 別 監 督 ホースマネージャー 選手数※ 合 計（人） 

成年男子 

１×47 都道府県 １×47 都道府県 

84 

339 成年女子 67 

少  年 94 

 

 

 

 

 

 

１ 期  日   2026 年 10 月 15 日（木）から 10 月 18 日（日）まで（４日間） 

月 日 競技番号 競 技 種 目 

第１日目 

10 月 15 日 

(木） 

第１競技 成年男子 馬場馬術競技 

第２競技 少  年 馬場馬術競技 

第３競技 成年男子 国スポ総合馬術競技 

第４競技 少  年 トップスコア競技 

第５競技 成年女子 標準障害飛越競技 

第６競技 成年男子 スピードアンドハンディネス競技 

第２日目 

10 月 16 日

（金） 

第７競技 成年女子 馬場馬術競技 

第８競技 成年男子 自由演技馬場馬術競技 

第９競技 少  年 標準障害飛越競技 

第 10 競技 成年男子 トップスコア競技 

第 11 競技 成年女子 スピードアンドハンディネス競技 

第 12 競技 少  年 リレー競技 

第３日目 

10 月 17 日

（土）  

第 13 競技 少  年 自由演技馬場馬術競技 

第 14 競技 成年女子 自由演技馬場馬術競技 

第 15 競技 少  年 国スポ総合馬術競技 

第 16 競技 成年男子 標準障害飛越競技 

第 17 競技 成年女子 トップスコア競技 

第 18 競技 少  年 スピードアンドハンディネス競技 

第４日目 

10 月 18 日

（日） 

第 19 競技 成年女子 国スポ総合馬術競技 

第 20 競技 少  年 団体障害飛越競技 

 

 

 

 

 

 

 

３ 種別及び参加人員 

種 別 監 督 ホースマネージャー 選手数※ 合 計（人） 

成年男子 

１×47 都道府県 １×47 都道府県 

69 

326 成年女子 69 

少  年 94 
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４ 競技上の規程及び方法 

⑴ この競技会は、日本馬術連盟競技会規程最新版及び国民スポーツ大会馬術競技規程最新版

を適用する。 

⑵ 種目別参加都道府県数及び実施要領は次のとおりとする。 

種別 種   目 
都道 

府県数 
実   施   要   領 

成 
 

 

年 
 

 

男 
 

 

子 

標 準 障 害 飛 越 競 技 26 

高さ 140cm 以下、幅 160cm 以下、水濠幅 350cm 以下、

13 障害以内、速度 375m～400m/分、全長約 500m とす

る。 

スピードアンド 

ハンディネス競技 
26 

高さ 130cm 以下、幅 150cm 以下、13 障害以内、全長

600m 未満とする。 

ダービー競技 26 
高さ 125cm 以下、幅 150cm 以下、18 障害以内、速度

375m/分、全長約 800mとする。 

国体総合馬術競技 26 

馬場馬術 国際馬術連盟制定の総合馬術競技・馬場馬

術課目スリースターＢを実施する。 

障害飛越 高さ 120cm 以下、幅 140cm 以下、障害数 10

～11 個/最大飛越数 14 以内、速度 350m/分、全長約

600m 以内とする。 

六段障害飛越競技 26 

障害間の距離約 11m、最終障害の高さ 150cm から行い、

同点者が２名以上の場合は競技を続行し、１位決定ま

で行う。その他で減点が同じ場合は同位とする。 

トップスコア競技 26 
高さ 90～150cm、幅 180cm 以下、10障害以内、規定時

間 60秒とする。 

馬場馬術競技 14 
国際馬術連盟制定のセントジョージ賞典馬場馬術課

目を実施する。 

自由演技馬場馬術競

技 
14 

日本馬術連盟制定の自由演技国体成年馬場馬術課目

を実施する。 

成 
 

年 
 

女 
 

子 

標準障害飛越競技 26 
高さ 125cm 以下、幅 145cm 以下、水濠幅 350cm 以下、

13 障害以内、速度 350m/分、全長約 500m とする。 

二段階障害飛越競技 26 
高さ 120cm 以下、幅 140cm 以下、速度 350m/分、全長

約 600m、第１段階７障害、第２段階５障害以内とする。 

トップスコア競技 26 
高さ 90～140cm、幅 170cm 以下、10障害以内、規定時

間 60秒とする。 

ダービー競技 26 
高さ 11 0 c m 以下、幅 1 5 0 c m 以下、 18 障害以内、速

度 350m/分、全長約 800m とする。 

馬場馬術競技 14 
国際馬術連盟制定のセントジョージ賞典馬場馬術課

目を実施する。 

自由演技馬場馬術競

技 
14 

日本馬術連盟制定の自由演技国体成年馬場馬術課目

を実施する。 

少 
 

 
 

年 

標準障害飛越競技 26 
高さ 120cm 以下、幅 140cm 以下、13 障害以内、速度

350m/分、全長約 500m とする。 

４ 競技上の規程及び方法 

⑴ この競技会は、日本馬術連盟競技会規程最新版及び国民スポーツ大会馬術競技規程最新版

を適用する。 

⑵ 競技別参加都道府県数及び実施要領は次のとおりとする。 

種

別 
種  目 

都道府 

県数 
実  施  要  領 

成 
 

年 
 

男 
 

子 

標 準 障 害 飛 越 競 技 26 

高さ 135cm 以下、幅 150cm 以下、水濠奥行 300cm 以

下、10 障害以下、速度 375m(削除)/分、全長約 500m

とする。 

ス ピ ー ド ア ン ド 

ハ ン デ ィ ネ ス 競 技 
26 

高さ 130cm 以下、幅 150cm 以下、12 障害以下、全長

600m 未満とする。 

国スポ総合馬術競技 26 

固定障害高さ 95～105cm、落下障害高さ 120cm 以下、

幅 140cm 以下、17障害以下、速度 375m/分、全長約

1,000m とする。 

ト ッ プ ス コ ア 競 技 26 
高さ 90～150cm、幅 180cm 以下、10障害以下、規定

時間 60秒とする。 

馬 場 馬 術 競 技 14 
国際馬術連盟制定のセントジョージ賞典馬場馬術課

目を実施する。 

自由演技馬場馬術競

技 
14 

日本馬術連盟制定の自由演技セントジョージ賞典馬

場馬術課目を実施する。 

成 
 

年 
 

女 
 

子 

標 準 障 害 飛 越 競 技 26 

高さ 125cm 以下、幅 145cm 以下、水濠奥行 300cm 以

下、10 障害以下、速度 375m/分、全長約 500m とす

る。 

ス ピ ー ド ア ン ド 

ハ ン デ ィ ネ ス 競 技 
26 

高さ 120cm 以下、幅 140cm 以下、12 障害以下、全長

600m 未満とする。 

国スポ総合馬術競技 26 

固定障害高さ 90～100cm、落下障害高さ 115cm 以下、

幅 130cm 以下、17障害以下、速度 375m/分、全長約

1,000m とする。 

ト ッ プ ス コ ア 競 技 26 
高さ 90～140cm、幅 170cm 以下、10障害以下、規定

時間 60秒とする。 

馬 場 馬 術 競 技 14 
国際馬術連盟制定のセントジョージ賞典馬場馬術課

目を実施する。 

自由演技馬場馬術競

技 
14 

日本馬術連盟制定の自由演技セントジョージ賞典馬

場馬術課目を実施する。 

少 
 

 
 

年 

標 準 障 害 飛 越 競 技 26 
高さ 120cm 以下、幅 140cm 以下、10障害以下、速度

350m/分、全長約 500m とする。 

ス ピ ー ド ア ン ド 

ハ ン デ ィ ネ ス 競 技 
26 

高さ 110cm 以下、幅 130cm 以下、12 障害以下、全長

600m 未満とする。 

リ レ ー 競 技 26 
高さ 110cm 以下、幅 130cm 以下、12 障害以下、全

長 600m 未満とする。 
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スピードアンド 

ハンディネス競技 
26 

高さ 110cm 以下、幅 130cm 以下、13 障害以内、全長

600m 未満とする。 

リレー競技 26 
高さ 120cm 以下、幅 140cm 以下、12 障害以内、全長

約 650m とする。 

ダービー競技 26 
高さ 11 0 c m 以下、幅 1 5 0 c m 以下、18障害以内、速度

350m/分、全長約 800m とする。 

トップスコア競技 26 
高さ 90～140cm、幅 170cm 以下、10障害以内、規定時

間 60秒とする。 

二段階障害飛越競技 26 

高さ 120cm 以下、幅 140cm 以下、速度 350m/分、全長

約 600m、第１段階７障害、第２段階５障害以内とす

る。 

馬場馬術競技 14 
国際馬術連盟制定のジュニアライダー団体馬場馬術

課目を実施する。 

自由演技馬場馬術競

技 
14 

国際馬術連盟制定の自由演技ジュニアライダー馬場

馬術課目を実施する。 

団体障害飛越競技 12 
高さ 110cm 以下、幅 130cm 以下、10 障害以内、速度

350m/分、全長約 500m とする。 

⑶ 全種目を通じて選手の出場は、１人２種目までとする。 

⑷ 全種目を通じて馬の出場は、１頭６種目までとする。 

⑸ 一つの種目への１都道府県の出場は、１回限りとする。 

⑹ 団体障害飛越競技は２名戦で以下のとおり行う（選手は出場枠内で３名まで登録するこ

とができる）。 

⚫ 競技は１日で行い、チームの馬１頭に２名の選手が騎乗し同一コースを走行する。 

⚫ 後段選手の出場順序は、前段の選手の減点と走行タイムによる成績下位のチームか

ら走行する。同点・同タイムの場合は、前段の出場順の早いチームが先に走行する。 

⚫ 前段の選手が失権しても後段の選手は走行可能とする。  

⚫ 出場順は、他の個人競技と同様に組合せ抽選会で決定する。  

⚫ 監督は、競技実施日当日の午前 11 時までに出場選手２名と騎乗順序(前段･後段)を

申告する。  

＜順位決定方法＞ 

⚫ チーム２名の合計成績（減点及び所要タイム）で順位を決定し、総減点の少ないチ

ームを上位とする。  

⚫ 同減点の場合は、２名の所要タイムの合計が少ないチームを上位とする。  

⚫ 合計所要タイムが同じ場合は、比較するチームの中で最も所要タイムの速い選手

が所属するチームを上位とする。それでもなお同タイムの場合は同順位とする。  

⚫ １名が失権したチームは、２名が完走したチームの下位とし、完走者の減点と所要

タイムにより順位を決定する。２名とも失権したチームは、１名が失権したチーム

より下位とし、採点は国民スポーツ大会馬術競技会規程による。  

⑺ 騎乗中は、必ず乗馬競技用ヘッドギアを適正に着用すること。 

⑻ 選手は所属する都道府県名を出場する服装に明記すること。違反した場合は出場できない。 

⑼ 欠場する場合は、それが判明した時点で速やかに欠場届を総務委員に提出しなければな

らない。なお、未提出の場合は、当該都道府県はそれ以降の競技に出場することができな

い。 

国スポ総合馬術競技 26 

固定障害高さ 85～95cm、落下障害高さ 110cm 以下、

幅 120cm 以下、17障害以下、速度 350m/分、全長約

1,000m とする。 

ト ッ プ ス コ ア 競 技 26 
高さ 90～135cm、幅 170cm 以下、10障害以下、規定

時間 60秒とする。 

馬 場 馬 術 競 技 14 
国際馬術連盟制定のジュニアライダー団体馬場馬術

課目を実施する。 

自由演技馬場馬術競

技 
14 

国際馬術連盟制定の自由演技ジュニアライダー馬場

馬術課目を実施する。 

団 体 障 害 飛 越 競 技 12 
高さ 110cm 以下、幅 130cm 以下、10 障害以下、速

度 350m/分、全長約 500m とする。 

 

 

 

 

 

 

⑶ 全種目を通じて選手の出場は、１人２種（削除）までとする。  

⑷ 全種目を通じて馬匹（追加）の出場は、１頭６種目までとする。  

⑸ 一つの種目への１都道府県の出場は、１回限りとする。  

⑹ 団体障害飛越競技は２名戦で以下のとおり行う（選手は出場枠内で３名まで登録するこ

とができる）。  

ア 競技は１日で行い、チームの馬１頭に２名の選手が騎乗し同一コースを走行する。 

イ 後段選手の出場順序は、前段の選手の減点と走行タイムによる成績下位のチームから 

走行する。同点・同タイムの場合は、前段の出場順の早いチームが先に走行する。 

ウ 前段の選手が失権しても後段の選手は走行可能とする。 

エ 出場順は、他の個人競技と同様に組合せ抽選会で決定する。 

オ 監督は、10 月 17 日（土）午後４時までに出場選手２名と騎乗順序（前段・後段）を 

申告する。 

（削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑺ 騎乗中は、必ず馬術競技用ヘッドギアを適正に着用すること。  

⑻ 選手は所属する都道府県名を出場する服装に明記すること。違反した場合は出場できな

い。  

⑼ 欠場する場合は、それが判明した時点で速やかに欠場届を総務委員に提出しなければな  

 らない。なお、未提出の場合は、当該都道府県はそれ以降の競技に出場することができない。 
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５ 予選方法 

⑶ 本大会参加人馬実数については、開催県を除く各都道府県はそれぞれ最大限８頭 12 名

（監督１名、ホースマネージャー１名、選手 10 名）、最小限１頭３名（監督１名、ホース

マネージャー１名、選手１名）とする。 

開催県は 13 頭 14 名（監督１名、ホースマネージャー１名、選手 12 名）とする。  

ただし、個人競技に５頭以上エントリーする場合は、内国産馬を１頭以上含めること。  

なお、参加都道府県は、この他に３名３頭を予備人馬として登録することができる。  

 

ア  本大会参加人馬割当表  

ブ ロ ッ ク

名 
都 道 府 県 名 

選 手 数 
選手 

合計 

馬 匹 数 
成年

男子 

成年 

女子 

少年 

個人 団体 計 個人 団体 計 

北海道 北海道 ３ ３ ２ ２ ４ 10 ７ １ ８ 

東 北 
青森、岩手、宮城、 

秋田、山形、福島 
10 ８ ９ ２ 11 29 20 １ 21 

関 東 

茨城、栃木、群馬、 

埼玉、千葉、東京、 

神奈川、山梨 

13 11 12 ２ 14 38 25 ２ 27 

北信越 
新潟、長野、富山、 

石川、福井 
９ ７ ８ ２ 10 26 17 １ 18 

東 海 
静岡、愛知、三重、 

岐阜 
７ ５ ６ ２ ８ 20 14 １ 15 

近 畿 
京都、大阪、兵庫、 

奈良、和歌山 
９ ７ ８ ２ 10 26 17 １ 18 

中 国 
鳥取、島根、岡山、 

広島、山口 
９ ７ ８ ２ 10 26 17 １ 18 

四 国 
香川、徳島、愛媛、 

高知 
７ ５ ６ ２ ８ 20 14 １ 15 

九 州 

福岡、佐賀、長崎、 

熊本、大分、宮崎、 

鹿児島、沖縄 

13 11 12 ２ 14 38 25 ２ 27 

開催県 滋賀 ４ ３ ３ ２ ５ 12 12 １ 13 

計 84 67 74 20 94 245 168 12 180 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 予選方法 

⑶ 本大会参加人馬実数（削除）は、開催県を除く各都道府県はそれぞれ最大限８頭 12 名 

（監督１名、ホースマネージャー１名、選手 10 名）、最小限１頭３名（監督１名、ホースマ

ネージャー１名、選手１名）とする。  

開催県は 13 頭 13 名（監督１名、ホースマネージャー１名、選手 11 名）とする。 

ただし、個人競技に５頭以上エントリーする場合は、内国産馬を１頭以上含めること。 

なお、参加都道府県は、この他に３名、３頭を予備選手、予備馬として登録することがで

きる。 

ア 本大会参加人馬割当表 

ブロック名  都 道 府 県 名 

選 手 数 
選手 

合計 

馬 匹 数 
成年 

男子 

成年 

女子 

少年 

個人 団体 計 個人 団体 計 

北海道 北海道 ３ ３ ２ ２ ４ 10 ７ １ ８ 

東 北 
岩手、宮城、秋田、 

山形、福島 
７ ７ ８ ２ 10 24 17 １ 18 

関 東 

茨城、栃木、群馬、 

埼玉、千葉、東京、 

神奈川、山梨 

11 11 12 ２ 14 36 25 ２ 27 

北信越 
新潟、長野、富山、 

石川、福井 
７ ７ ８ ２ 10 24 17 １ 18 

東 海 
静岡、愛知、三重、 

岐阜 
６ ６ ６ ２ ８ 20 14 １ 15 

近 畿 
滋賀、京都、大阪、 

兵庫、奈良、和歌山 
８ ８ ９ ２ 11 27 20 １ 21 

中 国 
鳥取、島根、岡山、 

広島、山口 
７ ７ ８ ２ 10 24 17 １ 18 

四 国 
香川、徳島、愛媛、 

高知 
６ ６ ６ ２ ８ 20 14 １ 15 

九 州 

福岡、佐賀、長崎、 

熊本、大分、宮崎、 

鹿児島、沖縄 

11 11 12 ２ 14 36 25 ２ 27 

開催県 青森 ３ ３ ３ ２ ５ 11 12 １ 13 

計 69 69 74 20 94 232 168 12 180 
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ウ 各種目別出場基準 

   種 目 

 

 

 

 

ブロック名 

標準障害飛越競技、ダービー競技、スピ

ードアンドハンディネス競技、国体総合

馬術競技、六段障害飛越競技、トップス

コア競技、二段階障害飛越競技、リレー

競技 

馬場馬術競

技 

少 年 

団体障害飛越競

技 

北海道 １ １ １ 

東 北 ３ ２ １ 

関 東 ４ ２ ２ 

北信越 ３ １ １ 

東 海 ２ １ １ 

近 畿 ３ ２ １ 

中 国 ３ １ １ 

四 国 ２ １ １ 

九 州 ４ ２ ２ 

開催県(滋賀) １ １ １ 

合 計 26 頭 14 頭 12 チーム 
 

ウ 各種目別出場基準  

    種 目 

 

 

 

 

ブロック名 

標準障害飛越競技、（削除）、ス

ピードアンドハンディネス競技、

国スポ総合馬術競技、（削除）、

トップスコア競技、（削除）、少

年（追加）リレー競技 

馬場馬術競技 

少 年 

団体障害飛越競

技 

北海道 １ １ １ 

東 北 ３ ２ １ 

関 東 ４ ２ ２ 

北信越 ３ １ １ 

東 海 ２ １ １ 

近 畿 ３ ２ １ 

中 国 ３ １ １ 

四 国 ２ １ １ 

九 州 ４ ２ ２ 

開催県(青森) １ １ １ 

合 計 26 頭 14 頭 12 チーム 
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20 フェンシ

ング 

１ 期  日   2025 年９月 29 日（月）から 10 月２日（木）まで（４日間） 

種 別 種 目 ９月 29 日（月） ９月 30 日（火） 10月１日（水） 10月２日（木） 

成年男子 

フルーレ １～２回戦 ３回戦～決勝 
 

 
 

サーブル  
 

 
１～２回戦 ３回戦～決勝 

成年女子 

フルーレ １～２回戦 
準々決勝～ 

決   勝 

 

 
 

エペ  
 

 
１ 回 戦 ２回戦～決勝 

少年男子 フルーレ  １～２回戦 
準々決勝～ 

決   勝 
 

少年女子 フルーレ  １～２回戦 
準々決勝～ 

決   勝 
 

 

５ 予選方法 

 (4) ブロック大会区分及び代表チーム数は、下記のとおりとする。 

ブロック名 都 道 府 県 名 
成年 

女子 

少年

男子 

少年

女子 

北海道 北海道 １ １ １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ３ ２ ２ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ３ ４ ３ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 １ １ ２ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ２ １ １ 

近 畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ２ ３ ２ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 １ １ ２ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 ２ ２ １ 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ２ ２ ３ 

開催県 滋賀 １ １ １ 

計 18 18 18 

 

 

１ 期  日   2026 年 10 月 10 日（土）から 10 月 13 日（火）まで（４日間） 

種 別 種 目 10 月 10 日（土） 10 月 11 日（日） 10 月 12 日（月） 10 月 13 日（火） 

成年男子 

フルーレ １～２回戦 ３回戦～決勝 
 

 
 

エペ  
 

 
１～２回戦 ３回戦～決勝 

成年女子 

フルーレ １～２回戦 
準々決勝～ 

決   勝 

 

 
 

サーブル  
 

 
１ 回 戦 ２回戦～決勝 

少年男子 フルーレ  １～２回戦 
準々決勝～ 

決   勝 
 

少年女子 フルーレ  １～２回戦 
準々決勝～ 

決   勝 
 

 

５ 予選方法 

⑷ ブロック大会区分及び代表チーム数は、下記のとおりとする。 

ブロック名 都 道 府 県 名 
成年 

女子 

少年

男子 

少年

女子 

北海道 北海道 １ １ １ 

東 北 岩手、宮城、秋田、山形、福島 ２ ３ ２ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ３ ３ ４ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ２ １ １ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 １ ２ １ 

近 畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ２ ２ ３ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ２ ２ １ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 １ １ ２ 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ３ ２ ２ 

開催県 青森 １ １ １ 

計 18 18 18 
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21 柔道 ３ 種別及び参加人員 

種 別 監 督 選 手 参加都道府県 小 計 合 計（人） 

女  子 １ ５ 47 282 

522 成年男子 １ ５ 18 108 

少年男子 １ ５ 22 132 

 

５ 予選方法 

(1) 各都道府県は、種別ごとに都道府県大会を実施し、ブロック大会に出場する代表を決定

する。ただし、女子の代表は、ブロック大会を行わないで本大会に出場できる。 

(2) 各ブロック大会の主管都道府県は、本大会実施要項に準じてブロック大会を実施し、本

大会に出場する代表を決定する。 

(3) 各ブロック大会の主管都道府県は、各ブロック大会終了後、速やかにその大会の試合成

績結果（参加チーム名も含む）を公益財団法人全日本柔道連盟に届け出なければならない。 

(4) ブロック大会の所属都道府県及びその選抜代表チーム数は、下記のとおりとする。 

ブロック名 都  道  府  県  名 少年男子 成年男子 

北海道 北海道 １ １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ２ ２ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ５ ４ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 １ １ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ２ １ 

近 畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ３ ３ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ２ １ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 １ １ 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ４ ３ 

開催県 滋賀 １ １ 

計 22 18 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

 (4) 成年男子及び少年男子の本大会に参加する選手は、原則としてブロック大会に出場した

選手とする。 

 

３ 種別及び参加人員 

種 別 監 督 選 手 参加都道府県 小 計 合 計（人） 

成年男子 １ ５ 47 282 

522 女  子 １ ５ 22 132 

少年男子 １ ５ 18 108 

 

５ 予選方法 

⑴ 各都道府県は、種別ごとに都道府県大会を実施し、ブロック大会に出場する代表を決定す

る。ただし、成年男子の代表は、ブロック大会を行わないで本大会に出場できる。 

⑵ 各ブロック大会の主管都道府県は、本大会実施要項に準じてブロック大会を実施し、本大

会に出場する代表を決定する。 

⑶ 各ブロック大会の主管都道府県は、各ブロック大会終了後、速やかにその大会の試合成績

結果（参加チーム名も含む）を公益財団法人全日本柔道連盟に届け出なければならない。 

⑷ ブロック大会の所属都道府県及びその選抜代表チーム数は、下記のとおりとする。 

ブロック名 都  道  府  県  名 女子 少年男子 

北海道 北海道 １ １ 

東 北 岩手、宮城、秋田、山形、福島 ２ ２ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ５ ４ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 １ １ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ２ １ 

近 畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ３ ３ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ２ １ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 １ １ 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ４ ３ 

開催県 青森 １ １ 

計 22 18 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

 ⑷ 女子及び少年男子の本大会に参加する選手は、原則としてブロック大会に出場した選手と

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第８０回国民スポーツ大会（青森県）各競技実施要項の変更・修正について 

 

競 技 名 第 79 回国民スポーツ大会実施要項 第 80 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

22 ソフトボール ５ 予選方法 

 (4) ブロック大会区分及び各種別の代表チーム数は、次の表のとおりとする。 

ブロック名 都 道 府 県 名  
成年 

男子 

成年 

女子 

少年 

男子 

少年 

女子 

北海道 北海道 １ １ １ １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ２ ２ １ １ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ２ ２ ２ ２ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ２ １ １ １ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 １ １ １ １ 

近 畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 １ １ ２ ２ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 １ １ １ １ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 １ １ １ １ 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 １ ２ ２ ２ 

開催県 滋賀 １ １ １ １ 

計 13 13 13 13 

 

９ 参加申込み方法 

(3) 参加申込み締切後の選手・監督の変更は、疾病、傷害、転勤等の特別な場合のみ認める 

ものとし、その取扱いについては次のとおりとする。 

ウ  提出方法  交代届を記載、押印後、PDF データをメール送信 

５ 予選方法 

⑷ ブロック大会区分及び各種別の代表チーム数は、次の表のとおりとする。 

ブロック名 都 道 府 県 名 
成年

男子 

成年

女子 

少年

男子 

少年

女子 

北海道 北海道 １ １ １ １ 

東 北 岩手、宮城、秋田、山形、福島 １ １ ２ ２ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ２ １ ２ ２ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 １ １ １ １ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 １ １ １ １ 

近 畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ２ ２ １ １ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 １ ２ １ １ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 １ １ １ １ 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ２ ２ ２ ２ 

開催県 青森 １ １ １ １ 

計 13 13 13 13 

 

９ 参加申込方法 

⑶ 参加申込締切後の選手・監督の変更は、疾病、傷害、転勤等の特別な場合のみ認めるも 

のとし、その取扱いについては次のとおりとする。 

ウ 提出方法  交代届を記載、（削除）PDF データをメール送信 
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競 技 名 第 79 回国民スポーツ大会実施要項 第 80 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

23 バドミントン 

 

１ 期  日   2025 年９月 28 日（日）から 10 月１日（水）まで（４日間） 

種  別 
９月 28 日

（日） 

９月 29 日

（月） 
９月 30 日（火） 10 月１日（水） 

成年男子 １回戦 ２ 回 戦 準々決勝・準決勝 
３位決定戦・決

勝 

成年女子  １ 回 戦 準々決勝・準決勝 
３位決定戦・決

勝 

少年男子  １ 回 戦 準々決勝・準決勝 
３位決定戦・決

勝 

少年女子 １・２回戦 ３ 回 戦 準々決勝・準決勝 
３位決定戦・決

勝 

 

３ 種別及び参加人員 

種  別 監 督 選 手 参加都道府県 小 計 合 計(人) 

成年男子 １ ３ 32 128 

444 
成年女子 １ ３ 16  64 

少年男子 １ ３ 16  64 

少年女子 １ ３ 47 188 

 

４ 競技上の規程及び方法 

(1) 2025 年度の公益財団法人日本バドミントン協会競技規則、同大会運営規程及び同公認

審判員規程による。 

(2) 各種別とも１複２単による都道府県対抗トーナメント方式とし、うち２試合を得た方

を勝ちとし、勝敗決定後の試合は打ち切る。また、３位決定戦を行う。 

 (3) 組合せは、公益財団法人日本バドミントン協会指名のレフェリー（競技役員長）もし

くは、デピュティーレフェリー（競技審判部長）の指示及び公益財団法人日本スポーツ

協会国スポ委員の立会いの下、主管団体役員との間で厳正に執り行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 期  日   2026 年 10 月 11 日（日）から 10 月 14 日（水）まで（４日間） 

種  別 
10 月 11 日

（日） 

10 月 12 日

（月） 
10 月 13 日（火） 10 月 14 日（水） 

成年男子  １ 回 戦 準々決勝・準決勝 
３位決定戦・決

勝 

成年女子 １ 回 戦 ２ 回 戦 準々決勝・準決勝 
３位決定戦・決

勝 

少年男子 １・２回戦 ３ 回 戦 準々決勝・準決勝 
３位決定戦・決

勝 

少年女子  １ 回 戦 準々決勝・準決勝 
３位決定戦・決

勝 

 

３ 種別及び参加人員 

種  別 監 督 選 手 参加都道府県 小 計 合 計（人） 

成年男子 １ ３ 16   64 

444 
成年女子 １ ３ 32  128 

少年男子 １ ３ 47  188 

少年女子 １ ３ 16   64 

 

４ 競技上の規程及び方法 

⑴   2026 年度の公益財団法人日本バドミントン協会競技規則・同大会運営規程並びに同公

認審判員規程による。競技中の服装については、公益財団法人日本スポーツ協会『国民ス

ポーツ大会ユニフォーム規程』を優先適用する。（追加） 

⑵   各種別とも１複２単による都道府県対抗トーナメント方式とし、うち２試合を得た方を

勝ちとし、勝敗決定後の試合は打ち切る。また、３位決定戦を行う。 

⑶   組合せは、公益財団法人日本バドミントン協会指名のレフェリー（削除）、デピュティー

レフェリー（削除）の指示及び公益財団法人日本スポーツ協会国スポ委員の立会いの下、

主管団体役員との間で厳正に執り行う。 
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５ 予選方法 

ブロック大会を通過したチームが本大会に出場する。（少年女子は全都道府県が参加） 

ブロック大会区分及び選出チーム数は、下表のとおりとする。 

ブロック名 都  道  府  県  名 
成年 

男子 

成年 

女子 

少年 

男子 

北 海 道 北海道 １ １ １ 

東  北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ４ ２ ２ 

関  東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ６ ２ ２ 

北 信 越 新潟、長野、富山、石川、福井 ３ ２ ２ 

東  海 静岡、愛知、三重、岐阜 ２ １ １ 

近  畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ４ ２ ２ 

中  国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ３ ２ ２ 

四  国 香川、徳島、愛媛、高知 ２ １ １ 

九  州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ６ ２ ２ 

開 催 県 滋賀 １ １ １ 

計 32 16 16 

 

９ 参加申込み方法 

 

(3) 参加申込み締切後の選手変更は、疾病、傷害、一親等内の親族の弔事などの特別な事

情の場合のみ認めるものとし、その場合は、下記のア、イ、ウの事務局宛に文書で届け

出なければならない。疾病、傷害などによる変更の場合は医師の診断書の添付が必要と

なる。また、監督変更については正当な理由がある場合は認められるが、選手変更と同

様に下記のア、イ、ウの事務局宛に文書で届けなければならない。その場合、監督交代

の理由書の添付が必要となる。ただし、いずれの文書の提出も監督会議開催前までとす

る。 

 

５ 予選方法 

ブロック大会を通過したチームが本大会に出場する。（少年男子は全都道府県が参加） 

ブロック大会区分及び選出チーム数は、下表のとおりとする。 

ブロック名 都 道 府 県 名 
成年 

男子 

成年 

女子 

少年 

女子 

北海道 北海道 １ １ １ 

東 北 岩手、宮城、秋田、山形、福島 ２ ４ ２ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ２ ６ ２ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ２ ３ ２ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 １ ２ １ 

近 畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ２ ４ ２ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ２ ３ ２ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 １ ２ １ 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ２ ６ ２ 

開催県 青森 １ １ １ 

計 16 32 16 

 

９ 参加申込方法 

  総則８に定めるもののほか、次による。（追加） 

⑶ 参加申込締切後の選手変更は、疾病、傷害、一親等内の親族の弔事などの特別な事情の 

場合のみ認めるものとし、その場合は、下記のア、イ、ウの事務局宛にメールで届け出なけ

ればならない。疾病、傷害などによる変更の場合は医師の診断書の添付が必要となる。ま

た、監督変更については正当な理由がある場合は認められるが、選手変更と同様に下記の

ア、イ、ウの事務局宛にメールで届けなければならない。その場合、監督交代の理由書の添

付が必要となる。ただし、いずれの文書の提出も監督会議開催前までとする。 
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24 弓道 

 

４ 競技上の規程及び方法 

⑼ 取矢 

公益財団法人全日本弓道連盟「弓道競技規則」改定（令和 7 年 5 月 14 日付）に伴い、 

少年・成年種別とも取矢は行っても行わなくてもどちらでもよいものとする。 

⑽ 使用する弓具 

近的競技、遠的競技とも日本弓具を使用する。 

 ⑾ 選手は矢を６本（替矢２本を含む）用意すること。同中（点）競射の１本目は替矢から

使用する。 

⑿ 参加申込書に記載した立順は、変更することができない。 

⒀ 予選の立順及び決勝トーナメント戦の組合せは、抽選により決定する。 

 

５ 予選方法 

⑷ ブロック大会区分及び各種別の代表チーム数は、次表のとおりとする。 

ブロック

名 
都 道 府 県 名 

成年 少年 

男子 女子 男子 女子 

北海道 北海道 １ １ １ １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ３ ３ ２ ２ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ４ ４ ３ ３ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ２ ３ ２ ２ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ２ ２ ２ ２ 

近 畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ２ ２ １ １ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ３ ２ ２ ２ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 ２ ２ ２ ２ 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ４ ４ ３ ３ 

開催県 滋賀 １ １ １ １ 

計 24 24 19 19 

９ 参加申込み方法 

⑶ 参加申込み締切後の選手・監督変更は、特別な事情がない限り認めない。特別な事情と

は一親等内の親族の重篤な病気・怪我、事故、弔事とする。特別な事情で選手・監督を変

更する場合は、「参加選手・監督変更届」を提出しなければならない。 

 

４ 競技上の規程及び方法 

（削除） 

 

 

⑼ 使用する弓具 

近的競技、遠的競技とも日本弓具を使用する。 

⑽ 選手は矢を６本（替矢２本を含む）用意すること。同中（点）競射の１本目は替矢から 

使用する。 

⑾ 参加申込書に記載した立順は、変更することができない。 

⑿ 予選の立順及び決勝トーナメント戦の組合せは、抽選により決定する。 

   

５ 予選方法 

⑷ ブロック大会区分及び各種別の代表チーム数は、次表のとおりとする。 

ブロック

名 
都 道 府 県 名 

成年 少年 

男子 女子 男子 女子 

北海道 北海道 １ １ １ １ 

東 北 岩手、宮城、秋田、山形、福島 ２ ２ １ １ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ４ ４ ３ ３ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ３ ２ ２ ２ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ２ ２ ２ ２ 

近 畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ３ ３ ２ ２ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ２ ３ ２ ２ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 ２ ２ ２ ２ 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ４ ４ ３ ３ 

開催県 青森 １ １ １ １ 

計 24 24 19 19 

９ 参加申込方法 

⑶ 参加申込締切後の選手・監督変更は、特別な事情がない限り認めない。特別な事情と 

は一親等内の親族の重篤な病気・怪我、事故、弔事とする。特別な事情で選手・監督を変 

更する場合は、弓道競技実施要項で規定された（追加）「参加選手・監督変更届」を提出し

なければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 



第８０回国民スポーツ大会（青森県）各競技実施要項の変更・修正について 

 

競 技 名 第 79 回国民スポーツ大会実施要項 第 80 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

25 ライフル射撃 

 

 

１ 期  日   2025 年 10 月４日（土）から 10 月７日（火）まで（４日間） 

月  日 種          目 

10 月４日（土） 

50ｍライフル男子伏射 60 発競技（FR60PR） 

50ｍライフル女子伏射 60 発競技（R60PR） 

10ｍエア・ライフル男子 60 発競技（AR60） 

10ｍエア・ライフル女子 60 発競技（AR60W） 

ビーム・ライフル少年女子 60 発競技（BR60WJ） 

25ｍセンター・ファイア・ピストル男子 60 発競技（CFP60 精密 30 発） 

10 月５日（日） 

50ｍライフル女子三姿勢競技（R3X20）  

50ｍライフル男子立射 40 発競技（FR40）  

10ｍエア・ライフル少年男子 60 発競技（AR60J）  

10ｍエア・ライフルミックス競技（ARMix）  

10ｍエア・ライフル少年女子 30 発競技（AR30WJ）  

ビーム・ライフル少年男子 60 発競技（BR60J） 

ビーム・ピストル少年女子 60 発競技（BP60WJ）  

25ｍセンター・ファイア・ピストル男子 60 発競技（CFP60 速射 30 発） 

10 月６日（月） 

50ｍライフル男子三姿勢競技（FR3X20）  

10ｍエア・ライフル少年女子 60 発競技（AR60WJ）  

10ｍエア・ライフル少年男子 30 発競技（AR30J）  

10ｍエア・ピストル女子 60 発競技（AP60W）  

ビーム・ピストル少年男子 60 発競技（BP60J） 

ビーム・ライフル少年ミックス競技（BRMixJ）  

25ｍセンター・ファイア・ピストル男子 30 発競技（CFP30） 

10 月７日（火） 10ｍエア・ピストル男子 60 発競技（AP60）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 期  日   2026 年９月 10 日（木）から９月 13 日（日）まで（４日間） 

月  日 種          目 

９月 10 日（木） 

50ｍライフル男子立射 40 発競技（FR40） 

50ｍライフル女子伏射 60 発競技（R60PR） 

10ｍエア・ライフル女子 60 発競技（AR60W） 

10ｍエア・ライフル少年男子 30 発競技（AR30J） 

ビーム・ライフル少年男子 60 発競技（BR60J） 

（削除） 

９月 11 日（金） 

（削除） 

50ｍライフル男子伏射 60 発競技（FR60PR） 

10ｍエア・ライフル男子 60 発競技（AR60） 

10ｍエア・ピストル女子 60 発競技（AP60W） 

10ｍエア・ライフル少年女子 30 発競技（AR30WJ） 

ビーム・ライフル少年女子 60 発競技（BR60WJ） 

ビーム・ピストル少年女子 60 発競技（BP60WJ） 

25ｍセンター・ファイア・ピストル男子 60 発競技（CFP60 精密 30 発） 

９月 12 日（土） 

50ｍライフル女子三姿勢競技（R3×20） 

10ｍエア・ライフル少年男子 60 発競技（AR60J） 

（削除） 

10ｍエア・ピストル男子 60 発競技（AP60） 

ビーム・ピストル少年男子 60 発競技（BP60J） 

ビーム・ライフル少年ミックス競技（BRMixJ） 

25ｍセンター・ファイア・ピストル男子 60 発競技（CFP60 速射 30 発） 

９月 13 日（日） 

（削除） 

50ｍライフル男子三姿勢競技（FR3×20） 

10ｍエア・ライフルミックス競技（ARMix） 

10ｍエア・ライフル少年女子 60 発競技（AR60WJ） 

25ｍセンター・ファイア・ピストル男子 30 発競技（CFP30） 
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３ 種別（種目）及び参加人員 

種 

   

別 

種       目   （略 称） 

記 

 

 

号 

フル

ァの

イ有

ナ無 

監 

 

 

督 

選 

 

 

手 

参都 

道 

 府 

加県 

計 

成 

年 

男 

子 

50ｍライフル男子三姿勢競技（FR3X20） 

50ｍライフル男子立射 40 発競技（FR40） 

Ａ 

Ｂ 

有 

無 

１ 

１ 22 

428 

50ｍライフル男子伏射 60 発競技（FR60PR） Ｃ 有 １ 22 

10ｍエア・ライフル男子 60 発競技（AR60） Ｄ 有 １ 47 

10ｍエア・ピストル男子 60 発競技（AP60） Ｅ 有 １ 24 

25ｍセンター・ファイア・ピストル男子 60 発競技（CFP60） 

25ｍセンター・ファイア・ピストル男子 30 発競技（CFP30） 

Ｆ 

Ｇ 

有 

無 
１ 47 

成 

年 

女 

子 

50ｍライフル女子三姿勢競技（R3X20） 

50ｍライフル女子伏射 60 発競技（R60PR） 

Ｈ

Ｉ 

有 

無 
１ 22 

10ｍエア・ライフル女子 60 発競技（AR60W） Ｊ 有 １ 24 

10ｍエア・ピストル女子 60 発競技（AP60W） Ｋ 有 １ 24 

MIX

成年 
10ｍエア・ライフルミックス競技（ARMix） 

Ｌ 

Ｍ 
有 

(1) 

(1) 

(12) 

(12) 

少 

年 

男 

子 

10ｍエア・ライフル少年男子 60 発競技（AR60J） 

10ｍエア・ライフル少年男子 30 発競技（AR30J） 

Ｎ 

Ｏ 

有 

無 
１ 24 

ビーム・ライフル少年男子 60 発競技（BR60J） Ｐ 有 １ 22 

ビーム・ピストル少年男子 60 発競技（BP60J） Ｑ 有 １ 16 

少 

年 

女 

子 

10ｍエア・ライフル少年女子 60 発競技（AR60WJ） 

10ｍエア・ライフル少年女子 30 発競技（AR30WJ） 

Ｒ

Ｓ 

有 

無 
１ 24 

ビーム・ライフル少年女子 60 発競技（BR60WJ） Ｔ 有 １ 47 

ビーム・ピストル少年女子 60 発競技（BP60WJ） Ｕ 有 １ 16 

MIX

少年 
ビーム・ライフル少年ミックス競技（BRMixJ） 

Ｖ

Ｗ 
有 

(1) 

(1) 

(12) 

(12) 

 

 

 

 

 

３ 種別（種目）及び参加人員 

種 

   

別 

種       目   （略 称） 

記 

 

 

号 

フの 

ァ有 

イ無 

ナ  

ル  

監 

 

 

督 

選 

 

 

手 

参都 

 道 

府 

加県               

計 

成 

年 

男 

子 

50ｍライフル男子三姿勢競技（FR3×20） 

50ｍライフル男子立射 40 発競技（FR40） 

Ａ 

Ｂ 

有 

無 

１ 

１ 22 

428 

50ｍライフル男子伏射 60 発競技（FR60PR） Ｃ 有 １ 22 

10ｍエア・ライフル男子 60 発競技（AR60） Ｄ 有 １ 24 

10ｍエア・ピストル男子 60 発競技（AP60） Ｅ 有 １ 24 

25ｍセンター・ファイア・ピストル男子 60 発競技（CFP60） 

25ｍセンター・ファイア・ピストル男子 30 発競技（CFP30） 

Ｆ 

Ｇ 

有 

無 
１ 47 

成 

年 

女 

子 

50ｍライフル女子三姿勢競技（R3×20） 

50ｍライフル女子伏射 60 発競技（R60PR） 

Ｈ 

Ｉ 

有 

無 
１ 22 

10ｍエア・ライフル女子 60 発競技（AR60W） Ｊ 有 １ 47 

10ｍエア・ピストル女子 60 発競技（AP60W） Ｋ 有 １ 24 

MIX

成年 
10ｍエア・ライフルミックス競技（ARMix） 

Ｌ 

Ｍ 
有 

(1) 

(1) 

(12) 

(12) 

少 

年 

男 

子 

10ｍエア・ライフル少年男子 60 発競技（AR60J） 

10ｍエア・ライフル少年男子 30 発競技（AR30J） 

Ｎ 

Ｏ 

有 

無 
１ 24 

ビーム・ライフル少年男子 60 発競技（BR60J） Ｐ 有 １ 47 

ビーム・ピストル少年男子 60 発競技（BP60J） Ｑ 有 １ 16 

少 

年 

女 

子 

10ｍエア・ライフル少年女子 60 発競技（AR60WJ） 

10ｍエア・ライフル少年女子 30 発競技（AR30WJ） 

Ｒ 

Ｓ 

有 

無 
１ 24 

ビーム・ライフル少年女子 60 発競技（BR60WJ） Ｔ 有 １ 22 

ビーム・ピストル少年女子 60 発競技（BP60WJ） Ｕ 有 １ 16 

MIX

少年 
ビーム・ライフル少年ミックス競技（BRMixJ） 

Ｖ

Ｗ 
有 

(1) 

(1) 

(12) 

(12) 
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４ 競技上の規程及び方法 

(3)  銃器・弾薬 

ア  10ｍエア・ライフル及びエア・ピストル種目の出場選手は、銃の所持許可証・射手手帳及び

会員証を、50ｍライフル種目及び CFP種目の出場選手は、銃の所持許可証・火薬類譲受許可証・

射手手帳及び会員証を携帯し用具検査の際に提示しなければならない。 

        ただし、省庁装備銃に関しては、所属長等の発行する携帯証明書をもって所持許可証

に代えることができる。 

(6) 競技方法 

AR30J、AR30WJ は、以下の 2 ステージ制で行う。 

記 号 種 目 射 撃 方 法 

Ｏ AR30J ステージ１：立射 30 発の得点で上位８人を決定 

ステージ２：AR60 のファイナルに同じ 

Ｓ AR30WJ Ｏの AR30J に同じ 

 

 

 

５ 予選方法 

予選申込みにより、参加都道府県数が３の「種別（種目）及び参加人員」に定められた数

を超過した場合は、次のブロックごとに予選を行い、出場都道府県を決定する。 

ブロック大会区分、予選を実施する種目及び各種目の国スポ参加人員の配分は、次表のと

おりとする。 

ブ
ロ
ッ
ク
名 

都道府県名 

都
道
府
県
数 

成年男子 成年女子 少年男子 少年女子 

Ａ 

Ｂ 
Ｃ Ｅ 

Ｈ 

Ｉ 
Ｊ Ｋ 

Ｎ 

Ｏ 
Ｐ Ｑ 

Ｒ 

Ｓ 
Ｕ 

FR 

3X20 

FR40 

FR 

60P

R 

AP 

60 

R 

3X20 

R60P

R 

AR 

60W 

AP 

60W 

AR 

60J 

AR 

30J 

BR 

60J 

BP 

60J 

AR 

60WJ 

AR 

30WJ 

BP 

60W

J 

北海道 

東  北 

北海道、青森、 

岩手、宮城、秋

田、山形、福島 

７ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ２ ３ ２ 

関  東 

茨城、栃木、 

群馬、埼玉、 

千葉、東京、 

神奈川、山梨 

８ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ２ ４ ２ 

北信越 
新潟、長野、 

富山、石川、福井 
５ ２ ３ ２ ３ ３ ３ ２ ２ １ ２ １ 

東  海 
静岡、愛知、 

三重、岐阜 
４ ２ １ ３ １ ２ ２ ３ ２ ２ ２ ２ 

４ 競技上の規程及び方法 

⑶  銃器・弾薬 

ア  10ｍ（削除）ライフル及びエア・ピストル種目の出場選手は、銃の所持許可証・射手手帳及び

会員証を、50ｍライフル種目及び 25ｍセンター・ファイア・ピストル種目の出場選手は、銃の所

持許可証・火薬類譲受許可証・射手手帳及び会員証を携帯し用具検査の際に提示しなければなら

ない。ただし、省庁装備銃に関しては、所属長等の発行する携帯証明書をもって所持許可

証に代えることができる。 

⑹ 競技方法 

AR30J、AR30WJ は、以下の２ステージ制で行う。 

記  号 種 目 射  撃  方  法 

Ｏ  AR30J 

ステージ１、立射 30 発の得点で上位８人を決定。 

ステージ２、立射 10 発の得点に２発（１発 50 秒×２）ごとの得

点を加算していく勝ち抜き戦 

Ｓ  AR30WJ Ｏの AR30J に同じ 

 

５ 予選方法 

予選申込みにより、参加都道府県数が３の「種別（種目）及び参加人員」に定められた数を

超過した場合は、次のブロックごとに予選を行い、出場都道府県を決定する。 

ブロック大会区分、予選を実施する種目及び各種目の国スポ参加人員の配分は、次表のとお

りとする。 

ブ
ロ
ッ
ク
名 

都道府県名 

都
道
府
県
数 

成年男子 成年女子 少年男子 少年女子 

Ａ 

Ｂ 
Ｃ Ｄ Ｅ 

H 

Ｉ 
K 

N 

Ｏ 
Q 

R 

Ｓ 
Ｔ Ｕ 

FR 

3✕20 

FR40 

FR 

60P

R 

AR 

60 

AP 

60 

R3✕

20 

R60P

R 

AP 

60W 

AR 

60J 

AR 

30J 

BP 

60J 

AR 

60WJ 

AR 

30WJ 

BR 

60W

J 

BP 

60W

J 

北海道 

東  北 

北海道 岩手 

宮城 秋田 

山形 福島 

６ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ２ ３ ３ ３ 

関  東 

茨城 栃木 群馬 

埼玉 千葉 東京 

神奈川 山梨 

８ ５ ３ ３ ４ ３ ３ ３ ２ ４ ３ ２ 

北信越 
新潟 長野 富山 

石川 福井 
５ ２ ３ ２ ２ ３ ２ ２ １ ２ ２ １ 

東  海 
静岡 愛知 三重 

岐阜 
４ ２ １ ２ ２ ２ ２ ２ １ ３ １ １ 
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近  畿 

京都、大阪、 

兵庫、奈良、 

和歌山 

５ ３ ４ ２ ３ ２ ２ ２ ３ ２ ３ ２ 

中  国 
鳥取、島根、 

岡山、広島、山口 
５ ３ ２ ３ ２ ２ ３ ２ ２ １ ２ １ 

四  国 
香川、徳島、 

愛媛、高知 
４ １ １ ２ １ ３ ３ ３ ２ ２ ３ ２ 

九  州 

福岡、佐賀、長

崎、 

熊本、大分、宮

崎、 

鹿児島、沖縄 

８ ３ ３ ４ ４ ４ ３ ４ ３ ３ ４ ３ 

開催県 滋賀 １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 

計 47 22 22 24 22 24 24 24 22 16 24 16 

 

９  参加申込み方法 

(3)  参加申込み締切後の選手の変更は、疾病、傷害等の特別な場合のみ認める。また、監督の

変更は６(1)(2)の条件を充たしている事とする。その取り扱いについては次のとおりとす

る。 

 

10  参加上の注意 

  (5)  ビーム･ライフル、ビーム・ピストル及びそれらに使用するバッテリーは各自持参する

こと。 

 (6) AR・AP の圧縮空気を充填する際に使用する AR・AP 用アダプターは、各自持参するこ

と。 

(9) ワンタイムオンリー検査を受けていない人は、競技前検査を受けること。公式練習も含

む大会期間中に用具検査場で適合状況について、任意競技前検査として測定、確認をする

ことができる。 

近  畿 

滋賀 京都 大阪 

兵庫 奈良  

和歌山 

６ ３ ３ ３ ２ ２ ３ ３ ３ ２ ２ ２ 

中  国 
鳥取 島根 岡山 

広島 山口 
５ ２ ２ ３ ４ ２ ３ ２ １ ２ ３ ２ 

四  国 
香川 徳島 愛媛 

高知 
４ １ １ ３ ２ ２ ３ ３ １ ３ １ ２ 

九  州 

福岡 佐賀 長崎 

熊本 大分 宮崎 

鹿児島 沖縄 

８ ３ ５ ４ ４ ４ ４ ５ ４ ４ ６ ２ 

開催県 青森 １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 

 計 47 22 22 24 24 22 24 24 16 24 22 16 

 

９  参加申込方法 

⑶  参加申込締切後の選手の変更は、疾病、傷害等の特別な場合のみ認める。 

また、やむを得ない事情により監督が不在となる場合の監督の変更は６⑴⑵の条件を充

たしている事とする。その取扱いについては次のとおりとする。 

 

10  参加上の注意 

⑸ エア･ライフル、エア･ピストルの圧縮空気を充填する際に使用するアダプターは、各自 

持参すること。 

⑹ ビーム･ライフル、ビーム・ピストル及び使用するバッテリーは各自持参すること。  

 

⑼  大会参加者は、マイナ保険証等を持参すること。 

 

 

⑽ 国民スポーツ大会ユニフォーム規程に関する検査を実施するので、選手は全員競技前検 

査を受けること。公式練習を含む大会期間中に用具検査場で適合状況について、任意競技前

検査として測定、確認をすることはできる。（追加） 

 

 

 

競 技 名 第 79 回国民スポーツ大会実施要項 第 80 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

26 剣道  （変更なし） 
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27 ラグビー 

 フットボール 

１ 期  日   2025 年 10 月３日（金）から 10 月７日（火）まで（５日間） 

種 別 
10月３日

（金） 

10月４日

（土） 

10月５日

（日） 

10月６日

（月） 

10月７日

（火） 

成年男子  

 

 
 

予選プール/ 

決勝トーナメント  
決勝トーナメント 

女  子  予選プール/ 

決勝トーナメント  
決勝トーナメント    

少年男子 １ 回 戦 ２ 回 戦  

 

準 決 勝 

５・７位決定戦 

決  勝 

 

４ 競技上の規程及び方法 

(1)  2025 年度版 World Rugby 競技規則にて実施する 

・少年男子 高体連主催の大会におけるフロントローの入替に準ずる。 

交替/入替のプレーヤー数は８名以内とする。 

フロントローについては３名まで、その他のプレーヤーについては５名まで入替でき

る。 

フォワードのプレーヤーがシンビンもしくは退場で 1 名少なくなった場合は 7 人で

スクラムを組むか 8 人で組むかをレフリーはチームに確認をする。 

バックスのプレーヤーの場合は 8 人でスクラムを組まなければならない。 

・成年男子・女子 交替/入替の回数は延長戦も含み、５回以内とする。 

 

 

 

 

 

(5) 少年男子の試合形式 

トーナメント方式とする。 

トーナメントにおいて、規定時間内に、同点のため次の試合への出場チームが決まらな

い場合及び順位を決めなければならない場合、次の方法で決める。 

ア 総トライ数の多いチームを上位とする。 

イ 総トライ数も同じ場合は、ペナルティトライ数の多いチームを上位とする。 

ウ 総トライ数もペナルティトライ数も同数の場合は、トライ後のゴール数の多いチー

ムを上位とする。 

エ 上記の方法で決定できない時は、抽選によって次回への出場または順位を決める。 

オ 決勝戦の場合は上記の定めにかかわらず、両チーム優勝とする。また、５・７位決定

戦で同点の場合、上記の定めにかかわらず、その順位を共有し、次の順位を欠位とする。 

 (6) 雷等、荒天時等における「中断」「再開」「勝敗」について 

試合中に落雷（雷鳴・雷光）が発生した場合、直ちに試合を中断させる。中断ならびに

再開の判断は競技担当責任者を中心に、気象庁から発表される気象警報を確認し、大会関

係者と協議し決定する。 

再開の判断は、中断後概ね 30 分後を目途とする。 

チームのウォーミングアップ時間を十分に配慮した上で、試合再開時刻を決定する。 

試合が中断し再開出来ないと判断した場合、以下の方法で勝者を決定する。 

１ 期  日   2026 年 10 月 15 日（木）から 10 月 19 日（月）まで（５日間） 

種  別 
10月15日

（木） 

10月16日

（金） 

10月17日

（土） 

10月18日

（日） 

10月19日

（月） 

成年男子  
予選プール/ 

決勝トーナメント 
決勝トーナメント   

女  子    
予選プール/ 

決勝トーナメント 
決勝トーナメント 

少年男子 1 回 戦 ２ 回 戦 
 準 決 勝 

５・７位決定戦 
決   勝 

 

４ 競技上の規程及び方法 

⑴  2026 年度版 World Rugby 競技規則にて実施する。 

ア、  少年男子 

   (ｱ)試合開始時の人数は、両チームとも１５名が競技区域内にいなければならない。 

(ｲ)高体連主催の大会におけるフロントローの入替に準ずる。 

交替/入替のプレーヤー数は８名以内とする。 

フロントローについては３名まで、その他のプレーヤーについては５名まで入替   

できる。 

フォワードのプレーヤーがシンビンもしくは退場で 1 名少なくなった場合は 7 人で  

スクラムを組むか 8 人で組むかをレフリーはチームに確認をする。 

バックスのプレーヤーの場合は 8 人でスクラムを組まなければならない。 

イ、  成年男子・女子 

(ｱ)試合開始時の人数は、両チームとも最低５名が競技区域内にいなければならない。 

  （スクラム３名参加、BK２名） 

(ｲ)交替/入替の回数は延長戦も含み、５回以内とする。 

⑸ 少年男子の試合形式 

トーナメント方式とする。 

トーナメントにおいて、規定時間内に、同点のため次の試合への出場チームが決まら   な

い場合及び順位を決めなければならない場合、次の方法で決める。 

ア (削除)トライ数の多いチームを上位とする。 

イ (削除)トライ数も同じ場合は、ペナルティトライ数の多いチームを上位とする。 

ウ (削除)トライ数もペナルティトライ数も同数の場合は、トライ後のゴール数の多いチ

ームを上位とする。 

エ 上記の方法で決定できない時は、抽選によって次回戦への出場を決める。 

オ  決勝戦の場合は上記の定めにかかわらず、両チーム優勝とする。また、５・７位決定

戦で同点の場合、上記の定めにかかわらず、その順位を共有し、次の順位を欠位とする。 

⑹ 雷等、荒天時等における「中断」「再開」「勝敗」について 

試合中に落雷（雷鳴・雷光）が発生した場合、直ちに試合を中断させる。中断並びに 

再開の判断は競技担当責任者を中心に、気象庁から発表される気象警報を確認し、大会

関係者と協議し決定する。 

再開の判断は、中断後概ね 30 分後を目途とする。 

チームのウォーミングアップ時間を十分に配慮した上で、試合再開時刻を決定する。 

試合が中断し再開出来ないと判断した場合、以下の方法で勝者を決定する。 
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ア 成年男子・女子：予選プール 

 (ｱ) 中断時に前半が終了していない場合であっても試合は成立し、中断時の得点を有

効とする。 

(ｲ) 中断時に前半が終了しておらず、且つ中断時の得点が同点の場合は引き分けとする。 

(ｳ) 後半途中で中断した場合は、試合は成立し、中断時の得点を有効とする。 

(ｴ) 再度中断した場合は(ｱ)、(ｲ)、(ｳ)を適用する。 

イ 成年男子・女子：決勝トーナメント戦、少年男子 

(ｱ) 中断時に前半が終了していない場合であっても試合は成立し、中断時の得点を有

効とする。 

(ｲ) 中断時に前半が終了しておらず、且つ中断時の得点が同点の場合は引き分けとし

抽選によって次回戦への出場を決定する。 

(ｳ) 後半途中で中断した場合は、試合は成立し、中断時の得点を有効とする。 

(ｴ) 再度中断した場合は(ｱ)、(ｲ)、(ｳ)を適用する。 

 

５ 予選方法 

(5) ブロック大会区分及び代表チーム数は、下表のとおりとする。 

ブロック名 都 道 府 県 名 
成年 

男子 
女子 

少年 

男子 

北海道 北海道 １ １ １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ２ ２ ２ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 １ １ １ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 １ １ １ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 １ １ １ 

近 畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 １ １ １ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 １ １ １ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 １ １ １ 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ２ ２ ２ 

開催県 滋賀 １ １ １ 

計 12 12 12 

(7) 本大会は、「令和６年度国民スポーツ大会ラグビーフットボール競技」での各種別（成

年男子・女子・少年男子）の上位順に４都道府県をシードする。 

 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

総則５に定めるもののほか次による。 

(1) 少年男子 

高等学校在学中の生徒は、所属長（居住地を示す現住所によるもののほかは都道府県ラ

グビーフットボール協会長）が、人物、身体、学業など適当と認めたものとする。 

 

 

 

 

ア 成年男子・女子：予選プール 

(ｱ)前半途中・後半途中、いずれの中断であっても試合は成立し、中断時の得点を有効   

とする。 

(ｲ)（削除）中断時の得点が同点の場合は引き分けとする。 

（削除） 

(ｳ) 再度中断した場合は(ｱ)、(ｲ)（削除）を適用する。 

イ 成年男子・女子：決勝トーナメント戦、少年男子 

(ｱ)  前半途中・後半途中、いずれの中断であっても試合は成立し、中断時の得点を有効 

とする。 

(ｲ)  （削除）中断時の得点が同点の場合は引き分けとし、抽選によって次回戦への出場

を決定 する。 

（削除） 

(ｳ) 再度中断した場合は(ｱ)、(ｲ) （削除）を適用する。 

 

５ 予選方法 

⑸ ブロック大会区分及び代表チーム数は、下表のとおりとする。 

ブロック名 都 道 府 県 名 
成年 

男子 

女

子 

少年 

男子 

北海道 北海道 １ １ １ 

東 北 岩手、宮城、秋田、山形、福島 １ １ １ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 １ １ １ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 １ １ １ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 １ １ １ 

近 畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ２ ２ ２ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 １ １ １ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 １ １ １ 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ２ ２ ２ 

開催県 青森 １ １ １ 

計 12 12 12 

⑺ 本大会は、「令和７年度国民スポーツ大会ラグビーフットボール競技」での各種別（成年

男子・女子・少年男子）の上位 4 都道府県をシードする。上位 4 都道府県が本大会不出場

の場合、5 位以下の都道府県を繰上げ対象とする。(追加) 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

総則５に定めるもののほか次による。 

⑴  少年男子 

ア 高等学校在学中の生徒は、所属長（居住地を示す現住所によるもののほかは都道府県 

ラグビーフットボール協会長）が、人物、身体、学業など適当と認めたものとする。 

イ 外国籍選手のエントリーは、２０名以下での大会参加申込の場合は３名まで、２１名 

から２３名の大会参加申込の場合は４名までとする。競技区域内でプレーできるのは２ 

名までとする。（外国籍選手の参加資格は総則５に準拠）（追加） 
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(2) 女子 

高校１年生を含む 2010 年４月１日以前に生まれた者。 

高等学校在学中の生徒は、所属長（居住地を示す現住所によるもののほかは都道府県ラグビー

フットボール協会長）が、人物、身体、学業など適当と認めたものとする。 

 

 

 

７ 総合成績決定方法 

男女総合成績（天皇杯得点）及び女子総合成績（皇后杯得点）は、競技得点と参加得点の

合計とし、その得点の多い都道府県順に順位を決定する。ただし、同点の場合は、その順位

を共有し、次の順位を欠位とする。 

(1) 競技得点 

天皇杯対象種別 皇后杯対象種別 競  技  得  点 

成 年 男 子 

女     子 
女    子 

各種別とも１位 40 点、２位 35 点、３位 30 点、４位

25 点、５位 20 点、６位 15 点、７位（２チーム）各

7.5 点の競技得点を与える。 

少 年 男 子  

１位 64 点、２位 56 点、３位（２チーム）各 44 点、５

位（２チーム）各 28 点、７位（２チーム）各 12 点の競

技得点を与える。 

ただし、同順位の場合は、その順位を共有し、次の順位

を欠位とする。なお、得点は次の順位のものを加え、当

該都道府県で等分する。 

 ＊少年男子 ５・７位決定戦 2 試合引き分けの場合、4 チームに各 20 点を与える。1 試合勝

敗が付き１試合が同点の場合、勝者チームに 28 点、敗者チームに 12 点、引き分けのチー

ムには各 20 点を与える。 

＊成年男子・女子 同順位の場合は、その順位を共有し、次の順位を欠位とする。 

なお、得点は次の順位のものを加え、当該都道府県で等分する。 

 

10 参加上の注意 

(1) 少年男子は、全国高等学校体育連盟ラグビーフットボール専門部が定める「プレーヤー

の服装規定」に準ずること。 

 

 

 

 

 

(2) 女子は、必ずマウスガード、歯を保護するものの着用を義務とすること。また、19 歳未

満の選手には、ヘッドギア（ＷＲのマークがついたもの）着用も義務とすること。 

なお、競技規則はワールドラグビー制定の『2025 年度７人制競技規則』を適用するが、

安全面を考慮し、スクイズボールや危険とみなされたプレーにおいてはレフリーの判断で

⑵  成年男子 

 外国籍選手のエントリーは２名までとし、競技区域内でプレーできるのは１名とする。

（外国籍選手の参加資格は総則５に準拠）（追加） 

⑶  女子 

 ア 高校１年生を含む 2011 年４月１日以前に生まれた者。 

イ 高等学校在学中の生徒は、所属長（居住地を示す現住所によるもののほかは都道府県 

   ラグビーフットボール協会長）が、人物、身体、学業など適当と認めたものとする。 

ウ 外国籍選手のエントリーは２名までとし、競技区域内でプレーできるのは１名とする。

（外国籍選手の参加資格は総則５に準拠）（追加） 

 

７ 総合成績決定方法 

男女総合成績（天皇杯得点）及び女子総合成績（皇后杯得点）は、競技得点と参加得点の

合計とし、その得点の多い都道府県順に順位を決定する。ただし、同点の場合は、その順位

を共有し、次の順位を欠位とする。 

⑴ 競技得点 

天皇杯対象種別 皇后杯対象種別 競  技  得  点 

成 年 男 子 

女     子 
女    子 

各種別とも１位 40 点、２位 35 点、３位 30 点、  

４位 25 点、５位 20 点、６位 15 点、７位（２チ

ーム）各 7.5 点の競技得点を与える。 

少 年 男 子  

１位 64 点、２位 56 点、３位（２チーム）各 44 点、

５位（２チーム）各 28 点、７位（２チーム）各 12

点の競技得点を与える。 

ただし、同順位の場合は、その順位を共有し、次

の順位を欠位とする。なお、得点は次の順位のも

のを加え、当該都道府県で等分する。 

 ＊少年男子 ５・７位決定戦 2 試合引き分けの場合、4 チームに各 20 点を与える。1 試合勝

敗が付き１試合が同点の場合、勝者チームに 28 点、敗者チームに 12 点、引き分けのチー

ムには各 20 点を与える。 

（削除） 

 

 

10 参加上の注意 

⑴   少年男子は、全国高等学校体育連盟ラグビーフットボール専門部が定める「プレーヤー   

の服装規定」に準ずること。 

 ユニホームは統一デザインのものを着用するものとし、特にパンツにおいては、 

メーカー識別表示を除き、広告や宣伝表示がないものを着用すること。             

また、パンツのラインの有無も統一すること。 

 競技中及びその前後に使用するユニフォーム類の胸には、必ず所属する都道府県名を    

明示すること。（追加） 

⑵ 女子は、必ずマウスガード、歯を保護するものの着用を義務とすること。また、19 歳未

満の選手には、ヘッドギア（ＷＲのマークがついたもの）着用も義務とすること。 

なお、競技規則はワールドラグビー制定の『2026 年度７人制競技規則』を適用するが、  

安全面を考慮し、スクイズボールや危険とみなされたプレーにおいてはレフリーの判断で
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競 技 名 第 79 回国民スポーツ大会実施要項 第 80 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

とめる場合がある。 

(3) 本大会におけるアシスタントレフリー・サブコントローラー（選手入替・交代管理者）

は、大会本部で配置する。 

(4) 競技中及びその前後に使用するユニフォーム類の胸には、必ず所属する都道府県名を明

示すること。 

 

とめる場合がある。 

⑶ 本大会におけるアシスタントレフリー・サブコントローラー（選手入替・交代管理者）は、

大会本部で配置する。 

（削除） 
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競 技 名 第 79 回国民スポーツ大会実施要項 第 80 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

28 スポーツク 

ライミング 

３ 種別（種目）および参加人員 

種 別 種  目 監 督 選 手 参加都道府県 小 計 合計（人） 

成年男子 
リ ー ド 

ボ ル ダ ー １ ２ 26 78 
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成年女子 
リ ー ド 

ボ ル ダ ー １ ２ 26 78 

少年男子 
リ ー ド 

ボ ル ダ ー １ ２ 26 78 

少年女子 
リ ー ド 

ボ ル ダ ー １ ２ 25 75 

 

５ 予選方法 

 (3) ブロック大会主管連盟（協会）は、本大会実施要項に準じてブロック大会を実施し、本

大会に出場する代表を決定する。 

    ただし、下記（4）で定める各ブロック大会区分の都道府県数と代表チーム数が同数の

種別については、ブロック大会を行わないで本大会に出場できる。 

   成年男子（北海道、関東、東海、開催県）  成年女子（北海道、四国、九州、開催県） 

   少年男子（北海道、東北、北信越、開催県） 少年女子（北海道、近畿、中国、開催県） 

(4) ブロック大会区分および代表チーム数は、下表のとおりとする。 

ブロック

名 
都 道 府 県 名 

成年

男子 

成年

女子 

少年

男子 

少年

女子 

北海道 北海道 １ １ １ １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ２ ２ ６ ２ 

関 東 
茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、

山梨 
８ ３ ２ ３ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ２ ２ ５ ２ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ４ １ ２ ２ 

近 畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ２ ２ ２ ５ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ２ ２ ２ ５ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 １ ４ ２ １ 

九 州 
福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、

沖縄 
３ ８ ３ ３ 

開催県 滋賀 １ １ １ １ 

計 26 26 26 25  

 

６ 参加資格、所属都道府県および選手の年齢基準 

 (3) 監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認スポー

ツクライミングコーチ１、公認スポーツクライミングコーチ２、公認スポーツクライミン

グコーチ３、公認スポーツクライミングコーチ４のいずれかの資格を有していなければな

３ 種別(種目)及び参加人員  

種 別 種 目 監 督 選 手 参加都道府県 小 計 合 計（人） 

成年男子 
リード 

ボルダー 
１ ２ 25 75 
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成年女子 
リード 

ボルダー 
１ ２ 26 78 

少年男子 
リード 

ボルダー 
１ ２ 26 78 

少年女子 
リード 

ボルダー 
１ ２ 26 78 

 

５  予選方法  

⑶  ブロック大会主管連盟（協会）は、本大会実施要項に準じてブロック大会を実施し、本

大会に出場する代表を決定する。 

ただし、下記⑷で定める各ブロック大会区分の都道府県数と代表チーム数が同数の種別

については、ブロック大会を行わないで本大会に出場できる。 

成年男子（北海道、東北、北信越、開催県） 成年女子（北海道、近畿、中国、開催県） 

少年男子（北海道、四国、九州、開催県）  少年女子（北海道、関東、東海、開催県） 

⑷ ブロック大会区分及び代表チーム数は、下表のとおりとする。 

ブロック

名 
都 道 府 県 名  

成年

男子  

成年

女子  

少年

男子  

少年

女子  

北海道 北海道  １  １  １  １  

東 北 岩手、宮城、秋田、山形、福島  ５ ３ ２ ２ 

関 東 
茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、 

山梨  

３ ３ ３ ８  

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井  ５ １ ２ ２ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜  １ ２ １ ４ 

近 畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山  ２ ６ ２ ３ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口  ２ ５ ２ １ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知  ２ １ ４ １ 

九 州 
福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、 

沖縄  

３ ３ ８ ３ 

開催県 青森 １ １ １ １ 

計 25 26 26 26 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

⑶  監督は、公益社団法人日本山岳・スポーツクライミング協会指導者制度に基づく、公認

スポーツクライミングコーチ１、公認スポーツクライミングコーチ２、公認スポーツクラ

イミングコーチ３、公認スポーツクライミングコーチ４のいずれかの資格を有していなけ
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らない。 

 

７ 総合成績決定方法 

  男女総合成績（天皇杯得点）および女子総合成績（皇后杯得点）は、競技得点と参加得点の

合計とし、その得点の多い都道府県順に第１位から第８位までを決定する。 

ただし、同点の場合は、その順位を共有し、次の順位を欠位とする。 

 (1) 競技得点 

天皇杯対象種別 皇后杯対象種別 競 技 得 点 

成 年 男 子 

成 年 女 子 

少 年 男 子 

少 年 女 子 

成 年 女 子 

少 年 女 子 

 各種目とも１位 24 点、２位 21 点、３位 18

点、４位 15 点、５位 12 点、６位９点、７位６

点、８位３点の競技得点を与える。 

 ただし、同点の場合は、当該都道府県でその

順位を共有し、次の順位を欠位とする。なお、

得点については、次の順位のものを加え、当該

都道府県で等分する。 
 

ればならない。 

 

７  総合成績決定方法 

男女総合成績（天皇杯得点）及び女子総合成績（皇后杯得点）は、競技得点と参加得点の合

計とし、その得点の多い都道府県順に第１位から第８位までを決定する。  

ただし、同点の場合は、その順位を共有し、次の順位を欠位とする。 

⑴ 競技得点 

天皇杯対象種別 皇后杯対象種別 競 技 得 点 

成 年 男 子 

成 年 女 子 

少 年 男 子 

少 年 女 子 

成 年 女 子 

少 年 女 子 

各種別とも１位 24 点、２位 21 点、３位 18 点、４位 15

点、５位 12 点、６位 9 点、７位 6 点、８位 3 点の競技得

点を与える。 

ただし、同順位の場合は、当該都道府県でその順位を共

有し、次の順位のものを加え、当該都道府県で等分する。 
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競 技 名 第 79 回国民スポーツ大会実施要項 第 80 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

29 カヌー 

 

 

１ 期  日   2025年10月３日（金）から10月６日（月）まで（４日間） 

種  目 10月３日（金） 10月４日（土） 10月５日（日） 10月６日（月） 

カヌースプリント  予  選（Ａ） 
 準 決 勝（Ａ） 

 決  勝（Ａ） 

 予  選（Ｂ） 

 準 決 勝（Ｂ） 
 決  勝（Ｂ） 

カヌースラローム  決   勝（Ａ）  決  勝（Ｂ）  

カヌーワイルドウォーター 決  勝（Ａ） 
 

 
  決  勝（Ｂ） 

 

 

 

 

 

 

 

３ 種別（種目）及び参加人員 

種 別 種    目 
監

督 

選

手 

参  加 

都道府県 

小計 

（人） 

合計 

（人） 

ス 

プ 

リ 

ン 

ト 

成年男子 
Ｋ－１（カヤックシングル） 

１ 

１ 24 

323 

453 

Ｃ－１（カナディアンシングル） １ 24 

成年女子 
Ｋ－１（カヤックシングル） １ 19 

Ｃ－１（カナディアンシングル） １ 10 

少年男子 

Ｋ－１（カヤックシングル） １ 29 

Ｋ－２（カ ヤ ッ ク ペ ア） ２ 12 

Ｃ－１（カナディアンシングル） １ 26 

Ｃ－２（カナディアンペア） ２ 12 

少年女子 

Ｋ－１（カヤックシングル） １ 24 

Ｋ－２（カ ヤ ッ ク ペ ア） ２ 12 

Ｋ－４（カ ヤ ッ ク フ ォ ア） ４ 12 

ワ
イ
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー 

ス
ラ
ロ
ー
ム 

成年男子 

Ｋ－１（スラロームカヤックシングル） 

１ 

１ 24 

130 

Ｃ－１（スラロームカナディアンシングル） １ 10 

Ｋ－１（ワイルドウォーターカヤックシングル ） １ 10 

成年女子 

Ｋ－１（スラロームカヤックシングル） １ 19 

Ｃ－１（スラロームカナディアンシングル） １ 10 

Ｋ－１（ワイルドウォーターカヤックシングル ） １ 10 

 

 

 

 

１ 期  日    

○ カヌースプリント    

2026 年 10 月 15 日（木）から 10 月 18 日（日）まで（４日間） 

種  目 10 月 15 日（木） 10 月 16 日（金） 10 月 17 日（土） 10月 18日（日） 

カヌースプリント  予  選（Ａ） 
 準 決 勝（Ａ） 

 決  勝（Ａ） 

 予  選（Ｂ） 

 準 決 勝（Ｂ） 
 決  勝（Ｂ） 

 

 ○ カヌースラローム・カヌーワイルドウォーター 

   2026 年９月４日（金）から９月７日（月）まで（４日間） 

種  目 ９月４日（金） ９月５日（土） ９月６日（日） ９月７日（月） 

カヌースラローム 
 

 
決   勝（Ａ）  決  勝（Ｂ）  

カヌーワイルドウォーター 決  勝（Ａ） 
 

 
  決  勝（Ｂ） 

 

３ 種別（種目）及び参加人員 

種 別 種    目 
監

督 

選

手 

参  加 

都道府県 

小計 

（人） 

合計 

（人） 

ス 

プ 

リ 
ン 

ト 

成年男子 
Ｋ－１（カヤックシングル） 

１ 

１ 24 

323 

453 

Ｃ－１（カナディアンシングル） １ 24 

成年女子 
Ｋ－１（カヤックシングル） １ 19 

Ｃ－１（カナディアンシングル） １ 10 

少年男子 

Ｋ－１（カヤックシングル） １ 29 

Ｋ－２（カ ヤ ッ ク ペ ア） ２ 12 

Ｋ－４（カ ヤ ッ ク フ ォ ア） ４ 12 

Ｃ－１（カナディアンシングル） １ 26 

Ｃ－２（カナディアンペア） ２ 12 

少年女子 
Ｋ－１（カヤックシングル） １ 24 

Ｋ－２（カ ヤ ッ ク ペ ア） ２ 12 

ワ
イ
ル
ド
ウ

ォ―

タ―
 

ス

ラ

ロ―

ム 

  

ム 

成年男子 

Ｋ－１（スラロームカヤックシングル） 

１ 

１ 24 

130 

Ｃ－１（スラロームカナディアンシングル） １ 10 

Ｋ－１（ワイルドウォーターカヤックシングル ） １ 10 

成年女子 

Ｋ－１（スラロームカヤックシングル） １ 19 

Ｃ－１（スラロームカナディアンシングル） １ 10 

Ｋ－１（ワイルドウォーターカヤックシングル ） １ 10 
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５ 予選方法 

 (5) ブロック大会区分及び代表の種目数は、下記のとおりとする。 

 

９ 参加申込み方法 

(3) 参加申込み締切後の選手・監督の変更は、疾病、傷害等の特別な場合のみ認めるものと

し、その取り扱いについては次のとおりとする。 

 

 

種 

別 

種  目 

ブロックごとの本大会出場数割当 

合 

計 
北
海
道 

東 

北 

関 

東 

北
信
越 

東 

海 

近 

畿 

中 

国 

四 

国 

九 

州 

開
催
県 

ス 

プ 

リ 

ン 

ト 

成年男

子 

Ｋ－１（カヤックシングル） １ ３ ４ ２ ２ ３ ２ ２ ４ １ 24 

Ｃ－１（カナディアンシングル） １ ３ ４ ２ ２ ３ ２ ２ ４ １ 24 

成年女

子 

Ｋ－１（カヤックシングル） １ ２ ３ ２ ２ ２ ２ １ ３ １ 19 

Ｃ－１（カナディアンシングル） １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 10 

少年男

子 

Ｋ－１（カヤックシングル） １ ４ ５ ３ ２ ３ ３ ２ ５ １ 29 

Ｋ－２（カ ヤ ッ ク ペ ア） １ １ ２ １ １ １ １ １ ２ １ 12 

Ｃ－１（カナディアンシングル） １ ３ ４ ３ ２ ３ ３ ２ ４ １ 26 

Ｃ－２（カナディアンペア） １ １ ２ １ １ １ １ １ ２ １ 12 

少年女

子 

Ｋ－１（カヤックシングル） １ ３ ４ ２ ２ ３ ２ ２ ４ １ 24 

Ｋ－２（カ ヤ ッ ク ペ ア） １ １ ２ １ １ １ １ １ ２ １ 12 

Ｋ－４（カヤックフォア） １ １ ２ １ １ １ １ １ ２ １ 12 

ワ
イ
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー 

ス

ラ

ロ

ー

ム 

成年男

子 

Ｋ－１（スラロームカヤックシングル） １ ３ ４ ２ ２ ２ ３ ２ ４ １ 24 

Ｃ－１（スラロームカナディアンシングル） １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 10 

Ｋ－１（ワイルドウォーターカヤックシングル） １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 10 

成年女

子 

Ｋ－１（スラロームカヤックシングル） １ ２ ３ ２ ２ ２ ２ １ ３ １ 19 

Ｃ－１（スラロームカナディアンシングル） １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 10 

Ｋ－１（ワイルドウォーターカヤックシングル） １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 10 

５ 予選方法 

⑸ ブロック大会区分及び代表の種目数は、下記のとおりとする。 

 

９ 参加申込方法 

総則８に定めるもののほか、次による。 (追加) 

⑶  参加申込み締切後の選手・監督交代（変更）は、疾病、傷害等の特別な場合のみ認める

ものとし、原則として監督会議開始前までとするが、やむを得ない事情により監督会議後

に参加申込みをした監督が不在となる場合は、監督のみ交代（変更）を認める場合がある。  

ただし、交代（変更）する監督は、2026(令和8)年4月1日時点で公認スポーツ指導者資格

が『有効』であり、かつ有効期限が 2027(令和8)年３月31日以降であること。 

 

種 

別 

種  目 

ブロックごとの本大会出場数割当て 

合 

計 
北
海
道 

東 

北 

関 

東 

北
信
越 

東 

海 

近 
畿 

中 

国 
四 

国 

九 

州 

開
催
県 

ス 

プ 

リ 

ン 

ト 

成年男

子 

Ｋ－１（カヤックシングル） １ ３ ４ ２ ２ ３ ２ ２ ４ １ 24 

Ｃ－１（カナディアンシングル） １ ３ ４ ２ ２ ３ ２ ２ ４ １ 24 

成年女

子 

Ｋ－１（カヤックシングル） １ ２ ３ ２ ２ ２ ２ １ ３ １ 19 

Ｃ－１（カナディアンシングル） １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 10 

少年男

子 

Ｋ－１（カヤックシングル） １ ３ ５ ３ ２ ４ ３ ２ ５ １ 29 

Ｋ－２（カ ヤ ッ ク ペ ア） １ １ ２ １ １ １ １ １ ２ １ 12 

Ｋ－４（カヤックフォア） １ １ ２ １ １ １ １ １ ２ １ 12 

Ｃ－１（カナディアンシングル） １ ３ ４ ３ ２ ３ ３ ２ ４ １ 26 

Ｃ－２（カナディアンペア） １ １ ２ １ １ １ １ １ ２ １ 12 

少年女

子 

Ｋ－１（カヤックシングル） １ ３ ４ ２ ２ ３ ２ ２ ４ １ 24 

Ｋ－２（カ ヤ ッ ク ペ ア） １ １ ２ １ １ １ １ １ ２ １ 12 

ワ
イ
ル
ド
ウ

ォ―

タ―
 

ス

ラ

ロ

―

ム 

成年男

子 

Ｋ－１（スラロームカヤックシングル） １ ２ ４ ２ ２ ３ ３ ２ ４ １ 24 

Ｃ－１（スラロームカナディアンシングル） １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 10 

Ｋ－１（ワイルドウォーターカヤックシングル） １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 10 

成年女

子 

Ｋ－１（スラロームカヤックシングル） １ ２ ３ ２ ２ ２ ２ １ ３ １ 19 

Ｃ－１（スラロームカナディアンシングル） １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 10 

Ｋ－１（ワイルドウォーターカヤックシングル） １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 10 

 

 

 

 

 

 



第８０回国民スポーツ大会（青森県）各競技実施要項の変更・修正について 

 

競 技 名 第 79 回国民スポーツ大会実施要項 第 80 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

30 アーチェリー １ 期  日   2025 年 10 月５日(日)から 10 月７日(火)まで（３日間） 

種  別 10 月５日（日） 10 月６日（月） 10 月７日（火） 

成年男子 

少年男子 

午前 

※用具検査（男子種別） 

練習 

競技 

(クォリフィケーショ

ンラウンド) 

競技 

(イリミネーションラウ

ンド～セミファイナ

ル) 

 

競技 

( フ ァ イ ナ ル ラ ウ ン

ド) 

ブロンズメダルマッチ 

ゴールドメダルマッチ 
成年女子 

少年女子 

午後 

※用具検査（女子種別） 

練習 

競技 

（クォリフィケーショ

ンラウンド） 

 

３ 種別及び参加人員 

種  別 監 督 選手 
参加都道府

県 
小計（選手計） 合計（選手・監督計） 

成年男子 
52 名 

１都道府県 

２名以内 

３ 14 42 

280 
成年女子 ３ 14 42 

少年男子 ３ 24 72 

少年女子 ３ 24 72 

 

４ 競技上の規程及び方法 

(2) 競技の方法 

ア クォリフィケーションラウンドは、70ｍラウンドで実施する。 

イ クォリフィケーションラウンドは、１標的３名の行射で、Ａ・Ｂ・Ｃの１立ち制とす 

る。 

ウ イリミネーションラウンド進出チームは、成年８チーム、少年16チームとする。 

ただし、１位から８位まで又は１位から16位までに同順位及び８位、16位に同順位が 

出た場合は、全日本アーチェリー連盟競技規則（第208条５項）により順位を決定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 期  日   2026 年 10 月５日(月)から 10 月７日(水)まで(３日間) 

種別 10 月５日(月) 10 月６日(火) 10 月７日(水) 

成年女子 

少年女子 

午前 

（削除） 

練習・競技 

(クォリフィケーション

ラウンド) 

競技 

(イリミネーションラ

ウンド～セミファイナ

ル) 

競技 

(ファイナルラウンド) 

ブロンズメダルマッチ 

ゴールドメダルマッチ 
成年男子 

少年男子 

午後 

（削除） 

練習・競技 

(クォリフィケーション

ラウンド) 

 

 

３ 種別及び参加人員 

種別 監督 選手 参加都道府

県 

小計 
合計(選手・監督) 

成年男子 
52 名 

１都道府県 

２名以内 

３ 24 72 

280 
成年女子 ３ 24 72 

少年男子 ３ 14 42 

少年女子 ３ 14 42 

 

４ 競技上の規程及び方法 

⑵ 競技の方法 

ア クォリフィケーションラウンドは、70ｍラウンドで実施する。 

イ 競技は、クォリフィケーションラウンドは、１標的３名の行射で、Ａ・Ｂ・Ｃの１立 

ち制とする。 

ウ イリミネーションラウンド進出チームは、成年 16 チーム、少年８チームとする。ただ

し、１位から 16 位まで、又は１位から８位までに同順位及び 16 位、８位に同順位が出

た場合は、全日本アーチェリー連盟競技規則(第 208 条５項)により順位を決定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第８０回国民スポーツ大会（青森県）各競技実施要項の変更・修正について 

 

競 技 名 第 79 回国民スポーツ大会実施要項 第 80 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

５ 予選方法 

 (5) ブロック大会区分及び代表都道府県数は、下表のとおりとする。 

ブロック名 都 道 府 県 名 
成年 

男子 

成年 

女子 

少年 

男子 

少年 

女子 

北海道 北海道 １ １ １ １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ２ ２ ３ ３ 

関 東 
茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、 

山梨 
２ ２ ４ ４ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 １ １ ３ ２ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 １ １ ２ ２ 

近 畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ２ ２ ２ ２ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 １ １ ２ ３ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 １ １ ２ ２ 

九 州 
福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、 

沖縄 
２ ２ ４ ４ 

開催県 滋賀 １ １ １ １ 

計 14 14 24 24 

 

11 参加上の注意 

(1) 参加出場者のユニフォームは、チーム内が単一のもので上衣には都道府県名が明記され、

下衣は統一されたものであり、競技会場・練習場においては監督・選手とも全日本アーチェリー

連盟競技規則による統一されたユニフォームを着用すること。 

(2) 選手の事情により得点記録に代行者が必要な場合は、監督会議前日までに届け出なければなら

ない。また、代行者の服装は選手と同様とする。 

 

５ 予選方法 

⑸ ブロック大会区分及び代表都道府県数は、下表のとおりとする。 

ブロック名 都 道 府 県 名 
成年 

男子 

成年 

女子 

少年 

男子 

少年 

女子 

北海道 北海道 １ １ １ １ 

東北 岩手、宮城、秋田、山形、福島 ２ ２ ２ ２ 

関東 
茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、

神奈川、山梨 
４ ４ ２ ２ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ３ ２ １ １ 

東海 静岡、愛知、三重、岐阜 ２ ２ １ １ 

近畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ３ ３ ２ ２ 

中国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ２ ３ １ １ 

四国 香川、徳島、愛媛、高知 ２ ２ １ １ 

九州 
福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、

鹿児島、沖縄 
４ ４ ２ ２ 

開催県 青森 １ １ １ １ 

計 24 24 14 14 

 

11 参加上の注意 

⑴ 参加出場者のユニフォームは、チーム内が単一のもので上衣には都道府県名が明記され、

下衣は統一されたものであり、競技会場・練習会場においては監督・選手とも全日本アーチ

ェリー連盟競技規則による統一されたユニフォームを着用すること。 

⑵ 選手の事情により得点記録に代行者が必要な場合は、監督会議前日までに届け出なけれ

ばならない。また、代行者はチーム内の監督又は同的の選手とし（追加）、服装は選手と同

様とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第８０回国民スポーツ大会（青森県）各競技実施要項の変更・修正について 

 

競 技 名 第 79 回国民スポーツ大会実施要項 第 80 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

31 空手道 

 

１ 期  日   2025 年 10 月５日（日）から 10 月７日（火）まで（３日間） 

種  別 10 月５日（日） 10 月６日（月） 10 月７日（火） 

成 年 男 子 組手（個人） 組手（団体）・形 組手（団体） 

成 年 女 子 組手（個人） 組手（団体）・形 組手（団体） 

少 年 男 子 形 組手（個人・団体） 組手（団体） 

少 年 女 子 形 組手（個人・団体） 組手（団体） 

 

４ 競技上の規程及び方法 

競技は、公益財団法人全日本空手道連盟競技規定により行う。 

(1) 組手競技 

ア トーナメント方式とする。 

イ 個人戦は、成年男子、成年女子、少年男子及び少年女子とする。 

成年男女とも競技時間は３分間、少年男女とも競技時間は２分間とする。 

ウ 団体戦は、上記３の(3)により成年男子、成年女子及び少年男子か少年女子から編成

する。なお、同点の場合の勝者決定戦代表選手は、当該競技出場者の成年男子の中から出場す

る。 

エ なお安全具については、10(1)に準ずる。 

 

５ 予選方法 

(2) 各ブロック大会主管都道府県連盟は、本大会実施要項に準じてブロック大会を実施し、

本大会に参加する形競技の代表都道府県を決定する。 

(3) 形競技のブロック大会区分及び代表都道府県数については、下表のとおりとする。 

ブロック名  都 道 府 県 名 

成

年

男

子 

成

年

女

子 

少

年

男

子 

少

年

女

子 

８ブロック 

自由 

選択 

登録会員 

数上位 

自由選択 

北海道 北海道 １ １ １ １   

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ２ ２ ２ ２ １  

関 東 
茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、

神奈川、山梨 
２ ２ ２ ２ １ １ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ２ ２ ２ ２ １ １ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ２ ２ ２ ２ １ １ 

近 畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ２ ２ ２ ２ １ １ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ２ ２ ２ ２ １  

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 ２ ２ ２ ２ １  

九 州 
福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、

鹿児島、沖縄 
２ ２ ２ ２ １ １ 

開催県 滋賀 １ １ １ １   

計 18 18 18 18 ８ ５ 

１ 期  日   2026 年 10 月 17 日（土）から 10 月 19 日（月）まで（３日間） 

種  別 10 月 17 日（土） 10 月 18 日（日） 10 月 19 日（月） 

成 年 男 子 組手（個人） 組手（個人・団体）・形 組手（団体） 

成 年 女 子 組手（個人） 組手（個人・団体）・形 組手（団体） 

少 年 男 子 形 組手（個人・団体） 組手（団体） 

少 年 女 子 形 組手（個人・団体） 組手（団体） 

 

４ 競技上の規程及び方法 

競技は、公益財団法人全日本空手道連盟空手（追加）競技規定により行う。 

⑴ 組手競技 

ア トーナメント方式とする。 

イ 個人戦は、成年男子、成年女子、少年男子及び少年女子とする。（削除） 

ウ 団体戦は、上記３の⑶により成年男子、少年男子及び成年女子か少年女子から編成す

る。なお、同点の場合の勝者決定戦代表選手は、当該競技出場者の成年男子の中から出場する。 

エ 競技時間は個人・団体戦ともに成年男女が３分間、少年男女が２分間とする。（追加） 

オ 安全具については、10⑴に準ずる。 

 

５ 予選方法 

⑵ 各ブロック大会主管都道府県連盟は、国スポ実施要項に準じてブロック大会を実施し、本

大会に参加する形競技の代表都道府県を決定する。 

⑶ 形競技のブロック大会区分及び代表都道府県数については、下表のとおりとする。 

ブロック名  都 道 府 県 名 

成

年

男

子 

成

年

女

子 

少

年

男

子 

少

年

女

子 

８ブロック 

自由 

選択 

登録会員 

数上位 

自由選択 

北海道 北海道 １ １ １ １  未定 

東 北 岩手、宮城、秋田、山形、福島 ２ ２ ２ ２ １ 未定 

関 東 
茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、

神奈川、山梨、 
２ ２ ２ ２ １ 未定 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ２ ２ ２ ２ １ 未定 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ２ ２ ２ ２ １ 未定 

近 畿 
滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、 

和歌山 
２ ２ ２ ２ １ 未定 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ２ ２ ２ ２ １ 未定 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 ２ ２ ２ ２ １ 未定 

九 州 
福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、

鹿児島、沖縄 
２ ２ ２ ２ １ 未定 

開催県 青森 １ １ １ １   

計 18 18 18 18 ８ ５ 



第８０回国民スポーツ大会（青森県）各競技実施要項の変更・修正について 

 

競 技 名 第 79 回国民スポーツ大会実施要項 第 80 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

10 参加上の注意 

(1) 安全具について 

ア 組手競技においては、危険防止のため公益財団法人全日本空手道連盟承認の安全具（ニ

ューメンホー〔Ⅶ〕（マウスシールド装着［任意とする］）、拳サポーター[赤・青]、マウ

スピース［任意とする］、セフティーカップ[男子のみ]、ボディプロテクター、チェス

トガード[女子のみ]、インステップガード・シンガード[赤・青]）を使用すること。拳

サポーター、ボディプロテクター、インステップガード・シンガードは WKF 検定のもの

も可とする。チェストガードは WKF 検定のものとする。 

 

10 参加上の注意 

⑴ 安全具について 

ア 組手競技においては、危険防止のため公益財団法人全日本空手道連盟承認の安全具（ニ

ューメンホー〔Ⅶ〕（マウスシールド装着［任意とする］）、拳サポーター[ニューメンホー

用（追加）赤・青]、マウスピース［任意とする］、セフティーカップ[男子のみ]、ボディ

プロテクター、チェストガード[成年（追加）女子のみ]、インステップガード・シンガー

ド[赤・青]）を使用すること。（削除）ボディプロテクター、インステップガード・シン

ガードは WKF 検定のものも可とする。チェストガードは WKF 検定のものとする。 
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競 技 名 第 79 回国民スポーツ大会実施要項 第 80 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

32 銃剣道 ５ 予選方法  

 (3) ブロック大会区分及び選出チームは、下表のとおりとする。  

ブロック大会 都  道  府  県  名  少年男子  

北 海 道 北海道  １  

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島  １ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨  ２  

北 信 越 新潟、長野、富山、石川、福井  １  

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜  １  

近 畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山  ２ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口  １  

四 国 香川、徳島、愛媛、高知  １  

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄  ２  

開 催 県 滋賀 １  

計 13  

 

９ 参加申込み方法  

(3) 参加申込み締切後の選手及び監督変更は、疾病、傷害等特別な場合に限り認めるものと

する。ただし、監督の変更は第６項の条件を満たしていることとする。選手兼任監督を変

更する場合は、選手・監督それぞれを所定の様式にて届け出なければならない。その取り

扱いについては次のとおりとする。  

 

10 その他  

(5) 練習会場 

   場 所 湖西中学校体育館 

       〒520-1521 滋賀県高島市北畑564番地２ 

   その他練習会場は別に示す。 

 

５ 予選方法 

⑶ ブロック大会区分及び選出チームは、下表のとおりとする。 

ブロック名 都道府県名 少年男子 

北海道 北海道 １ 

東 北 岩手、宮城、秋田、山形、福島 ２ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ２ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 １ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 １ 

近 畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 １ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 １ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 １ 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ２ 

開催県 青森 １ 

計 13 

 

９ 参加申込方法 

⑶ 参加申込み締切後の選手変更は、疾病、傷害等特別な場合に限り認めるものとし、（削 

除）その取扱いについては次のとおりとする。 

 

 

 

10 その他 

⑸ この要項に定めるもののほか、競技に関し必要な事項は、主催者側が定めるものとする。 
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33 クレー射撃 

実施なし 

〔33〕クレー射撃競技 

 

１ 期  日   2026 年 9 月 3 日（木）から 9 月 6 日（日）まで（４日間）  

種  別  
 9 月 3 日

（木） 

 9 月 4 日

（金） 

 9 月 5 日

（土） 

 9 月 6 日

（日） 

トラップ  
１日目 ２日目 ３日目 ４日目 

スキート  

 

２ 会  場   弘前市  弘前クレー射撃場  

 

３ 種別及び参加人数 

種  別  監  督  選  手  参加都道府県  合 計（人）  

トラップ 
１ 

２ 47 
235 

スキート ２ 47 

※ 各県監督は、本要項第６項⑸に基づく有資格者を含めて編成されなければならない。 

※ 各県選手は 1 名以上の女性選手を含めて編成されなければならない。  

 

４ 競技上の規定及び方法 

⑴ 競技はすべてＩＳＳＦを遵守し、国スポ方式に則り実施する。 

⑵ 競技方法 

種 別  
団体

人員  

使用銃  装 弾  標 的  

射撃方

法  

個人  

満点  

団体  

満点  (公社)日本クレー射撃協会が検定公認したも

の  

トラッ

プ  
２  

12 番以

下の散弾

銃  

2.41 ㎜ 

(±0.1 ㎜)以下

又は 7.5 号以

下 クレービジョン  

ＩＳＳ

Ｆルー

ルによ

る  

100

点 

200

点 

スキー

ト  
２  

2.0 ㎜ 

(±0.1 ㎜)以下

又は９号以下  

100

点 

200

点 

 

５ 予選方法 

⑴ 公益社団法人日本クレー射撃協会に加盟している各都道府県協会は、予選会を実施し、 

本大会に出場するトラップの代表及びスキートの代表を決定する。 

⑵ 代表チーム数は、下記のとおりとする。 

ブロック名 都  道  府  県  名 代表チーム数 

北 海 道 北海道 １ 
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東   北 岩手、宮城、秋田、山形、福島 ５ 

関   東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ８ 

北 信 越 新潟、長野、富山、石川、福井 ５ 

東   海 静岡、愛知、三重、岐阜 ４ 

近   畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ６ 

中   国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ５ 

四   国 香川、徳島、愛媛、高知 ４ 

九   州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ８ 

開 催 県 青森 １ 

計 47 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

  総則５に定めるもののほか、次による。  

⑴ 鉄砲所持許可証及び火薬類譲受許可証を有する者であること。  

⑵ 選手は、2008 年４月１日以前に生まれた者であること。  

⑶ 選手は公益社団法人日本クレー射撃協会に個人登録している者。  

⑷ 何れかの事由により公益社団法人日本クレー射撃協会規程及び国スポ委員会規程に抵触

した場合、競技会へ参加することができない。  

⑸ 監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認クレー 

射撃コーチ１の資格を有する者であること。  

※ 参加申込み締切後の選手・監督交代（変更）は、疾病、傷害等の特別な場合のみ認め  

るものとし、原則として監督会議開始前までとするが、やむを得ない事情により監督会議

後に参加申込みをした監督が不在となる場合は、監督のみ交代（変更）を認める場合があ

る。  

ただし、交代（変更）する監督は、2026(令和８)年４月１日時点で公認スポーツ指導

者資格が『有効』であり、かつ有効期限が 2027(令和８)年３月 31 日以降であること。  

 

７ 総合成績決定方法 

  総合成績（天皇杯得点）は、競技得点と参加得点の合計とし、その得点の多い都道府県順に

順位を決定する。ただし、同点の場合は、その順位を共有し、次の順位を欠位とする。  

⑴ 競技得点  

天皇杯対象種別  競 技 得 点 

トラップ  

スキート  

 各個人の得点合計で各種別の順位を決定し、１位 24 点、２位 21 点、 

３位 18 点、４位 15 点、５位 12 点、６位９点、７位６点、８位３点

の 

競技得点を与える。 

⑵ 参加得点 

本大会に参加した都道府県に 10 点与えるが、参加しなかった場合には与えない。 

⑶ 順位同点の決定方法 

ア 種別団体同点の場合（国スポ方式） 

トラップ、スキート射撃得点が同点の場合、ISSF ルールに準じ、チームメンバーの最 
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終ラウンドの合計得点の高い方より上位とする。ただし、最終ラウンドの合計得点も同点

であった場合は、第３ラウンドの合計得点の高い方より上位とする。 

また、第３ラウンドの合計得点も同点であった場合は、同じようにその前のラウンドに

さかのぼって合計得点の高い方を上位とする。なお、第１ラウンドまでさかのぼっても同

点であった場合は、その順位を共有し、次の順位を欠位とする。 

イ 種別個人同点の場合 

トラップ、スキート射撃個人得点が同点の場合、上位３位までは競射を行う。競射が複

数あった場合、低い順位の競射が先に行われる。競射の射順は全てのラウンド終了後、カ

ウントバックにより上位の選手が先に撃つ。パーフェクトスコア又はカウントバックに

より順位が決められない場合は、ジュリーの抽選によって射順を決める。 

また、各種目における競射（シュート・オフ）の方法は、次のとおりとする。 

 

◆トラップ： 

⑴ 競射が始まる前に、５つの射台から左と右に試験標的を放出後、試射を行なう。全ての 

同点者は、１番射台の後ろに前述の射順通りに並ぶ。１番射台から始め、同点が破れるまで

正規標的を撃つ。１番射台の左、２番射台の右、３番射台の左、４番射台の右、５番射台の

左と続き、そして再び１番射台で右となる。 

⑵ 最初の選手は、レフェリーの号令のもと射台へ移動し、装填、そしてコールする。 

⑶ 各標的に対し、発射は 1 発とする。銃には１発のみ装填。２番目の銃身には空薬莢、ダ 

ミー、装弾いずれも装填してはならない。初めての違反で注意（イエローカード）となり、

その後は〝失中〟となる。 

選手の射撃時間は、レフェリーの〝レディ〟」のコールがあってから１２秒以内にコー

ルしければならない。時間超過した場合は注意（イエローカード）となり、その後は〝失中

〟となる。 

⑷ 撃ち終わった選手はまだ撃っていない選手の最後尾に着く。 

⑸ 全ての選手が１番射台で撃ち終えても同点が破られない場合、２番射台へ移動し、同じ 

やり方で撃っていく。 

⑹ もし選手が不注意で順番を間違えて撃った場合、その射撃の成績は記録され、選手は注 

意（イエローカード）を受ける。これが繰り返された場合は〝失中〟となる。 

 

◆スキート： 

⑴ 競射開始前に、試射後、４番射台の正規ダブル／逆ダブルの試験標的を放出する。 

全ての同点者は、前述の射順通りに４番射台にて撃つ。 

⑵ 選手はレフェリーの〝レディ〟のコールがあってから銃に装填し、正規ダブル（ハイ／ 

ロー）を撃つ。そして射台を降り、これから撃つ選手の最後尾に着く。 

選手の射撃時間は、レフェリーの〝レディ〟のコールがあってから１５秒以内にコール

しなければならない。時間超過した場合は注意（イエローカード）となり、その後は〝失中

〟となる。 

⑶ 全ての同点者は、順に同様に行う。 

⑷ ダブル毎に失中の多かった選手は、その時点で負けとなり競射から降りる。 

⑸ 同点の選手達は残り、その中の最初の選手は射台に進み、装填し、逆ダブル（ロー／ハ 

イ）を撃つ。そして射台を降り、これから撃つ選手の最後尾に着く。同点の選手は全て同様

に行う。 
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⑹ 同点が破られない場合、この方法を続け、決着がつくまで正規ダブルと逆ダブルを撃つ。 

⑺ 選手が不注意で順番を間違えて撃った場合、その射撃の成績は記録され、選手は注意（ 

イエローカード）を受ける。これが繰り返された場合は〝失中〟となる。 

なお、第４位以下については、同点の場合に順位を決定する競射は行わず、最終ラウンド

の２５個の成績により決められ、得点の高い方が上位となる。もし、それで順位が決定でき

ない場合は、最終ラウンドより１つ前の成績により決め、以下同様にさかのぼる。 

また、全ラウンドが同じ得点であった場合には、最終ラウンドの後ろから失点があるま

での命中数を数え、その多い方を上位とする。それでも同じなら、最終ラウンドの１つ前の

ラウンドで同じことを行う。（カウントバック方式） 

 

８ 表  彰 

⑴ 総合成績第１位から第８位までの都道府県に表彰状を授与する。 

⑵ 総合成績第１位の都道府県に、大会会長トロフィーを授与する。 

⑶ 各種別団体成績第１位から第８位までの都道府県に賞状を授与する。 

⑷ 各種別個人成績第１位から第８位までの個人に賞状を授与する。 

 

９ 参加申込み方法 

  総則８に定めるもののほか、次による。  

⑴ 所定の Web ページ（国民スポーツ大会参加申込受付窓口）へアクセスし、必要項目を入

力のうえ、所属都道府県スポーツ協会を通じて 2026 年８月 13 日（木）午後５時までに申

込手続を完了すること。 

⑵ 締切期限以降は所定の Web ページ（国民スポーツ大会参加申込受付窓口）へアクセスで

きなくなるので、締切期限を厳守すること。 

⑶ 参加申込締切後の選手変更は、疾病、傷害等の特別な場合のみ認めるものとし、その取  

扱いについては次のとおりとする。  

ア 提出期日   監督会議まで  

イ 提 出 先  

(ｱ) 〒160-0013  東京都新宿区霞ヶ丘町４番２号  

JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE 607 号 

公益社団法人日本クレー射撃協会 

TEL 03-6804-3970 FAX 03-6804-3971 

(ｲ) 〒030-8570   青森県青森市長島一丁目１番１号  

青の煌めきあおもり国スポ実行委員会事務局 

(青森県国スポ・障スポ局 競技式典課) 

TEL 017-734-9771  FAX 017-734-8015 

E-mail aomori2026kyougiunei@pref.aomori.lg.jp   

(ｳ) 〒036-8551  青森県弘前市大字上白銀町１番地１ 

青の煌めきあおもり国スポ・障スポ弘前市実行委員会事務局 

（弘前市健康こども部スポーツ局 国スポ・障スポ推進課） 

TEL 0172-55-9843 FAX 0172-26-8146 

E-mail 2026kokuspo@city.hirosaki.lg.jp   

なお、(ｲ)(ｳ)については、原則メールにて提出とする。また、公益財団法人日本スポー

ツ協会に対しては、大会終了後、別途、所定の手続きにより参加申込み情報を修正するこ
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と。 

10 参加上の注意 

⑴ 銃器は各自持参すること。 

⑵ 装弾は射撃競技場で購入すること。 

⑶ 銃砲所持許可証及び火薬類譲受許可証は必ず競技会場に携帯すること。  

⑷ 公式練習は下記のとおりとする。 

種  別  
8 月 30 日

（日） 

8 月 31 日

（月） 
9 月 1 日（火） 9 月 2 日（水） 

トラップ  

スキート  
第１日目 第２日目 第３日目 

第４日目 

※午前中 

 

11 そ の 他 

⑴   組合せ抽選会 

日 時   2026 年 8 月 14 日（金） 午後 1 時～2 時 

場 所   JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE 会議室 

〒160-0013 東京都新宿区霞ヶ丘町４番２号 

TEL 03-6804-3970 FAX 03-6804-3971 

⑵ 役員分科会 

日 時   2026 年 9 月 2 日（木） 午後 1 時 00 分 

場 所   弘前クレー射撃場 

〒036-8127 青森県弘前市大字小栗山字鷲ノ巣 

TEL 0172-87-3946  

⑶ クレーセット 

日 時   2026 年 9 月 2 日（木） 午後 2 時 00 分 

場 所   弘前クレー射撃場 

〒036-8127 青森県弘前市大字小栗山字鷲ノ巣 

TEL 0172-87-3946  

⑷ 監督会議 

日 時   2026 年 9 月 2 日（木） 午後 4 時 00 分 

場 所   弘前文化センター 

〒036-8356 青森県弘前市下白銀町 19-4  

TEL 0172-33-6571   

⑸ 開始式 

日 時   2026 年 9 月 2 日（木） 午後 5 時 30 分 

場 所   弘前文化センター 

〒036-8356 青森県弘前市下白銀町 19-4  

TEL 0172-33-6571  

 ⑹ 表彰式 

日 時   2026 年 9 月 6 日（日） 午後 3 時 30 分 

場 所   弘前クレー射撃場 

〒036-8127 青森県弘前市大字小栗山字鷲ノ巣 

TEL 0172-87-3946  
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34 なぎなた 

 

４ 競技上の規程及び方法 

 (2) 競技方法 

   ウ 演技 各種別、指定された「しかけ・応じ」３本を旗形式により行う。 

   （成年女子は２本目・４本目・７本目、少年女子は２本目・３本目・５本目） 

 

５ 予選方法 

  総則17の定めによるほか、次による。 

(1) 成年女子 

  ア 各都道府県の予選会は、2025年８月24日（日）までに終了すること。 

  イ 報告 

   (ｱ) 予選会の実施期日が決定した場合には、所定の用紙により2025年６月20日（金）

までに公益財団法人全日本なぎなた連盟宛に報告すること。 

(ｲ) 予選会の結果については、速やかに所定の要領により2025年８月27日（水）まで

に公益財団法人全日本なぎなた連盟宛に報告すること。 

(2) 少年女子 

  ア 各ブロック大会は、2025年８月24日（日）までに終了すること。 

  イ 報告 

(ｱ) ブロック大会主管連盟は、実施要項を2025年４月18日（金）までに公益財団法人

全日本なぎなた連盟宛に報告すること。 

(ｲ) 各都道府県は予選会の結果を所定の要領により、各ブロック大会開催前に公益財

団法人全日本なぎなた連盟宛に報告すること。 

(ｳ) ブロック大会主管連盟は、結果について速やかに所定の要領により2025年８月27

日（水）までに公益財団法人全日本なぎなた連盟宛に報告すること。 

ブロック名 都 道 府 県 名 
成年 

女子 

少年女子 

演技 試合 

北海道 北海道 １ １ １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ６ ６ ４ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ８ ８ ５ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ５ ５ ３ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ４ ４ ３ 

近 畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ５ ５ ４ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ５ ５ ３ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 ４ ４ ３ 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ８ ８ ５ 

開催県 滋賀 １ １ １ 

計 47 47 32 
 

４ 競技上の規程及び方法 

⑵ 競技方法 

  ウ 演技 各種別、指定された「しかけ・応じ」３本を旗形式により行う。 

  （成年女子は４本目・５本目・７本目、少年女子は１本目・４本目・５本目） 

 

５  予選方法 

総則 17 の定めによるほか、次による。 

(1) 成年女子 

ア 各都道府県の予選会は、2026 年８月 23 日（日）までに終了すること。 

イ 報告 

(ｱ) 予選会の実施期日が決定した場合には、所定の用紙により 2026 年６月 19 日（金）

までに公益財団法人全日本なぎなた連盟宛てに報告すること。 

(ｲ) 予選会の結果については、速やかに所定の要領により 2026 年８月 26 日（水）まで

に公益財団法人全日本なぎなた連盟宛てに報告すること。 

(2) 少年女子 

ア 各ブロック大会は、2026 年８月 23 日（日）までに終了すること。 

イ 報告 

(ｱ) ブロック大会主管連盟は、実施要項を 2026 年４月 17 日（金）までに公益財団法人

全日本なぎなた連盟宛てに報告すること。 

(ｲ) 各都道府県は予選会の結果を所定の要領により、各ブロック大会開催前に公益財団

法人全日本なぎなた連盟宛てに報告すること。 

(ｳ) ブロック大会主管連盟は、結果について速やかに所定の要領により 2026 年８月 26

日（水）までに公益財団法人全日本なぎなた連盟宛てに報告すること。 

ﾌﾞﾛｯｸ名 都 道 府 県 名 
成年 

女子 

少年女子 

演技 試合 

北海道 北海道 １ １ １ 

東 北 岩手、宮城、秋田、山形、福島 ５ ５ ４ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ８ ８ ５ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ５ ５ ３ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ４ ４ ３ 

近 畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ６ ６ ４ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ５ ５ ３ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 ４ ４ ３ 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ８ ８ ５ 

開催県 青森 １ １ １ 

計 47 47 32 
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35 ボウリング 

 

５ 予選方法 

(2) ブロック大会 

ア 各種別ともブロック大会を実施し、各ブロックの代表を選出する。 

イ 原則として、ブロック大会に登録・出場した選手、あるいは公益財団法人 JAPAN BOWLING

の指定する期日までに予備登録を行った選手でなければ、本大会への参加は認められな

い。 

ウ ブロック大会区分及びその代表都道府県数は下記のとおりとする。 

ブロック名 都 道 府 県 名 
成年 

男子 

成年 

女子 

少年 

男子 

少年 

女子 

北海道 北海道 １ １ １ １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ３ ３ ３ ３ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ４ ４ ４ ４ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ２ ２ ２ ２ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ２ ２ ２ ２ 

近 畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ３ ３ ３ ３ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ３ ３ ３ ３ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 ２ ２ ２ ２ 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ４ ４ ４ ４ 

開催県 滋賀 １ １ １ １ 

計 25 25 25 25 

 

９ 参加申込み方法 

(3) 参加申込み締切後の選手の変更は、疾病、傷害等の特別な場合のみ、各種別１名に限り

予備登録選手との変更を認めるものとし、監督の変更も疾病、障害等の特別な場合のみ、

各種別１名に限り認めるものとする。それらの取り扱いについては、次のとおりとする。 

  ア 提出期日 監督会議開催前まで 

  イ 提出先 

５ 予選方法 

⑵ ブロック大会 

ア 各種別ともブロック大会を実施し、各ブロックの代表を選出する。 

イ 原則として、ブロック大会に登録・出場した選手、あるいは公益財団法人 JAPAN BOWLING

の指定する期日までに予備登録を行った選手でなければ、本大会への参加は認められな

い。 

ウ ブロック大会区分及びその代表都道府県数は下記のとおりとする。 

ブロック名 都 道 府 県 名 
成年 

男子 

成年 

女子 

少年 

男子 

少年 

女子 

北海道 北海道 １ １ １ １ 

東 北 岩手、宮城、秋田、山形、福島 ３ ３ ３ ３ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ４ ４ ４ ４ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ３ ３ ３ ３ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ２ ２ ２ ２ 

近 畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ３ ３ ３ ３ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ２ ２ ２ ２ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 ２ ２ ２ ２ 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ４ ４ ４ ４ 

開催県 青森 １ １ １ １ 

計 25 25 25 25 

 

９ 参加申込方法 

⑶  参加申込締切後の選手の変更は、疾病、傷害等の特別な場合のみ、各種別１名に限り予

備登録選手との変更を認めるものとする。監督の変更も疾病、傷害等の特別な場合のみ（削

除）認めるものとする。 

 提出期日は、原則として監督会議開始前までとするが、やむを得ない事情により監督会議後

に参加申込みをした監督が不在となる場合は、監督のみ変更を認める場合がある。ただし、変

更する監督は、2026 年４月 1 日時点で公認スポーツ指導者資格が『有効』であり、かつ有効期

限が 2027 年３月 31 日以降であること。（追加） 

 なお、疾病、傷害等を理由とする場合、医師の診断書を添付すること。（追加） 

 それらの取扱いについては、次のとおりとする。 

 （削除） 
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36 ゴルフ ４ 競技上の規程及び方法 

(9) 動力付き移動機器の使用について 

ラウンド中、プレーヤーやキャディー（【少年男子】のカート運転手を除く）はいかな

る形態の動力付きの移動機器に乗車して移動してはならない。ただし、委員会が認めた場

合や、事後承認した場合を除く。ストロークと距離の罰に基づいてプレーする、あるいは

プレーしたプレーヤーは動力付きの移動機器に乗車して移動することが常に認められる。 

そのプレーヤーはこのローカルルールの違反があった各ホールに対して一般の罰を受

ける。この違反がホールとホールの間で起きた場合、罰は次のホールに適用する。 

 

(10) キャディーについて 

  【成年男子】【女子】 

プレーヤーはラウンド中に委員会によって指定された者以外をキャディーとして使っては

ならない。このローカルルールの違反の罰は、そうしたキャディーに支援してもらったその

各ホールに対して一般の罰を受ける。違反がホールとホールの間で起きたり、ホールとホー

ルの間まで継続した場合、プレーヤーは次のホールで一般の罰を受ける。 

【少年男子】 

ローカルルールひな型 H-1.1（キャディーの使用禁止）を採用する。（大会側が用意し

た乗用カートの運転手を除く）このローカルルールの違反の罰は、キャディーに支援して

もらったその各ホールに対して一般の罰を受ける。違反がホールとホールの間で起きた

り、ホールとホールの間まで継続した場合、プレーヤーは次のホールで一般の罰を受ける。 

 

９ 参加申込み方法 

  総則８に定めるもののほか、次による。 

(3) 参加申込み締切後の選手・監督の交代は、疾病、傷病等の特別な事情がない限り認めな

いものとし、特別な事情で選手を交代する場合は、下記宛に原則として、診断書を添えて、

所定の書式で届けなければならない。ただし、監督・代表者会議開催前までとし、各種別

１名に限る。 

 

４ 競技上の規程及び方法 

⑼ 動力付き移動機器の使用について 

ラウンド中、プレーヤーやキャディー（（削除）カート運転手を除く）はいかなる形態の動

力付きの移動機器に乗車して移動してはならない。ただし、委員会が認めた場合や、事後承認

した場合を除く。ストロークと距離の罰に基づいてプレーする、あるいはプレーしたプレーヤ

ーは動力付きの移動機器に乗車して移動することが常に認められる。 

そのプレーヤーはこのローカルルールの違反があった各ホールに対して一般の罰を受け

る。この違反が、ホールとホールの間で起きた場合、罰は次のホールに適用する。⑽ キャデ

ィーについて 

⑽ キャディーについて 

  （削除） 

プレーヤーはラウンド中キャディーを使用してはならない。この条件の違反の罰は、キャ 

ディーに支援してもらったその各ホールに対して一般の罰を受ける。違反がホールとホール

の間で起きたり、ホールとホールの間まで続く場合、プレーヤーは次のホールで一般の罰を受

ける。 

（削除） 

 

 

 

 

 

９ 参加申込方法 

 ⑶ 参加申込締切後の選手・監督の交代は、疾病、傷病等の特別な事情がない限り認めないも 

のとし、特別な事情で選手を交代する場合は、下記宛てに医師の診断書を添えて、所定の書式

で届けなければならない。ただし、監督・代表者会議開催前までとし、各種別１名に限る。 
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37 トライアス 

ロン 

４ 競技上の規程及び方法 

(1) 競技規則 

公益社団法人トライアスロンジャパン競技規則及び大会特別ルールを適用する。  

(2) 競技方法 

ア 一選手が３種目（スイム 1.5km・バイク 40km・ラン 10km）の競技を連続して行い、

その合計タイムを競う。  

 

９ 参加申込み方法 

(3) 参加申込み締切後の選手変更は、疾病、傷害など特別な場合に限り認めるものとし、参

加申込み時に登録した予備登録選手（各種別・男女各１名以内）との交代に限り認める。

その取り扱いについては次の通りとする。 

(4) 参加申込み締切後の監督変更は、特別な場合に限り認めるものとし、資格を満たしてい

る者であれば交代を認める。その取り扱いについては次の通りとする。 

  ア 提出期限 2025 年９月 27 日（土）午前 10 時まで 

  イ 提 出 先  

(ｱ) 〒160-0013 東京都新宿区霞ヶ丘町４番２号 JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE 708 

公益社団法人トライアスロンジャパン 

TEL 03-5786-0515 FAX 03-5786-0516 

(ｲ) 〒520-0807 滋賀県大津市松本一丁目２番１号 

わた SHIGA 輝く国スポ・障スポ実行委員会事務局 

（滋賀県国スポ・障スポ大会局 競技運営室 競技第一係） 

TEL 077-528-3324 FAX 077-528-4836 

Email：kokusupo-sanka@pref.shiga.lg.jp 

    (ｳ) 〒523-0086 滋賀県近江八幡市津田町 18 番地 

わた SHIGA 輝く国スポ・障スポ近江八幡市実行委員会事務局 

（近江八幡市教育委員会事務局 国スポ・障スポ推進課） 

TEL 0748-33-6600 FAX 0748-33-6622 

Email：triathlon@city.omihachiman.lg.jp 

なお、(ｲ)(ｳ)については、原則メールにて提出とする。また、公益財団法人日本スポーツ

協会に対しては、大会終了後、別途、所定の手続きにより参加申込み情報を修正すること。 

 

４ 競技上の規程及び方法 

 ⑴ 競技規則 

公益社団法人トライアスロンジャパン競技規則及び大会特別ルールを適用する。 

 ⑵ 競技方法 

ア 一選手が３種目（スイム 1.5km・バイク 40km・ラン 10km）の競技を連続して行い、

その合計タイムを競う。なお、正確な距離は競技説明会で選手へ周知される。（追加） 

 

９ 参加申込方法 

⑶ 参加申込締切後の選手および監督の変更は、疾病、傷害など特別な場合に限り認めるも 

のとする。選手については参加申込時に登録した予備登録選手（各種別・男女各１名以内）

との交代に限り認める。監督については資格を満たしている者に限り認めるものとする。

（追加）その取扱いについては次のとおりとする。  

（削除） 

ア  提出期限 2026 年９月 12 日（土）午前 10 時まで 

イ  提 出 先 

(ｱ) 〒160-0013 東京都新宿区霞ヶ丘町４番２号 JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE 708 

公益社団法人 トライアスロンジャパン 

TEL 03-5786-0515 FAX 03-5786-0516 

E-mail jtuoffice01@jtu.or.jp（追加） 

(ｲ) 〒030-8570 青森県青森市長島一丁目１番１号 

青の煌めきあおもり国スポ・障スポ実行委員会事務局 

（青森県国スポ・障スポ局 競技式典課 競技運営グループ） 

TEL 017-734-9771 FAX 017-734-8015 

E-mail aomori2026kyougiunei@pref.aomori.lg.jp 

(ｳ) 〒038-8505 青森県青森市柳川二丁目１番１号 

青の煌めきあおもり国スポ・障スポ青森市実行委員会事務局 

（青森市経済部国スポ・障スポ競技課） 

TEL 017-761-4478 FAX 017-761-4489 

E-mail：triathlon2026@city.aomori.aomori.jp  

なお、（削除）原則メールにて提出とする。また、公益財団法人日本スポーツ協会に対

しては、大会終了後、別途、所定の手続きにより参加申込情報を修正すること。  
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公開競技 

１ 綱引 

４ 競技上の規程及び方法 

(1) 競技種目 

成年男子 600kg 以下、成年女子 500kg 以下、少年男子 560kg 以下、少年女子 480kg 以

下、成年男女混合 580kg 以下のクラス体重により行われる。 

(2) 競技規則 

2025 年度公益社団法人日本綱引連盟競技規則による。  

(3) 競技方法  

予選リーグ及び決勝トーナメント方式とする。予選リーグ及び決勝トーナメント準々決

勝、３位決定戦までは１セットマッチ、決勝トーナメント準決勝及び決勝は３セットマッ

チで実施する。  

(4) 計量  

成年男女混合、少年男女は当日計量とする。成年男女は前日計量または当日計量とする。

成年男女混合に出場する選手で翌日の成年男女種別に参加する者は、大会前の計量をもっ

て前日計量とする。  

 

５ 予選方法 

北海道・東北・関東・北信越・東海・近畿・中国・四国・九州の９ブロックから、各種目１

チームの出場とする。ただし、開催県（滋賀県）を含むブロックは、さらに各種目について１

チームを出場させる。 

 

６ 参加資格及び選手の年齢基準 

(6) 全種別のチームには、公益財団法人日本スポーツ協会公認綱引コーチ１資格保有者が、

必ず１名いること。 

４ 競技上の規程及び方法 

⑴ 競技種目 

成年男子600kg以下、成年女子500kg以下、少年男子560kg以下、少年女子480kg以下、 

  成年男女混合580kg以下のクラス体重により行われる。 

⑵ 競技規則 

2026年度公益社団法人日本綱引連盟競技規則による。 

⑶ 競技方法 

予選リーグ及び決勝トーナメント方式とする。予選リーグ及び決勝トーナメント準々決

勝、３位決定戦までは１セットマッチ、（削除）準決勝及び決勝戦は３セットマッチで実

施する。 

⑷ 計量 

成年男女混合、少年男女は当日計量とする。成年男女は前日計量又は当日計量とする。 

（削除） 

 

 

５ 予選方法 

北海道・東北・関東・北信越・東海・近畿・中国・四国・九州の９ブロックから、各種目１

チームの出場とする。ただし、開催県（青森県）を含むブロックは、さらに各種目について１

チームを出場させる。 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

  総則５に定めるもののほか、次による。（追加） 

⑹ 各種別のチームには、公益財団法人日本スポーツ協会公認綱引コーチ１資格保有者が、

必ず１名在籍していること。ただし、少年の部はブロック内コーチ１保有者（会場内帯同）

又は教員も認める。 
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競 技 名 第 79 回国民スポーツ大会実施要項 第 80 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

公開競技 

３ 武術太極拳 

６ 参加資格及び選手の年齢基準 

総則５に定めるもののほか、次による。 

 (1) 出場選手は、公益社団法人日本武術太極拳連盟加盟団体会員とする。①在住地、②勤務

地、③ふるさと（シニア・成年の部のみ）、④学校の所在地（少年の部のみ）のいずれかが

属する都道府県の選抜大会に出場できる。ただし、ペア種目の選手は、２人とも同じ所属

都道府県から出場すること。※「ふるさと」は卒業小学校・卒業中学校・卒業高等学校の

いずれかの所在地 

 

８ 表   彰 

 (4) 参加者全員に、大会参加記念品を授与する。 

 

９ 参加申込方法 

 

６ 参加資格、所属都道府県（追加）及び選手の年齢基準 

総則５に定めるもののほか、次による。 

⑴ 出場選手は、公益社団法人日本武術太極拳連盟加盟団体会員とする。①在住地、②勤務

地、③ふるさと（シニア・成年の部のみ）、④学校の所在地（少年の部のみ）のいずれかが

属する都道府県の選抜大会に出場できる。ただし、ペア種目の選手は、２人とも同じ（削

除）都道府県から出場すること。 

※「ふるさと」は卒業小学校、卒業中学校、卒業高等学校のいずれかの所在地 

 

８ 表  彰 

⑷ 参加者全員に、参加章を授与する。 

 

９ 参加申込方法 

   総則８に定めるもののほか、次による。（追加） 

 

 

 

競 技 名 第 79 回国民スポーツ大会実施要項 第 80 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

公開競技 

２ ゲートボール 

５ 予選方法 

 (2) 地域ゲートボール協議会区分及び代表チーム数は、次表のとおりとする。 

地域協議会 加 盟 都 道 府 県 名 男 子 女 子 

北 海 道 北海道 １ １ 

東 北 青森・岩手・宮城・秋田・山形・福島 ２ ２ 

北 信 越 新潟・長野・富山・石川・福井 ２ ２ 

北 関 東 茨城・栃木・群馬・埼玉 １ １ 

南 関 東 千葉・東京・神奈川・山梨 ２ ２ 

東 海 静岡・愛知・三重・岐阜 １ １ 

近 畿 京都・大阪・兵庫・奈良・和歌山 ２ ２ 

中 国 鳥取・島根・岡山・広島・山口 １ １ 

四 国 香川・徳島・愛媛・高知 １ １ 

九 州 福岡・佐賀・長崎・熊本・大分・宮崎・鹿児島・沖縄 ２ ２ 

開 催 県 滋賀 １ １ 

合 計 16 16 

 

６ 参加資格、所属都道府県及びチーム編成 

 

 

８ 参加申込み方法 

  

５ 予選方法 

⑵ 地域ゲートボール協議会区分及び代表チーム数は、次表のとおりとする。 

地域協議会 加 盟 都 道 府 県 名 男 子 女 子 

北 海 道 北海道 １ １ 

東 北 岩手・宮城・秋田・山形・福島 ２ ２ 

北 信 越 新潟・長野・富山・石川・福井 ２ ２ 

北 関 東 茨城・栃木・群馬・埼玉 １ １ 

南 関 東 千葉・東京・神奈川・山梨 ２ ２ 

東 海 静岡・愛知・三重・岐阜  １ １ 

近 畿 滋賀・京都・大阪・兵庫・奈良・和歌山 ２ ２ 

中 国 鳥取・島根・岡山・広島・山口 １ １ 

四 国 香川・徳島・愛媛・高知 １ １ 

九 州 福岡・佐賀・長崎・熊本・大分・宮崎・鹿児島・沖縄 ２ ２ 

開 催 県 青森 １ １ 

合 計 16 16 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

  総則５に定めるもののほか、次による。（追加） 

 

８ 参加申込方法 

  総則８に定めるもののほか、次による。（追加） 
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競 技 名 第 79 回国民スポーツ大会実施要項 第 80 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

公開競技 

４ パワーリフ 

ティング 

１ 期   日   2025年９月20日（土）から９月21日（日）まで（２日間） 

 

 

 

 

 

３ 種別（種目）及び参加人員 

 

 

 

 

 

※各都道府県の成年男子及び成年女子の選手数は、ブロック大会の結果による 

※監督については、男子・女子種別共通として１名推薦すること。 

 

５ 予選方法 

(1) 都道府県大会 

ア 成年男子は都道府県予選会にて代表を選考する。都道府県予選会はJPA加盟の各都道

府県協会が主管として実施する。 

イ 各階級で１位となった選手の内、IPF ポイントの大きい選手から順に都道府県毎の代表

選手枠数に達するまで選考するものとし、１位の選手で充足しない場合は、同様の手順

で２位の選手から選考することができる。 

ウ 都道府県予選会の結果成績は、大会終了後１週間以内に所属ブロックのブロック長に

提出すること。 

(2) ブロック大会 

ア 主管協会は、公開競技実施日及び締切日を考慮して、ブロック内の協会理事長と協議

して開催期日、場所を決めること。 

イ 成年女子はブロック大会にて選手選考を行う。 

ウ 選考方法は都道府県予選会と同様に、成年男子・成年女子ともに各階級で１位となっ

た選手の内、IPFポイントの大きい選手から順に出場枠数に達するまで選考するものと

し、１位の選手で充足しない場合は、同様の手順で２位の選手から選考することができ

る。 

エ 成年男子において前項(1)-イ に記載された理由によりブロック内の出場枠に余剰が生

じた場合、残りの代表出場枠を所属するブロックのブロック最終予選会にて選考する。 

オ ブロック最終予選会の出場資格について都道府県予選会出場の有無は問わない。つま

りブロック最終予選会のみの出場により都道府県の代表権を取得する事も可能となる。 

カ ブロック大会の結果成績及びブロック代表選手の選考結果は、ブロック長が、大会終

了後１週間以内にJPA組織委員会宛に提出すること。尚、ブロック最終予選会で選出さ

れた出場選手の開催県への申込手続きは、都道府県予選会と同様に各都道府県協会が、

担当する。 

ブロック大会の区分及び都道府県毎の代表選手枠数は、前々年度（2023年度2024年2

月末）の各都道府県のJPA登録選手数に応じて算出した結果、下記の通りとする。 

 

種  別 ９月20日（土） ９月21日（日） 

成年男子 59～83㎏級決勝 93～120㎏超級決勝 

成年女子 全階級 決勝  

種  別 監  督 選  手 参加都道府県 小 計 合 計 

成年男子  １～15 47 112 

207 成年女子  １～５ 47 48 

監督（共通） １  47 47 

１ 期  日   2026年９月26日（土）から９月27日（月）まで（２日間） 

種  別 ９月26日（土） ９月27日（日） 

成年男子 59kg～66㎏級決勝 74kg～120㎏超級決勝 

成年女子 全階級 決勝  

 

 

３ 種別（種目）及び参加人員 

種  別 監  督 選  手 参加都道府県 小  計 合 計（人） 

成年男子  ２ 47 96 

191 成年女子  １ 47 48 

監督（共通） １  47 47 

※各都道府県予選会にて成年男子及び成年女子の選手選考を行う。 

※監督については、男子・女子種別共通として１名推薦すること。 

 

５ 予選方法 

⑴ 都道府県大会 

ア 成年男子及び成年女子（追加）は都道府県予選会にて代表を選考する。都道府県予選会

は、JPA加盟の各都道府県協会が主管として実施する。成年男子２名、成年女子１名 

 なお、開催県は成年男子４名、成年女子２名とする。 

イ 各階級で１位となった選手の内、IPFポイントの大きい選手から選考する。１位の選手

で充足しない場合は、同様の手順で２位の選手から選考することができる。 

ウ 都道府県予選会の結果成績は、大会終了後１週間以内に所属ブロックのブロック長に

提出すること。 

（削除） 
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ブロッ

ク 

都道府

県 
監督 

成年

男子 

成年

女子 
合計 

ブロッ

ク 

都道府

県 
監督 

成年

男子 

成年

女子 
合計 

北海道 

東北 

ブロッ

ク 

北海道 １ ５ ２ ８ 

近畿 

ブロッ

ク 

京都府 １ １ 

７ 23 

青森県 １ １ 

２ 16 

大阪府 １ ５ 

岩手県 １ １ 兵庫県 １ ３ 

宮城県 １ ２ 奈良県 １ １ 

秋田県 １ １ 
和歌山

県 

１ 
１ 

山形県 １ １ 

中国 

ブロッ

ク 

鳥取県 １ １ 

２ 15 

福島県 １ ２ 島根県 １ １ 

関東 

ブロッ

ク 

茨城県 １ ３ 

21 70 

岡山県 １ ２ 

栃木県 １ ２ 広島県 １ ３ 

群馬県 １ １ 山口県 １ １ 

埼玉県 １ ５ 

四国 

ブロッ

ク 

香川県 １ １ 

２ 10 

千葉県 １ ７ 徳島県 １ １ 

東京都 １ 14 愛媛県 １ １ 

神奈川

県 

１ 
８ 高知県 

１ 
１ 

山梨県 １ １ 

九州 

沖縄 

ブロッ

ク 

福岡県 １ ４ 

３ 23 

甲信越 

ブロッ

ク 

新潟県 １ ２ 

３ 15 

佐賀県 １ １ 

長野県 １ ２ 長崎県 １ １ 

富山県 １ １ 熊本県 １ １ 

石川県 １ １ 大分県 １ １ 

福井県 １ １ 宮崎県 １ １ 

東海 

ブロッ

ク 

静岡県 
１ 

２ 

４ 19 

鹿児島

県 

１ 
１ 

愛知県 １ ６ 沖縄県 １ ２ 

三重県 １ ２ 開催県 滋賀県 １ ５ ２ ８ 

岐阜県 １ １ 総合計 47 112 48 207 

 

６ 参加資格 

(1) 選手について 

ア 予選会（都道府県大会、ブロック大会）に参加し、選考された者であること 

オ 事前にドーピング防止講習会を受講した選手であること（Web による講習会を含む）。

大会に参加する選手は、参加申込前にアンチドーピング講習を受講していなければな

らない。事前にドーピング防止講習会を受講していない選手は、大会に出場することが

できない。講習会の受講証明書は有効期限内（2024 年９月４日以前の受講は無効）で

あること。尚、講習会は 2025 年９月 19 日(金)19：00～、20 日(土)19：00～より、大

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 参加資格 

⑴ 選手について 

ア 予選会（都道府県大会（削除））に参加し、選考された者であること。 

オ  大会に参加する選手は、参加申込時にアンチ・ドーピング講習会の受講をシクミネッ

トで確認すること。 

講習会の受講証明書は有効期限内（2026 年７月 31 日までに有効）であること。 

今回会場にて開催のドーピング防止講習会は、次期大会に備え事前の対面による講習

会で本大会に対する講習会ではない。 
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会会場にて開催予定。申し込みについては、シクミネットの「イベント」より選択、応

募多数の際は着順となります。（現地講習会は今大会参加者向けではありません） 

 

 (2) 監督について 

ア 監督は都道府県ごとに１名選任するものとし、日本国籍を有する者であること。 

また、公益財団法人日本スポーツ協会公認パワーリフティングコーチⅠ（旧：パワー

リフティング指導員）の資格を有する者とする。なお、選手は監督を兼任することがで

きる。 

 

７ 表   彰 

(1) 成年男子は階級別に第 1 位から第６位までに、成年女子は軽量級(47、52kg)・中量級

(57、63kg)・重量級(69～84kg 超級)の３つのグループとし、第１位から第６位までに賞

状を授与する。 

(2) 都道府県団体戦の第１位から第６位までに表彰状を授与する。 

団体戦得点表 (１都道府県の内、上位５人までが得点対象) 

１位 ２位 ３位 ４位 ５位 ６位 ７位 ８位 ９位 10位以下 

12点 ９点 ８点 ７点 ６点 ５点 ４点 ３点 ２点 １点 

(3) 選手、監督に大会参加記念品を与える。 

 

８ 参加申込み方法 

【都道府県代表選手】 

(1) 都道府県協会にア 参加申込書（JPA会員番号、ドーピング防止講習会の受講日を必ず記

入）を提出 

(2) シクミネットにて申込申請（エントリー、ドーピング防止講習会の受講、使用医薬品・

サプリメント申告） 

(3) 都道府県協会に参加負担金の支払い（方法については、都道府県協会から選手に連絡） 

【都道府県協会】 

(1) 参加申込みを、都道府県協会単位で取りまとめ、2025年８月１日(金)必着で行うこと。 

(2) 参加申込みに際しては、公開競技事務局あてに次の書面を提出すること。 

ア 参加選手全員の参加申込書 

イ 監督を含む選手団名簿 

ウ ドーピング防止講習会の受講履歴確認チェック 

エ 監督の資格要件である公益財団法人日本スポーツ協会公認パワーリフティングコーチⅠ

資格の認定が確認できる書類の写し 

オ 参加負担金の口座振込みを証明する書類の写し 

※ ウのドーピング防止講習会の履歴は申込書兼記録表に選手の記載している日にちで合

っているかシクミネットの管理者画面でご確認後に郵送をお願いします。7 月 26 日の

受講者の履歴は受講日の 18:00 頃に反映します。 

 

９ 参加負担金 

選手の参加負担金は一人 10,000 円とする。人数分を都道府県協会単位で取りまとめて、

2025 年８月１日（金）までに下記の口座に振込みを完了すること。 

ドーピング防止講習会を受講希望の選手は、申込書の所定の欄にチェックをするこ

と。なお、講習会は、25 日、26 日、共に午後７時～大会会場にて開催予定。申込みに

ついては、シクミネットの「イベント」より選択、応募多数の際は着順となる。 

⑵ 監督について 

ア 監督は都道府県ごとに１名選任するものとし、日本国籍を有する者であること。 

また、公益財団法人日本スポーツ協会公認コーチ１（削除）、スタートコーチ（追加）

の資格を有する者とする。 

なお、選手は監督を兼任することができる。 

 

７ 表  彰 

⑴ 成年男子及び成年女子は、階級別に第１位から第６位までに賞状を授与する。 

⑵ 都道府県団体戦の第１位から第６位までに表彰状を授与する。 

団体戦得点表 (１都道府県の内、上位５人までが得点対象) 

１位 ２位 ３位 ４位 ５位 ６位 ７位 ８位 ９位 
 10位 

 以下 

12点 ９点 ８点 ７点 ６点 ５点 ４点 ３点 ２点 １点 

⑶ 団体戦の得点が同点の場合は、１位の選手が多い方を上位とする。１位の選手も同数の 

場合は成年男子の IPF ポイントの高い選手を上位とする。（追加） 

⑷ 選手、監督、競技役員を含めて参加者全員に参加章を与える。 

 

８ 参加申込方法 

（削除） 

 

 

 

 

 

 

⑴ 参加申込みは、都道府県協会単位で取りまとめ、2026年７月31日（金）必着で行うこと。 

⑵ 参加申込みに際しては、公開競技事務局宛てに次の書面を提出すること。 

ア 参加選手全員の参加申込書（JPA 会員番号を必ず記入）（追加） 

イ 監督を含む選手団名簿 

ウ ドーピング防止講習会の受講証明書 

エ 使用医薬品・サプリメント申告書（追加） 

オ 監督の資格要件である公益財団法人日本スポーツ協会公認パワーリフティングコーチ

１、スタートコーチ１（追加）の資格の認定が確認できる書類の写し 

カ 参加負担金の口座振込を証明する書類の写し  

（削除） 

 

 

９ 参加負担金 

選手の参加負担金は一人 10,000 円とする。人数分を都道府県協会単位で取りまとめて、

2026 年７月 31 日（金）までに下記の口座に振込みを完了すること。 

※参加申込後の返金はしない。（追加） 
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競 技 名 第 79 回国民スポーツ大会実施要項 第 80 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

公開競技 

５ グラウンド 

ゴルフ 

４ 競技上の規程及び方法 

 (2) 大会内容 

  ア 大会は、交歓大会（３ラウンド）と交流大会（１ラウンド）とする。 

イ スタートは、各組が第１ホールから第８番ホールまで時間差でスタートするワンウェ 

イ方式で実施する。 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

 (4) 選手の変更は、大会１日目の受付時に「選手変更届」を提出することによってのみ変更 

   できる。 

 

 

８ 参加申込み方法 

 

４ 競技上の規程及び方法 

⑵ 大会内容 

  ア 大会は、交歓大会（３ラウンド）と交流大会（１ラウンド）とする。 

イ 交歓大会は、団体ゲーム（都道府県対抗）と個人ゲームを３ラウンドで同時に行い、 

それぞれの順位を決定する。 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

  総則５に定めるもののほか、次による。 

 ⑷ 2026 年７月 24 日以降の（追加）選手の変更は、大会１日目の受付時に「選手変更届」

を提出することによってのみ変更できる。 

 

８ 参加申込方法 

  総則８に定めるもののほか、次による。（追加） 
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競 技 名 第 79 回国民スポーツ大会実施要項 第 80 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

公開競技 

６ バウンド 

テニス 

４ 競技上の規程及び方法 

⑴ 競技規則 

公益財団法人日本バウンドテニス協会の 2025 年競技規則並びに本大会申合わせ事項に

基づき実施する。 

⑵ 競技方法 

ア 各種別とも、リーグ戦及びトーナメント方式によって勝敗を決める。 

イ 試合はすべて９ゲームマッチ（４－４タイブレーク）とする。 

ウ 競技は、ダブルス２ペア、シングルス１名の３ポイントによるチーム対抗戦とする。 

対戦は、第１ダブルス・シングルス・第２ダブルスの順とする。また、対戦ごとに、試

合の順番及び出場する種目を変更することができる。 

エ リーグ戦の順位は、次の項目を順に比較して決定する。 

(ｱ) 団体戦の勝率 

(ｲ) マッチの勝率(勝ちマッチ数÷全マッチ数) 

(ｳ) ゲームの勝率(勝ちゲーム数÷全ゲーム数) 

(ｴ) ポイントの勝率(勝ちポイント数÷全ポイント数) 

(ｵ) (ｱ)から(ｴ)までが同じ場合は、抽選とする 

オ 試合進行状況により、対戦するチームが初回戦の場合は、３試合すべてを行うが、そ

れ以降は２ポイント先取制とすることがある。 

 

 

６ 参加資格 

 

７  総合成績決定方法  

各競技の総合成績決定方法は、次の⑴,⑵の得点を合計したものを男女総合成績とする。 

⑴ 競技得点 

競技得点は、各種別の第１位から第５位までの都道府県に与え、次のとおりとする。 

ただし、同順位の場合は、次の順位のものを加え、当該都道府県で等分し、割り切れな

い場合は、小数第３位以下を切り捨てる。 

順位 1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 

得点 24 点 21 点 18 点 15 点 7.5 点 

※５－８位決定戦を行わないため、トーナメント２回戦までに敗戦したチームは、同順位

（５位）とする。なお、５位の点数は、12 点に９点、６点、３点を加えて４等分する。 

 

９ 参加申込み方法 

所定の「参加申込書」及び「参加同意書（18 歳未満の者が参加する場合のみ）」に必要事

項を記入の上、2025 年６月 27 日（金）までに下記宛に郵送又はメールで提出すること。 

 

 

 

10 参加負担金 

⑴ 参加負担金は、１チーム（５人）15,000 円とする。 

⑵ 参加負担金は、参加申し込み後１週間以内に下記の①②どちらかへ振り込むこと。 

 

４ 競技上の規程及び方法 

⑴ 競技規則 

公益財団法人日本バウンドテニス協会の2026年競技規則並びに本大会申合せ事項に基づ

き実施する。 

⑵ 競技方法 

ア 各種別とも、リーグ戦及びトーナメント方式によって勝敗を決める。 

イ 試合はすべて９ゲームマッチ（４－４タイブレーク）とする。 

ウ 競技は、ダブルス２ペア、シングルス１名の３ポイントによるチーム対抗戦とする。 

対戦は、第１ダブルス・シングルス・第２ダブルスの順とする。また、対戦ごとに、 

試合の順番及び出場する種目を変更することができる。 

なお、シングルスのみ促進ルールを適用する。（追加） 

エ リーグ戦の順位は、次の項目を順に比較して決定する。 

(ｱ) 団体戦の勝率 

(ｲ) マッチの勝率(勝ちマッチ数÷全マッチ数) 

(ｳ) ゲームの勝率(勝ちゲーム数÷全ゲーム数) 

(ｴ) ポイントの勝率(勝ちポイント数÷全ポイント数) 

(ｵ) (ｱ)から(ｴ)までが同じ場合は、抽選とする。 

オ 試合進行状況により、対戦するチームが初回戦の場合は、３試合すべてを行うが、そ

れ以降は２試合先取制とすることがある。 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準（追加） 

 

７ 成績決定方法 

各競技の総合成績決定方法は、次の⑴、⑵の得点を合計したものを男女総合成績とする。 

⑴ 競技得点 

競技得点は、決勝トーナメント（追加）各種別の第１位から第５位までの都道府県に与

え、次のとおりとする。（削除） 

 

順位 1 位 ２位 ３位 ４位 ５位 

得点 30 点 24 点 18 点 13 点 11 点 

※５－８位決定戦を行わないため、トーナメント２回戦までに敗戦したチームは、同順位（５

位）とする。（削除） 

 

９ 参加申込方法 

  総則８に定めるもののほか、次による。（追加） 

所定の「参加申込書」及び「参加同意書（18 歳未満の者が参加する場合のみ）」に必要事項

を記入の上、2026 年７月 10 日（金）までに下記宛てに郵送又は電子(追加)メールで提出す

ること。 

 

10 参加負担金 

⑴ 参加負担金は、１チーム（５人）15,000 円とする。 

⑵ 参加負担金は、下記振込先に、参加申込後１週間以内に振込むこと。 
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11 参加上の注意 

⑺  予選リーグにおいて、審判は相互審判とし、対戦チームから毎試合１名ずつ出すこと。 

決勝トーナメントの審判は、大会本部及びリーグ戦敗者チームの選手が担当する。 

⑻  昼食は、参加者各自で用意すること。 

⑼  飲食は、所定の場所で行い、ゴミ等は各自持ち帰ること。 

⑽  受動喫煙防止のため、会場周囲を含め禁煙とする。 

⑾  試合、会場の様子などを撮影し、動画を SNS に上げる場合は、映像に映っている方すべ

ての方の承諾を得ること。 

⑿ 所持品等の管理は各自の責任とし、大会会場内での盗難、紛失、破損等について主催者

側は一切責任を負わない。 

⒀ バウンドテニスに共通するマナーや心得及び主催者側が定めたその他の規約を遵守する

こと。 

⒁ 天災等の緊急時は、施設管理者及び主催者側の指示に従うこと。 

 

13 その他 

⑶ 監督会議については、2025 年９月 19 日（金）16 時よりＹＭＩＴアリーナの多目的室に

て行う。なお、監督会議で、参加賞及びプログラムを配布するため、都道府県から必ず１名

出席すること。 

⑷ この要項に定めのない事項については、必要に応じて主催者側で協議して定める。 

 

11 参加上の注意 

⑺ 予選リーグ及び決勝トーナメントの審判は、審判委員が担当するが、状況によって、選

手にお願いする場合がある。 

⑻ 昼食は参加者各自で用意すること。 

⑼ 飲食は所定の場所で行い、ゴミ等は各自持ち帰ること。 

⑽ 受動喫煙防止のため、会場周囲を含め禁煙とする。 

（削除） 

 

⑾ 所持品等の管理は各自の責任とし、大会会場内での盗難、紛失、破損等について主催者

側は一切責任を負わない。 

⑿ バウンドテニスに共通するマナーや心得及び主催者側が定めたその他の規約を遵守する

こと。 

⒀ 天災等の緊急時は、施設管理者及び主催者側の指示に従うこと。 

 

13 その他 

⑶ 監督会議については、2026年10月２日（金）16時より十和田市総合体育センター研修室

にて行う。（削除） 

⑷ この要項に定めのない事項については、必要に応じて主催者側で協議して定める。 

⑸ 選手、関係者の権利保護並びに大会の円滑な運営のため、報道関係者を除く来場者 

（大会関係者を含む）による撮影について制限を設ける場合があるため、主催者の指示 

に従うこと。また、以下の行為については禁止とする。 

・営利目的、選手・関係者等の肖像権を侵害する映像・写真の撮影及び利用 

・選手や関係者等の尊厳を傷つけるハラスメント目的（性的ハラスメントを含むがこれに

限らない）の疑念を生じさせる映像、写真の撮影及び利用 

・個人または出場選手の所属団体による利用の範囲を超えた撮影 

・他の観客の観戦を妨げる三脚、一脚、望遠レンズ等を使用した撮影 

・ライブストリーミング（ライブ配信）行為 

・大会中に撮影した映像、写真を撮影した個人又は出場選手の所属団体による利用の範囲

を超えて雑誌、インターネット、ソーシャルメディア、その他の媒体に掲載すること(追

加) 
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競 技 名 第 79 回国民スポーツ大会実施要項 第 80 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

公開競技 

７ エアロビック 

１ 期   日   2025 年 8 月 23 日（土）から 8 月 24 日（日）まで２日間 

種  別 8 月 23 日（土） 8 月 24 日（日） 

成年混合 

少年混合 

成年女子 

成年女子 

成年男子 

成年男子 

AD 種目チャレンジ・チーム 

AD 種目ティーンズ 

AD 種目シニア女子Ⅰ 

AD 種目シニア女子Ⅱ 

AD 種目シニア男子Ⅰ 

AD 種目シニア男子Ⅱ 

 

成年混合 

成年混合 

成年混合 

成年混合 

 

フライト種目 Over18 

フライト種目 Over30 

フライト種目 Over50 

フライト種目 Over60 

 

３ 種別及び参加人員    

種  別 選 手 チーム／選手 小 計 合計(人) 

 

成年混合 

少年混合 

成年女子 

成年女子 

成年男子 

成年男子 

AD 種目 

チャレンジ・チーム 240 

ティーンズ 25 

シニア女子Ⅰ30 

シニア女子Ⅱ30 

シニア男子Ⅰ16 

シニア男子Ⅱ15 

 356 

571 

 

成年混合 

成年混合 

成年混合 

成年混合 

 

フライト種目 

Over18 60 

Over30 50 

Over50 55 

0ver60 50 

215 

 

４ 競技上の規程及び方法 

（1） AD 種目は「JAF エアロダンス競技・採点規則 2025 年度版」に準じて実施する。 

（2） フライト種目は「JAF フライト競技・採点規則 2025 年度版」に準じて実施する。但

し 2 ラウンド制とし、全て審判員の採点による順位付けをする。また、決勝ラウンドは

2025 年度課題ルーティンで実施する。 

（3） 採点は(公社)日本エアロビック連盟認定審判員が行う。 

（4） フライト種目は指導者の指示に合わせて選手が一斉に競技を行う対面方式で実施 

する。 

（5） AD 種目の個人競技は 7m 四方程度、チーム競技は 10m 四方程度の競技エリアの中で選

手がおよそ 1 分 15 秒〜1 分 45 秒程度のパフォーマンスを行い審判員が採点する方式で

実施する。 

 

１ 期  日   2026 年８月 22 日（土）から８月 23 日（日）まで２日間 

種  別 ８月 22 日（土） ８月 23 日（日） 

成年混合

少年混合 

成年女子 

成年女子 

成年男子 

（削除） 

AD 種目チャレンジ・チーム 

AD 種目ティーンズ 

AD 種目シニア女子Ⅰ 

AD 種目シニア女子Ⅱ 

AD 種目シニア男子 

（削除） 

     

少年混合 

成年混合 

成年混合 

成年混合 

成年混合 

 フライト種目 0ver15（追加） 

フライト種目 Over18 

フライト種目 Over30 

フライト種目 Over50 

フライト種目 Over60 

 

３ 種別及び参加人員 

種  別 選 手 チーム／選手 小 計 合計（人） 

 

成年混合

少年混合 

成年女子 

成年女子 

成年男子 

（削除） 

AD 種目 

チャレンジ・チーム 90 

ティーンズ 30 

シニア女子Ⅰ30 

シニア女子Ⅱ35 

シニア男子 30 

（削除） 

 

 

 

 

 

215 

 

 

 

 

 

 

490 

 

 

 

 

少年混合 

成年混合 

成年混合     

成年混合 

成年混合 

 フライト種目 

Over15 50（追加） 

Over18 50 

Over30 50 

Over50 65 

0ver60 60 

 

 

275 

 

４ 競技上の規程及び方法 

⑴ AD 種目は「JAF エアロダンス規則（削除）」に準じて実施する。 

⑵ フライト種目は「JAF フライト競技規則（削除）」規則に準じて実施する。（削除） 

⑶ 採点は公益社団法人日本エアロビック連盟認定審判員が行う。 

⑷ フライト種目は指導者の指示に合わせて選手が一斉に競技を行う対面方式で実施する。 

⑸ AD 種目の個人競技は７m 四方、チーム競技は 10m 四方の競技エリアの中で選手がおよ 

そ１分 30 秒程度のパフォーマンスを行い審判員が採点する方式で実施する。 
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５ 予選方法 

各ブロックにおいて予選会や選考会議を実施し、本大会代表を選出する。 

なお、原則として各ブロックに割り当てられている代表数を超過してはならないが、AD 

種目シングル及びフライト種目は、予選会で同点により超過した場合はこれを認める。 

また代表数内であれば部門間の人数変更を認める。 

ブロック 都道府県 
AD 種目チーム AD 種目シングル        フライト種目 

混合(最大) 男子 女子 混合 

北海道 

ブロック 
北海道 20 名 ３名 ３名 15 名 

東北 

ブロック 

青森、秋田、岩手 

宮城、山形、福島 
20 名 ２名 ３名 35 名 

関東 

ブロック 

茨城、栃木、群馬 

埼玉、新潟、千葉 

東京、神奈川、山梨 

40 名 ８名 21 名 50 名 

北陸 

ブロック 
富山、石川、福井 20 名 ２名 ４名 5 名 

中部 

ブロック 

長野、静岡、愛知 

三重、岐阜 
30 名 ５名 16 名 25 名 

近畿 

ブロック 

滋賀、京都、大阪 

兵庫、奈良、和歌山 
30 名 ５名 10 名 25 名 

中国 

ブロック 
鳥取、島根、岡山、広島 20 名 ２名 ３名 15 名 

四国 

ブロック 
香川、徳島、愛媛、高知 20 名 ２名 ３名 ５名 

北九州 

ブロック 

山口、福岡、佐賀 

長崎、大分 
20 名 ５名 11 名 25 名 

南九州 

ブロック 
熊本、宮崎、鹿児島、沖縄 20 名 ２名 ６名 15 名 

合 計 240 名 36 名 80 名 215 名 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

総則５に定めるもののほか、次による。 

（公社）日本エアロビック連盟の当該年度選手登録を完了した選手であること。（チームは

メンバー内１名のみで可とする。）少年の部出場選手は開催年の４月１日現在、15 歳以上 18

歳未満の男女、成年の部出場選手は開催年の４月１日現在、18 歳以上の男女とする。 

(1) AD 種目ティーンズ部門に出場できる選手は 15 歳から 17 歳までの男女とする。 

(2) AD 種目シニア女子 1 部門に出場できる選手は 18 歳から 49 歳までの女子とする。 

(3) AD 種目シニア女子Ⅱ部門に出場できる選手は 50 歳以上の女子とする。 

(4) AD 種目シニア男子Ⅰ部門に出場できる選手は 18 歳から 49 歳までの男子とする。 

(5) AD 種目シニア男子Ⅱ部門に出場できる選手は 50 歳以上の男子とする。 

(6) フライト種目 Over18 部門に出場できる選手は 18 歳から 29 歳までの男女とする。 

(7) フライト種目 Over30 部門に出場できる選手は 30 歳から 49 歳までの男女とする。 

(8) フライト種目 Over50 部門に出場できる選手は 50 歳から 59 歳までの男女とする。 

５ 予選方法 

  各ブロックにおいて予選会や選考会議を実施し、本大会代表を選出する。 

（詳細は別途ご案内）（追加） 

  なお、原則として各ブロックに割り当てられている代表数を超過してはならないが、AD 種 

目シングル及びフライト種目は、予選会で同点により超過した場合はこれを認める。 

  また代表数内であれば部門間の人数変更を認める。 

 

ブロック 

 

都道府県 

AD 種目   

チーム 

AD 種目              

シングル 

フライト種目 

混合（最大） 男子 女子 混合 

北海道ブロック 北海道 10 名 ３名 ４名 20 名 

東北ブロック 青森、秋田、岩手 

宮城、山形、福島 

10 名 

 

２名 ３名 40 名 

関東ブロック 茨城、栃木、群馬 

埼玉、新潟、千葉 

東京、神奈川、山梨 

 

12 名 

 

10 名 

 

30 名 

 

60 名 

北陸ブロック 富山、石川、福井 8 名 ２名 5 名 10 名 

中部ブロック 長野、静岡、愛知 

三重、岐阜 

15 名 ５名 20 名 40 名 

近畿ブロック 

 

滋賀、京都、大阪 

兵庫、奈良、和歌山 

15 名 

 

3 名 

 

10 名 

 

30 名 

 

中国ブロック 鳥取、島根、岡山 

広島 

5 名 3 名 4 名 25 名 

四国ブロック 香川、徳島、愛媛  

高知 

5 名 1 名 1 名 10 名 

北九州ブロック 山口、福岡、佐賀 

長崎、大分 

5 名 3 名 6 名 20 名 

南九州ブロック 熊本、宮崎、鹿児島 

沖縄 

5 名 ２名 8 名 20 名 

合 計 90 名 34 名 91 名 275 名 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

  総則５に定めるもののほか、次による。 

  公益社団法人日本エアロビック連盟の当該年度選手登録を完了した選手であること。（チー

ムはメンバー内１名のみで可とする。）少年の部出場選手は開催年の４月１日現在、15 歳以

上 18 歳未満の男女、成年の部出場選手は開催年の４月１日現在、18 歳以上の男女とする。 

⑴ AD 種目ティーンズ部門及びフライト種目 0ver15（追加）に出場できる選手は 15 歳か

ら 17 歳までの男女とする。 

⑵ AD 種目シニア女子Ⅰ部門に出場できる選手は 18 歳から 49 歳までの女子とする。 

⑶ AD 種目シニア女子Ⅱ部門に出場できる選手は 50 歳以上の女子とする。 

⑷ AD 種目シニア男子（削除）部門に出場できる選手は 18 歳以上の男子とする。 

（削除） 

⑸ フライト種目 Over18 部門に出場できる選手は 18 歳から 29 歳までの男女とする。 

⑹ フライト種目 Over30 部門に出場できる選手は 30 歳から 49 歳までの男女とする。 
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(9) フライト種目 Over60 部門に出場できる選手は 60 歳以上の男女とする。 

 

 

８ 参加申込み方法 

(2) 選手は各自のマイページより 2025 年６月 20 日(金)から６月 30 日(月)までに申し込

みと支払いを完了すること。 

 

 

 

⑺ フライト種目 Over50 部門に出場できる選手は 50 歳から 59 歳までの男女とする。 

⑻ フライト種目 Over60 部門に出場できる選手は 60 歳以上の男女とする。 

 

８ 参加申込方法 

⑵ 都道府県連盟は、当該都道府県から出場する選手の参加負担金を取りまとめて、上記期

間内に下記の口座に振込みを完了すること。（追加） 

みずほ銀行(0001) 祐天寺支店(224) 普通 1839078 

公益社団法人日本エアロビック連盟公益会計 

  

 


